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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　一、魔まり力よく剣けん　お前は一体どこにある？









　ぽきぃぃん。

　澄すんだ──そして、やたらとカルい音を立て、剣けんはいともあっさりへし折れた。

「──へ？」

「うっわどわぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　ガウリイの間まの抜ぬけた声と、観光係のお役人の悲鳴があたりにこだました。

「ちょっとぉぉぉぉっ！　どうしてくれるんですかっ!?　剣折っちゃって！」

　怒いかりと焦あせりの表情で、あたしたちに詰つめ寄るお役人。

「何言ってんのよっ！　第一っ！　どこの世界に、つまずいて寄っかかっただけでへし折れるよーな伝説の剣があるのよっ!?」

　返すあたしのことばに、彼の顔が、まともにざぁっ、と青ざめた。

「……[image: ]っ……!?　……そ……それはっ……

　つまりっ……そーゆ伝説の剣なんだっ！」

「ンな剣があるかぁぁぁぁっ！」




　ばぼぎぃぃぃっ！




　あたしの怒りのコークスクリューパンチは、お役人の顔面をまともに捕とらえたのだった。




　──伝説の武器──

　有名なところだけでもその名をあげてみれば、魔ま王おうの持つ武器餓がこ骨つじ杖よう。赤スイのーフ竜イ神ードの赤せき竜りゆう剣けん、精神のみを切り裂さくエルメキア・ブレード。魔デイモ竜ス・ド王ラゴンをも切り裂く名剣、ブラスト・ソード。エトセトラエトセトラ。

　とはいえ、宝ジユ石エルのズ・呪タリス符マンで強化されている程度の剣は別として、ンな伝説級の魔力剣なんぞが、そのあたりにごろごろしてたりするわけはない。

　だが──

　伝説の剣の『噂うわさ』となると、やたらとゴロゴロあったりするのだ。これがまた。

　いわく。どこぞの洞どう窟くつに眠っている。いわく。どこぞに拠きよ点てんを構かまえる怪あやしい団体が隠かくし持っている。いわく。湖にふつーの剣をほうり込むと、きれーなねーちゃんが出てきて伝説の剣をくれた。

　そして一番ありがちなのが、伝説の剣が、どこぞの岩につき立っており、引き抜いた者が剣の主──というパターン。

　なおかつとことん困ったことに、時々、どこぞの村はずれなんぞに、実際に、岩につき立った剣があったりするのである。

　──むろん、本物のわけはない。たいていは、近くの村や町の連中がつくったニセモノである。

　で、なんのためにこーゆーまねをしているかとゆーと、答えは簡単。伝説の剣の噂を利用した村おこしのため。

　それらしき飾かざりをつけた剣を、岩にくい込んだよーに細さい工くし、抜けないようにしておいて、観光名所にして村にひとを呼ぶ。

　ヒドいところになると、町、村ぐるみで見物料を取ったり、一回いくらで剣を抜くのにチャレンジさせてみたりしているのだ。

　──そう。ちょうどその日、あたしとその旅の連つれ、ガウリイが立ち寄った村のように。

「……ったく……ま、ほんとーに伝説の剣だ、なんて思ってたわけじゃあなかったけど……単なるデマ、どころか、村ぐるみのセコい金もーけに、小こ銭ぜにとはいえ払はらわされた、ってぇのが腹立つわねー」

　観光係のお役人をはり倒し、ガウリイと二人、村へともどったそのあと。

　とあるメシ屋で、蒸むし鳥どりのランチ・セットをぱくつきながら、あたしは言った。

「まーまー。焦あせってもしかたねーって」

「……って、何ひとごとみたいに言ってんのよっ!?　あんたの剣の話なのよっ！　あんたのっ！」

　テーブルの向かいで鮭サーモンのソテーを食べまくっているガウリイに向かって、あたしは声をはり上げた。

　──そう。あたしとガウリイの二人は、今、魔力剣を探してあちこちを旅してまわっているのである。

　このガウリイ、脳のうミソはとことんビンボーだが、剣の腕は超一流。

　しばらく前まで彼は、魔族をも切り裂く光の剣などとゆー、とんでもないものを持っていたりしたのだが、その剣は、あたしにかかわるごたごたの中で、彼の手を離れることとなった。

　そーいうことで、それのかわりになるよーな剣を探すべく、あたしとガウリイの二人は、噂をもとめてあちこちふらふらしているのだった。

「……けどよー。伝説の剣なんて、そうそう転がってるもんじゃーねーんだろ？」

「当たり前よ。そこいらへんにぽろぽろ転がってたら伝説になんないでしょーが」

「オレ、ふつーの剣のままでもいーよーな気はするんだけど……」

「何言ってんのよ！」

　あたしは右手で、ガウリイの、フォークを持つ手を、わしぃっ！　とにぎりしめ、うるうる瞳ひとみでじっと彼を見つめつつ、

「──たしかにあなたが、剣士としてすごいことは認めるけど、それでも絶対無敵ってわけじゃあないわ」

　言いながら、ガウリイの視界をかいくぐり、空あいているほうの左手で、彼のサーモン・ソテーをひと切れふた切れ、自分のお皿にこっそり移してみたりする。
















「持ってるのが普通の剣でしかない以上、ゴーストだとか魔族とか出てきたら、どーしょーもないでしょーが。

　……それにあんた、いまだに光の剣持ってた時のクセ抜けてないじゃない。あぶなっかしくて見てらんないわよ。

　この前、どこぞの魔道士と戦った時、敵の炎ほのおの矢斬きるつもりで、剣の柄つかだけぶん回して丸コゲになったの、まさか忘わすれてないでしょ？」

「……あったっけ……？　　そんなこと……」

　……こいつ……忘れてやがんの……

　……はぁぁぁぁぁ……

　あたしは深いため息ひとつつき、

「……とにかく。そこそこの魔力剣見つけて持たせとかないと、はたで見てるこっちが落ち着かないのよ」

「けどよ。そーゆーんならいっそのこと、自分で探す、なんて面めん倒どうなことしなくっても、そこらで買っちまったらどうだ？

　この前、お前さんにつきあって行った魔法の道具屋とかにも、剣とかけっこう置いてあったぞ」

「……あのねー……

　あれは、呪タリス符マンや護アミユ符レツトで、多少切れ味や強度を強化してある、って程度のモノなの。

　対魔能力に関しては、ひ弱なゴーストとかが相手なら、多少効きくかなー、くらいの威いり力よくしかないわ。

　飛んできた敵の攻撃魔法斬るなんてこと、とてもとても。

　純魔族が相手なら、たぶん気休めにもなんないでしょうね。

　──つまり。

　やっぱし、そこそこの剣が欲しいなら、自分たちで探すっきゃない、ってことよ」

「……その『そこそこの剣』ってぇのは、そーゆーところには売ってねーのか？」

「ったり前でしょーが。もしどっからか売りに出される、なんて話があったとしても、その時点で、どこぞの貴族やら王族やらが手をまわして買い取っちゃうだろーし。

　結局、あたしたちがそーゆー剣手に入れようと思うなら、自分たちで探すっきゃない、ってことよ」

「なるほどー。大変なんだなー」

「……だからぁ……ひとごとみたいに言うなって……」

　などと話しているその時。

「──おお！　おったおった！」

　戸口から聞こえたしわがれ声に、なんとはなしにふり向けば、そこにはひとりのじーさんと、さっき裏山であたしにどつかれたお役人の姿があった。

　……剣をへし折った文もん句くでも言いに来たのだろーか……？

　ふたりはつかつかつかっ、とこちらに歩み寄り、じーさんの方が、あたりをはばかるかのような低い声で、

「……失礼じゃが……さきほど裏山で剣を抜くのを試されたかたがたじゃな？」

「そーだけど？──ひょっとして、あたしたちが『伝説の剣』折っちゃったんで、苦情言いに来たとか？」

　あくまで笑顔を浮かべつつ、イヤミを飛ばすあたしに、しかしじーさんは、ひきつりかけたあいそ笑いで、

「いやいやとんでもありません。……実は、そのことなんじゃが……」

　あたしの隣となりのあいているイスに腰こしを下ろし、声をひそめて話しはじめた。

「……わしはこの村の村長をしておる者での……

　ごらんの通り、決して豊かな村とはいえん。交通の便も悪いし、名物になるようなもんもない。

　そうなると──やはり、ああいうこともせねばならん。

　わかってくれるかのぅ？」

　なるほど。つまりは、伝説がインチキだ、という事実を言いふらすな、ということか。

　しかし、ふつーの相手にならいざ知らず、戦士にして天才魔道士たるこのあたし、リナ＝インバースに、ンな泣なき落としなど通用しないっ！

　……まあ……戦士だの魔道士だの、っていうのはこの際関係ないけど……

「豊かな村とは言えない……ねぇ……。けどそのわりには村長さん、えらく小ざっぱりした格かつ好こうしてるわねー」

「……ぎくっ!?」

「としのわりに血けつ色しよくよさそーだし、着てる服なんかも、見た目は地じ味みだけどいい生き地じ使ってるし。──そっちのお役人さんも、ね」

「……ぎく」

「ぎくぅっ！」

　あたしのセリフに、ロコツに顔色を変える二人。

　……こいつら……インチキ剣の収入で私腹肥こやしてたな……

「……ま……まあ、それはともかくじゃ。

　とりあえず、あんたがたからいただいた、剣の見物料と、引き抜きチャレンジ料とはお返ししておきます」

　言って村長は、ふところから、小さな革かわの袋ふくろを出して、テーブルの上に、ことんっ、と置いた。

　……代金を返す、と言ったわりには分量多いよーな……

　あたしは、じろっ、と村長とお役人をにらみつけ、

「……ひょっとしてこれって……ギョーカイ用語で言う『口止め料』ってやつも入ってない……？」

「……いやまあ……そこはそれ……やはり、あちこちでおかしな噂なぞが流れて、この村の評判が落ちたりする、というのは、あまり歓かん迎げいできませんからのぅ……」

「ンで、あたしたち黙だまらせといて、またまたインチキな伝説の剣で私腹を肥やそうと？」

「ぎぎくっ！　いえいえっ！　もう二度とあのようなことはっ！」

　あわててぱたぱた手を振ふりまくる村長の、その目はしかし、『ちちいっ！　読まれたかっ!?』などと物語っていたりする。

「……し……しかし、それ以上の出費は……

　ををっ！　そうじゃっ！」

　村長は、ぽんっ、とひとつ手を叩たたき、

「あなたがた、剣を探しておいでのようですが、幸いにもこのわしは、そのたぐいの伝説をひとつ知っておりまする！

　それをお教えしますから、どうか、ここはひとつ……」

「……剣の伝説……ねぇ……」

　とってつけたよーなそのことばに、あたしはロコツに眉まゆをひそめた。

　ニセの伝説剣作ってひと儲もうけしてるよーなじーさんに、伝説の剣の話を知っている、などと言われても、信用できるわけはない。

「……どーせそっちもガセなんじゃないの……？」

「いやいやっ！

　……むろんこのわしが直接現場に行って、伝説の剣とやらを目にしたわけではありませぬが、そういう話がある、ということだけは、まぎれもない事実ですじゃ」

「……ふーん……

　ま、そこまで言うなら、とりあえず、話だけでも聞くだけ聞いてみましょーか」

「おおっ！　それではっ！」

「──言っとくけど──」

　喜びの色に顔を染める村長を、あたしはびしぃっ！　と指さして、

「もしあんましうそくさい話だったりしたら──わかってるわね？」

「……そ……それはもちろん……！」

「オッケー。

　──なら、聞かせてもらいましょーか。その話とやらを」

「……は……はあ……

　……ここから、東の大きな街道に出て、北に四、五日のところに、ベゼルドという町があるのじゃ」

「ふんふん」

「そこにある山の中腹に、ほら穴あながあっての……」

　……山のほら穴……？

　……なんか……いきなりうそくさくなって来たんですけど……

「その奥に、岩に刺ささった一本の……」

「まだ言うかこの口はぁぁぁっ!?」




　ぶごしゃあああああっ！




　あたしの怒りの鉄てつ拳けんは、村長の顔面を直ちよく撃げきしたのだった。




「……ったく……つくり話するにしても、もーちょっとうまくやってほしいもんよね……」

　へたな噓こく村長はり倒しまくって、口止め料に上乗せさせたあと。

　あたしとガウリイの二人は、その村をあとにしていた。

　透すけるような青空。ぽかぽかあったかい陽気。

　ロバに引かれた荷車が、ごとごと街かい道どうをゆく。

　──ま、魔力剣の手がかりらしき手がかりは、結けつ局きよく得られなかったけど、たまにはこーゆー、さしてアテもない、のんびりとした旅もいーもんである。

　これであと、いきなし野や盗とうでも出てきて、あたしにどつき倒されたあと、おたからごっそり置いていってくれれば、何も言うことないのだが……

「けどよ、リナ、この先どうする？」

　ガウリイがそう問いかけてきたのは、街道の先に、森に囲かこまれた小さな村が見えてきた頃ころのことだった。

「そーねー……ま、とりあえずベゼルドにでも行ってみようかなー、なんて思ってるけど」

「ベゼルド？」

　あたしの答えに、ガウリイはかすかに眉まゆをひそめ、

「……どこかで聞いた名前だな……」

「だからぁ……さっきの村のインチキ村長が言ってたでしょ。あの町よ」

「おー。そーだったそーだった」

　ガウリイはひとしきりうなずいてから、またまたふたたび眉をひそめ、

「……けどよ、お前さん、あの話も噓だ、って言ってなかったか？」

「言ってたわよ。まず間ま違ちがいなくうそでしょーね」

「………………？」

　あたしのことばに、しばし沈ちん黙もくするガウリイ。

　鳥さんの、のどかな鳴き声だけが、しばしあたりを支配した。

「……よくわかんねーんだけど……ンじゃあなんで、そのベゼルドとかに行くんだ？」

「んー、ほかに行くところがない、ってのが正直なところね」

「おいおい……」

「本当っぽい伝説の剣の話なんて、そうそう転がってるよーなもんじゃないわ。ンな話がもしあったとしても、とっくの昔に別の誰だれかが探してるでしょーし……

　特に行くアテがないんだから、ダメでもともと、とりあえず行くだけ行ってみよーか、ってわけよ。

　──ま、観光旅行か何かのつもりで、のんびりゆっくり行きましょ」

「……そーだな。たまにはこーいう気楽な旅ってのもいいか」

「そーいうこと」

　あたしはにっこり笑ってうなずき──

　っづどぉぉぉぉん！

　遠い爆ばく音おんが、のどかな空気を吹っ飛ばしたのは、まさにその時だった。

　音の源みなもとは──探すまでもない。

　ゆく手に見える村の片かた隅すみから、ひとすじの、黒い煙けむりが立ち昇のぼっている。

「……なんか……いきなし……」

「のんびりできそうにもなくなったな……

　行くぞっ！　リナ！」

「オーケイ！」

　トラブルの転がるところ、危険ともうけ話ありっ！

　そーいうことで、あたしとガウリイは、村の方へと向かってかけ出したのだった。




　二人が現場に到着した時、すでにそこには村人たちの人だかりができていた。

　一同の目の前には、一いつ軒けんの家。火フア炎イアー・球ボールか何かを食らったのだろう。一部が完全にガレキと化して、くすぶり、煙を上げている。

「どーしたの!?」

　問うあたしに、しかし村人たちもとまどい顔で、

「……いや、それがわしらにもさっぱり……」

「音に驚おどろいて来た時には……」

「ここにゃあ女の子がひとり、住んどったんだ！　あんたら、ガレキどけるの手つだってくれんか!?」

「オーケイ！　まかせてっ！　てっとり早くいくわよっ！」

　言ってあたしは呪じゆ文もんを唱となえ──

「霊ヴ＝呪ヴラ法イマ！」

　ぐごごごごごごごごぉぉぉっつ！

　力あることばに応こたえ、近くの土ど砂しやが盛り上がり、一体の土ゴ人ーレ形ムをつくり出した！

　どぉぉぉぉぉっ！

　見物人の間からどよめきが起こる。

「ゴーレム！　ここのガレキどかして！」

『うおおおおおおん！』

　あたしの命令に応えて、ゴーレムは、まだ煙のくすぶるガレキをひょいひょいどけてゆく。

　しかし、その作業がはじまって間もなく。

　っごぉぉぉん！

　二度目の爆音は、裏手の森の中から聞こえてきた。

「ゴーレム！　この中から人が出てきたら、その上に乗ってるガレキどかして待たい機き！　でなけりゃあガレキ全部どかすまで作業つづけて！」

　あたしはゴーレムに命令を残し、ガウリイといっしょに、森の中へと駆け込んでゆく。

　しっとりとした緑のにおい。

　爆音に驚いたか、はたまた殺さつ気きを感じたか、鳥たちのさえずりは聞こえない。

　そして──




　どぐぉぉぉぉぉんっ！




　三度目の爆音は、思ったより近くで聞こえた。

　あたしとガウリイは、顔を見合わせ、うなずいて、音のした方へと向かってかけ出した。




「──くっ!?」

　猫ねこを想おもわせる身み軽がるさで、少女は、さんっ、と草むらの中に着地した。

　としの頃は十四、五といったところだろうか。やや小こ柄がらで、大きな瞳めをした少女だった。

　身なりは、ごくふつーの村むら娘むすめ、といったかんじのものである。

　三みつ編あみみにした長い黒くろ髪かみが、ふわりとその肩口にかかる。

「──逃げられると思っているわけではないだろうな？」

　その目の前に、まさしく影かげのごとく佇たたずむのは、全身に黒衣を纏まとった男が一人。

　目以外を隠かくした暗アサ殺ツ者シンスタイル──と言いたいところだが、暗アサ殺ツ者シンとは、どことはなく雰ふん囲い気きが違う。

「もしかりにっ！　この俺おれの手から、みごと逃げおおせることができたとしても、だ！

　そのあと一体、どこへ行くつもりだ？

　頼たよるべき身内もなく、帰るべき家も、俺の火フア炎イアー・球ボールでもはや無い。

　夜空の下で、一人孤こ独どくを嚙かみしめるか？

　──くだらぬ意い地じなど張らず、おとなしくこの俺についてきた方が身のためだぞ」

「……ったく……見かけのわりにはぺらぺらよくしゃべるわねー」

　黒ずくめに向かってそう言ったのは、少女ではなかった。

「──!?　なにっ!?」

　男がふり向いた視線の先には──言うまでもない。爆音と、戦いの気け配はいとを追って、ようやくこの場にたどり着いた、あたしとガウリイ、二人の姿。

「何者だっ!?　きさまらっ!?」

「あんたみたいに、自爆するほど怪あやしいかっこうしてる奴やつに、バカ正直に名乗るいわれはないわよ」

「『怪しい』だと!?　人を悪人みたいに言うなっ！」

　声を荒あらげて黒ずくめは言う。

　……おまい……まさかそのかっこうで、善玉のつもりなんじゃあないだろーな……？

「大体きさまらっ！　何者か知らんが、なんでこんな所にいるっ!?」

「通りかかった村の家が爆破されてて、森の中から爆発音が聞こえた。

　……ふつーこれだけ騒さわぎがあれば、誰でも見に来るわよ……

　──で、聞くけど、あんたの住んでるところじゃあ、いきなし他人の家攻撃呪文でぶっ壊こわして、女の子誘ゆう拐かいしよーとする奴のこと、悪人とは言わないわけ？」

「……そっ……それはっ……！

　……に……任務だからいいんだっ！」

「……任ヽ務ヽ……？」

　男のことばに、あたしは思わず眉をひそめた。

「お前たちの知ったことじゃないっ！」

「──ま、何にしても、だ」

　言ってずずいっ、と、ガウリイは一歩踏ふみ出した。

「こっちとしては、見すごすわけにはいかねーな。

　話し合いで解決する──なんて気はねえんだろ？」

「当たり前だ。

　──お前たちが正義づらして首を突つっ込むのは自由だがな、一つだけ忠告しておいてやる。おとなしく帰る気がないのなら、俺もそれなりの対処をせねばならなくなる。

　わかるな。この意味が」

「──つまりは──口くち封ふうじ、ってこと？」

　黒ずくめの、ありきたりな脅おどし文もん句くを、あたしは鼻はなの先で笑い飛ばして、

「あのねー。あたしたちが、ンなおどしですごすご引っ込むような人間なら、もともとあんたみたいな怪しいのにかかわろうとは思わないわよ」

「…………………」

　あたしのことばに、男は黙ったそのままで、しゅらりっ、と、腰のショート・ソードを引き抜いた。

　ひたりっ、と、決めた構えが、なかなか様になっている。

　この黒ずくめ──見た目に似合わず、少々口数は多いようだが、構えからすると、どうやらなかなかの使い手のようである。

　一方この間、追われていたはずの女の子は、なぜか動こうともせずに、まるで、ことの成り行きを見守るかのように、ただただじっと佇たたずんでいる。

　あたしとしては、こちらと黒ずくめが言い合いしているその間に、とっとと逃げてほしかったのだが、まさかそう口に出すわけにもいかない。

　ガウリイは、ずらりっ、とロング・ソードを引き抜いて、

「オレはーガウリイ＝ガブリエフだ」

「俺のことはザインと呼んでもらおう」

　黒ずくめが言ったそのとたん。

「馬ば鹿か者ものっ！」

　叱しつ責せきの声は、ザインのすぐ後ろから聞こえた。

　ざむっ！　と小さく草を鳴らし、あたしたちの前に姿を現したのは、ザインと同じ全身黒ずくめの男が一人。

　気配を隠して潜ひそんでいたか!?

　と、すると、女の子が動かなかったのは、近くに潜むそいつの気配を察さつ知ちしていたからだろうか？　あたしでさえ、気づかなかったその気配を。

　黒ずくめその二の叱責に、ザインはまともにうろたえて、

「ガ……ガル……」

「私の名前を呼ぶなっ！」

「……え……しかし……」

「見知らぬ相手に気安く己おのれの名を名乗り、なおかつ仲間の名を呼ぶとはっ！　不用意にも程があるぞっ！」

「……し……しかし……名といっても作コー戦ドネ名ームですし」

「……をい……」

　なんも考えてないザインのことばに、黒ずくめその二はまともに青スジを立てた。

　……まー、こーゆ部下持つと苦労するわな……

　あたしはため息ひとつつき、

「……作コー戦ドネ名ーム、って呼び方をする、ってことは、あんたたち、どっかの王族か領りよう主しゆか何かのお抱かかえ組そ織しきね」

「……っなっ……!?　なぜわかった!?」

　……ほらまたそーやって、こっちのかまかけに引っかかる……

　……はぁ……

　ザインのことばに、ガルなんとかは大きなため息ひとつついてから、

「……まあしかし……これでいろいろ知られたな……」

　動どう揺ようしまくるザインとは対照的に、冷さめきった口調で彼は言った。

「悪いが、口を封じさせてもらう。

　呪のろうなら、不用意に首を突っ込んだ自分たちと、ザインの口の軽さを呪うがいい」

「とことん勝手な言いぐさね……

　面おも白しろいっ！　できるもんならやってもらおーじゃないのっ！」

　あたしとガウリイの二人と、黒ずくめ二人の視線が火花を散ちらす！

　──しかし──気になるのは、問題の女の子が、いまだにその場を動いていない、ということである。

　単に、足でもすくんで動けないだけなのか、それとも──

　実はまだ、黒ずくめの仲間が近くに潜んでいて、そのことを察知しているのか。

「しゃっ！」

　あたしの迷まよいを断たち切るように、最初に動いたのはザインだった！

　木々の間を縫ぬい、駆け抜けて、ガウリイとの間まを一気に詰つめる！

　速はやいっ！

　木こ漏もれ陽びに、二すじの銀光が閃ひらめいた。

　ぎんっ！

「──ちっ！」

　一撃目をガウリイに剣で受けられたその瞬しゆん間かん、ザインは舌した打うちひとつして、すかさず次の斬ざん撃げきをくり出す。

　たしかに強い──が、あたしの見たところではやはり、ガウリイの腕にはわずかに及およばない。

　ザインの二撃目と同時に、黒ずくめその二も剣を抜き放ち、あたしに向かってダッシュをかけた！

　呪文の詠えい唱しようは間に合わないっ！　あたしは腰のショート・ソードを抜き放ち、それでも呪文は唱えつつ、その一撃を受け止めた！

　ぎぅんっ！

　──っくっ!?

　こちらもさすがに強いっ！

　最近ガウリイから、多少剣の手ほどき受けてたからいーよーなもんの、そうでなければ、今の一撃でばっさりやられてたかもしれない。

　黒ずくめその二もザインと同じように、受けられたとみるや剣を引き、こちらは大きく横に跳とび、ふたたび剣をふりかぶり──

　今度は、あたしではなくガウリイに向かって剣をふり下ろす！

　二人がかりで先にガウリイを倒すつもりかっ!?　

「ちいっ！」

　ガウリイは、黒ずくめその二の斬撃を剣で受け、ザインからの攻撃は、わずかに身を引いてかわした。

　じゃぎゃっ！

　ザインの剣のきっ先が、ガウリイの胸ブレス甲ト・プ冑レートをひっ搔かいて、あたりに耳ざわりな音をまき散らす。

　黒ずくめその二が、ガウリイの動きを封じたままで、ザインはふたたび剣を構え──

　しかしその一撃より早く、あたしの呪文は完成していた。

「魔デイム風・ウイン！」

　ぐぉうっ！

『うぐわっ!?』

　あたしが生み出した、殺さつし傷よう力りよくなどないに等しい強風は、ひとかたまりになっていた三人をまともに吹き飛ばした！

　おしっ！　ガウリイもいっしょくたに飛んだけど、とりあえず、黒ずくめたちの攻撃の妨害は成功したぞっ！

「……っなっ……!?　味方まで吹っ飛ばすか!?」

　あわてて草の上に身を起こし、あきれた口くち調ようで言うザイン。

「ふっ！　甘いわねっ！　『大は小を兼かねる』ってことば知んないのっ!?」

「……どんな性格だ……お前は……」

　目を点にしてつぶやく彼に、あたしは小さく笑えみを浮うかべた。

　あたしがザインとかけあい漫まん才ざいやっている間に、ガウリイはふたたび起きあがり、剣を構えている。

　あたしは、ガウリイが体勢を整ととのえるまでの時間かせぎに、あーいうセリフを吐はいたのだ。決してあたし自身がおーざっぱな性格をしているから、というわけではない。ないったらない。お願い信じて。

　……しかしこいつら……腕もいい上に、目的のためには手段を選んでいない。間が抜けて見えるザインさえ、決して油断のできる相手ではない。

　となればここは──一気にかたをつけるか！

「ガウリイ！　大きいの一発行くわよっ！　当たったらごめんっ！」

　あたしのハッタリのセリフに、黒ずくめ二人と──そして誰よりガウリイに動どう揺ようが走る。

「──ち──ちょっと待てリナ！　考え直せっ！」

「──リナ!?　もしかして、リナ＝インバース!?」

　あたしの名に声を上げたのは、しかし、黒ずくめたちではなく、それまで見物を決め込んでいた、例の少女だった。

「──リ……リナ＝インバースだと!?」

「ご存ぞん知じなのですか!?　この女を!?」

　驚きの声を上げるガルなんとかに、ザインが問う。

「知らんのか!?　人ひと様さまには言えない二つ名の数々で知られた、トモダチになりたくない奴ベストテンで、常に上位キープの魔道士だぞっ！」

「どこでンなベストテンやってんのよぉぉぉぉっ!?」

　黒ずくめのことばに思わず絶ぜつ叫きようするあたし。

　……ったく……あれやこれやでちょつぴし名前が知られれば、よくない噂うわさばかりが先行するのが世の中の常、とはいうものの……

　黒ずくめその二は、ちっ、と小さく舌打ちをして、

「……相手が悪いか……しかし……二対二ならば、まだ勝機はあるか……」

「──なら、四対二ならどーだい？」

　声は後ろ──村に近い方から聞こえた。

　黒ずくめたちの姿を視界の端はしに捕とらえたままで、肩越しに後ろをふり向けば、そこにはひと組の男女の姿。

　どちらも二は十た歳ち前後だろう。男の方は、黒い短たん髪ぱつ、長身で、やや目つきがキツいのが玉にキズ。一方女の方は、長い銀髪をポニーテールにまとめた、長身の美人である。

　男の方は軽ライ装ト・鎧メイル、女は革かわのショルダー・ガードをそれぞれ身につけ、両方とも剣をたずさえている。

　さしずめ旅の傭よう兵へい二人組──といったところだろうか。少なくとも、黒ずくめたちの仲間ではなさそうだが……
















「──で、どーする？

　これ以上ここでばたばたやってると、村の連中も見物に来るかもしれねーぞ？」

「……ちっ……！　退ひくぞ！」

　男のことばに、黒ずくめその二は、舌打ちひとつだけを残し、しげみの奥へと飛び込み、消えた。

　──なかなか退ひき際ぎわがいい。

「──これで終わりと思うな！　また来る。待っていろ！」

　対照的に、悪役ばりばりのセリフを残して、ザインがそのあとに続く。

　……はぅ……

　あたしとガウリイが安あん堵どのため息をついたのは、遠ざかる気配が、完全に途と絶だえたあとのことだった。

「とりあえず──

　助かったわ。ありがと」

　言うあたしに、男の方はぱたぱたと手を振りながら、

「いーっていーって。別にあんたら助けたわけじゃないし。

　そっちの娘こと、ちよっとした知り合いでね」

　と、例の三つ編みの少女に目を向ける。

「──よー。ひさしぶりだな。シェーラちゃん。

　今の黒ずくめの連中も──ひょっとして、あのことでか？」

「知りませんっ！」

　にこやかな男の問いかけに、しかし彼女はつっけんどんな口調で答え、肩口にかかった髪を指先ではね上げた。

　……あヽのヽこヽとヽ……？

「……えーっと……できれば事情の説明くらいしてほしいんだけど……」

　あたしのことばに、しかし男はふり向きもせず、ぱたぱたと手を振りながら、

「あ。まだいたの。あんたら。もー帰っていーから」

　……むかっ……

「……ちょっと……」

「シェーラちゃん、きみの気持ちはよーくわかる。

　けどな、世の中、ただ意地を張ればいいってもんじゃあない」

「……おい……」

「意地を張って、その結果、今日みたいな目に遭あったら……」

「こらっ！　おっさんっ！」

　──ぴぴくぅっ！

　あたしの『おっさん』のひとことに、男の肩が大きくふるえた。

　おしっ！　動揺しとる動揺しとるっ！　これでこのままこっちのぺースに引きずり込めばすべてオーケーっ！

「……おっ……おっさん……？」

　額ひたいに青スジ浮かべつつ、ぎぎぃっ、とこちらをふり向く男。

　しかし相手が文句を並べ立てはじめるより早く。

「大体っ！　先に現場に着いたのはこっちなのよっ！　それを、いきなし横から顔だして、なーんの活かつ躍やくも、事情の説明ひとつもしないで、単に自分の都つ合ごうだけで、『もーいーから帰れ』なんぞとぬかす、そのど厚あつかましさっ！　それこそすなわちおっさんおばはんの証しよ拠うこっ！

　あんたの実際の齢としがいくつかは知んないけど、心は立りつ派ぱにおっさんよっ！」

「うぐっ……！」

　あたしに一気にまくし立てられ、男は救すくいを求めるかのように、連れの女性に視線を送る。

　しかし彼女は、好奇の視線を、あたしたちに注そそいでいるばかり。男の援えん護ごに回る様子は全くない。

　おーしっ！　このままなしくずしにおっさん呼ばわりしまくって……

　………………

　……って、そーじゃなかった。

　そもそもの目的は、こいつをおっさん呼ばわりすることではなく、一体何がどーなってるのか、事情を聞くことである。

　ふっ。あやうく自分を見失うところだった。

　しかしこのままこの男と、えんえんと話を続けたところで、口ゲンカにこそなりはすれ、まともに話が聞けるとは思えない。

　連れの女ひ性とはけっこー口かたそうだし……

　となれば、狙ねらう相手はただ一人っ！

　あたしは男の横をすり抜けて、シェーラとか呼ばれてた少女に向かってにこやかな笑みを浮かべ、

「──あなた、あたしのこと知ってるの？」

「……え……ええ、まあ……いろんな意味で有名なひとですから……」

『いろんな意味で』とゆーのが多少引っかからんでもなかったが、あたしはあえて、それを無視して、

「なるほどー。それなら話早いわ。

　サインあげるから事情教えて[image: ]」

「……えっ……!?」

　ひききっ！　と、シェーラの顔面がまともにこわばる。

「……え……いや……あの……そのでも……」

「……なあ……あんた……」

　なぜかしどろもどろになるシェーラに、ガウリイが、しんそこ心配そうな声をかける。

「悪いことは言わん。ここは犬にでも嚙かまれたと思って、おとなしくサインもらっといた方がいいぞ。

　……そりゃあリナのサインなんて、持ってても不幸な気分になるだけだが……」

　……ぴくっ……！

「ここで『そんなもんいらない』なんて正直に言ってみろ。絶対リナの奴、暴あばれだすぞ。

　まあ、あんなののサインでも、泥どろ棒ぼうよけか土ど鍋なべ敷しきくらいの役には……」




　めごっ！




　無言のうちにあたしがふるった、大人の頭ほどの石に、うしろあたまを直撃されて、ガウリイはすこしおとなしくなった。

「──たしかに──世間では、あたしに関する、あんましよくない噂があることは知ってるつもりよ。

　けど、単なる噂だけ聞いて、自分の目で確かめもせずに、相手のひととなりを判断するのはよくないと思わない？」

　あたしの真しん摯しな説得に、なぜかこわばった表情で、シェーラはかくかくうなずいた。

「そりゃあ誰にだって、話したくないことの一つや二つはあるはずよ。けど、あなたはどういう理由か知らないけど、あの黒ずくめたちに狙われて、連中は、首を突っ込んだあたしたちを殺そうとまでしたのよ。

　いいの？　そんなおおごとを、言いたくないからヤだ、で終わらせちゃって？」

「………………」

　あたしのことばに、しばし沈ちん黙もくする彼女。

　おーしっ！　もうひと押しっ！

「……まあ、なんのかんの言ったところで、勝手に首を突っ込んだのはこっちなんだから、一から十まで全部話せ、なんて勝手なことは言わないわ。

　けど、せめて話せる部分だけでも話してほしいのよ。

　話すだけでも、少しは楽になるかもしんないし、おせっかいだとはわかってるけど、ひよっとしたら、何かの力になれるかもしれないし……」

「いやいやいやいや。話す必要なんかねーぜ」

　あたしのことばをさえぎる形で、男はずずいっ、とシェーラに近づき、

「力になら、俺たちがなってやるからさ。な。ミリーナ」

　同意を求められ、銀髪の女性は苦笑を浮かべつつ、

「……どーでもいいけどルーク、あんた、下心丸見えよ」

「おいおい。下心なんてひとぎきの悪い言い方するなよ。

　俺はただ、かわいい女の子が困ってるのを見過ごすことはできない、って言ってるだけなんだぜ。

　──と、言っても誤解するなよ。ミリーナ。俺が本当に愛してるのはお前だけなんだからな[image: ]」

「馬ば鹿か」

　ルークとやらのことばに、ミリーナは小さなつぶやきを漏もらした。

　……これがまだ、頰ほおなど赤らめ、視線をちょっぴし外して『ばか……』などとつぶやいたのなら、『おおっ!?　恥はずかしラブコメカップルか!?』なんぞと思ってみたりもするのだが……

　ジト目、あきれ声で『馬鹿（きっぱし）』である。

　どーやらルークの方が、一方的にミリーナにほれてついて行っている、とでもいったところだろうか。

　だが今は、ンなことはどーだっていい。

「かわいい女の子が困ってるの見過ごせない、って、なら、あたしが事情がわからない、って困ってるのは平気なわけ？」

　あたしのことばにルークは、しばしまじまじあたしを眺ながめて、

「小こ憎にくったらしい女の子が困ってるのを見るのは大好きだ」

　どげしっ！

「なんですってぇぇぇぇっ！」

　抗こう議ぎの声より一瞬早く。あたしのブーツの靴くつ底ぞこは、ルークの顔面にめり込んでいた。

「てめぇっ!?　何しやがるっ！」

「やかましーわねっ！　あんたがあんなこと言ったからでしょっ！」

「言って悪いかっ!?」

「悪いに決まってんでしょがっ！　ンな無神経なこと言ってるから、ミリーナに相手にされないのよっ！」

「うぐっ!?　だ……誰が相手にされてないって!?　俺たち二人、どこから誰がどう見ても、あつあつ[image: ]ラヴラヴカップルだよなっ！　ミリーナっ！」

「そんなわけないでしょ」

　さすがにルークの恥ずかしいセリフにはムッときたのか、やや撫ぶ然ぜんとして言う彼女。

「そんなぁぁぁっ！　俺の愛はまだ通じないのかぁぁぁっ!?」

「ひょっひょぉぉぉぉん！　ほーら見なさいっ！　みごとに相手にされてないじゃない！」

「やかましいっ！　てめーみてーな幼児体型に、恋愛の機き微びはわかんねーんだよっ！」

「むかっ！　誰が幼児体型よっ!?」

「……なあ……なんでもいいけど、あの娘こ行っちまうぜ」

「ガウリイは黙だま……って……へ？」

　いつの間にやら復活したガウリイのことばに、あわてて視線を巡めぐらせてみれば、ひとりすたすた村の方へと戻りゆくシェーラの姿。

「──あ──ちょ……ちょっと！」

「待ってくれよ！　シェーラちゃん！」

　あわててそのあとを追う四人。

「……なんであんたらもついてくるんだよ……」

　ジト目であたしたちに問いかけるルークを、あたしもジト目で見返して、

「村がこっちだからに決まってるでしょーが。あんたたちこそ、なんであの娘こにつきまとってるわけ!?　ずいぶん嫌きらわれてるみたいだけど」

「ほーぅ。ンじゃあお前は、自分が好かれてるとでも思ってるわけか？」

「すくなくとも、あんたより嫌われてる、ってことはないと思うわよ」

「へへぇ。言ってくれるじゃねーか」

「んっんっんっ。お望みとあれば、いくらでも言ったげるわよ」

　あたしとルークの視線が見えない火花を散らし、森の中に、ぎすぎすした空気をまき散らす。

　そんなあたしたちとは少し離はなれて、ガウリイとミリーナは、他人の顔をしてついてきている。

　……しかし、このルークたち……

　シェーラとのやりとりからすると、いやがる彼女に二人がつきまとっている、ということのようだが──

　ひょっとして、この二人の目的とゆーのは、さっきの黒ずくめたちと同じなのではないだろーか？　

　問題は、その『目的』が何なのか。

　一番可能性があるのは──言うまでもない。おたから、である。

　シェーラが、何かのおたからの鍵かぎを握にぎっており、それを守る立場にある。黒ずくめたちも、そしてルークたちも、同じくそれを狙っている。

　そう考えれば、すべてのつじつまは合う。

　なおかつ、あたしが予想した通り、あの黒ずくめたちが、どこぞの王国か領主のおかかえ特とく殊しゆ部ぶ隊たいだとするならば、ンな連中の狙っているおたからが、セコいシロモノのはずはないっ！

　となればやはりっ！　あたしとしては、ここで身を引くわけにはいかないっ！　困っているシェーラを助けて、恩売りまくり──

「んにゃあぁぁぁぁぁぁっ!?」

　いきなり上がったシェーラの悲ひ鳴めいが、あたしの思いを中断した。

「どうしたの!?」

　言ってあたしは、彼女の方へとかけ寄った。

　──いろいろ考えたり、ルークとぎすぎすしていたりするそのうちに、一いつ行こうは、村までたどり着いていた。

　悲鳴を上げて硬こう直ちよくしたシェーラの前には、集まった村人たちと、あたしがつくり出したゴーレム。

　そして、もはや単なるゴミと化した、かつては彼女の家だったものとがあった。

「ぶじだったのかい!?」

「何があったんだ!?」

　口々に問う村人たちを無視して、シェーラは小さな声で、

「……あたしの……家……」

「──ああ。それならそこの人が──あんたがガレキに埋うまってるんじゃあないか、って、そのゴーレム呼び出して片づけてくれたんだけど……」

　そのつぶやきを耳にして、村人の一人があたしを指さし、説明した。

「……ほぉぉぉぉう……」

　シェーラは、ぎぎぃっ、とあたしの方をふり向いて、

「……たしかに一部は、火フア炎イアー・球ボールで吹っ飛ばされたけど、一部はまだ使えたのに……ご親切に、あなたがゴーレムでとどめ刺してくれたわけですね……？」

　……[image: ]っ……!?

　い……いかんっ！　シェーラの瞳ひとみには、ロコツに怒りの炎ほのおが燃えていたりする。

　ここはなんとかフォローしなければっ！

「……い……いや別にそーいうつもりは……

　ゴーレムに、『ガレキどけといて』って言って森の中入ったんだけど……

　どーやらゴーレムの奴、どこまでガレキで、どこから家として使えるか、判断できなくて、みんな片づけちゃったみたいねー。あは。あはは。

　いやー。困ったもんねー」

「『困ったもんねー』じゃありませんっ！」

　あたしのことばに絶叫するシェーラ。

「どぉぉおしてくれるんですかっ!?　これじゃあ今晩眠るところもなくなっちゃったじゃあありませんかぁぁぁっ！」

「……いやそれはその……

　と……ともかく、困ったことがあれば相談乗るわよっ！」

「あなたのせいで困ってるんですっ！　家、どーしてくれるんですかっ!?」

「……う……うーむ……

　そ、そーだっ！　ゴーレムいっぱい作って、それで家の形になってもらう、とゆーことで……」

「住みたくありませんッ！　そんな不ぶ気き味みな家ッ！」

　……うーむ……生活環かん境きようにこだわる奴……

　なんとかシェーラの機き嫌げんを直す、いい案はないものか、と、あたしはあれこれ考えを巡らせて──

　結局。

　とりあえずその日は、代金あたし持ちで村の宿に泊とまる、ということで、話はなんとか落ち着いたのだった。




「……で……問題は、なんであんたたちまでここにいるか、ってことよ」

　その日の夜。

　宿の一階の食堂で、あたしは、テーブルの向かいに座すわるルークとミリーナに、冷たい視線とことばを投げかけた。

　しかしルークは動じることなく、カルい口調で、

「しかたねーじゃん。この村、ここしか宿屋ねーんだから」

「ンじゃあなんで、あたしたちと同じテーブルについてんのよ」

「別にあんたたちと同じテーブルについたわけじゃねえ。シェーラちゃんに同席させてもらってるだけさ」

　話題にのぼった当のシェーラは、あたしたち四人の存在を全く無視して、不機嫌な表情のまま、ただ黙もく々もくと、料理を口に運んでいる。

　……うーむ……やっぱしまだ機嫌直ってないなぁ……

　こーいう時は、へたに言いつくろったりご機嫌とったりするよりも、しばらくそっとしておくのが一番。

　そう思って、とりあえずあたしは、話のほこさきをほかに持ってゆくことにしたのだが……

　シェーラが口きいてくんないのと、ミリーナがけっこう無口なせいもあって、話はどうしても、あたしとルークの口ゲンカ、という形になってゆく。

　むろんガウリイは問題外。彼に言い合いや交こう渉しようをさせる、というのは、柳やなぎの枝に命いのち綱づなくくりつけてバンジージャンプするよーなもんである。

　……とはいえ、このままルークとの言いあいを続けても、単にこの場がぎすぎすするだけで、シェーラの心をなごませる役にはちっとも立っていない。

　この際方針変更して、シェーラに直接話しかけるか……

「……まだ……怒ってるのね……シェーラ……」

　しずかなまなざしを彼女に向けて、あたしは、サーモンのバター・ソテーを頰ほおばった。

「……たしかに、あたしがうかつな命令出したせいで、シェーラの家が完全に壊こわれちゃった、ってことは事実よ……」

　レタスで包つつんだローストビーフの塊かたまりを、口の中へと押し込んでから、あたしは神しん妙みように言う。

「それに関しては、悪いと思ってるし、あやまんなくっちゃあならない、とも思ってるのよ……」

　エビの甘あま煮にをひと口、ふた口。

「──けど、あやまればそれでおしまい、すべてオーケー、なんてことじゃあないわ」

　パンの間にレタスとポークソーセージ、レモンをひと切れはさんでひとかじり。

「だからこそ──せめて何か、力になりたいの」

「説得力ないわぁぁぁぁっ！」

　がしゃぁぁぁぁぁっ！

　一体何が気に入らなかったのか、シェーラはナイフとフォークをテーブルの上にたたきつけ、がたむっ！　と席から立ち上がる。

「家のことはもーいーですっ！

　それよりとにかくっ！　もうあたしにはつきまとわないでくださいっ！

　あなたたちもっ！　あなたたちもっ！」

　びしびしぃっ！　と、あたしとルークを交こう互ごに指さし、彼女はくるりと背を向けて、部へ屋やの方へと去って行く。

「……どーすんだよ……？　よけい怒らせて……？」

　ジト目であたしを眺ながめつつ、陰いん険けんな口調で言うルーク。

「ひとのせいみたいに言わないでっ！」

「きっぱりお前のせいだろーがっ！」

「どぉこがっ!?」

「あーゆー態たい度どであーゆーこと言えば、誰だって、おちょくられてると思うぞっ！」

「あたしは思わないッ！」

　あたしとルーク、二人の視線が、しばし火花を散らしあい──

「朝まで待ちましょ」

　自爆寸前までぎすぎすしまくっていたその空気を、いともあっさりなごませたのは、ミリーナの静かなそのひとことだった。

「ひと晩ゆっくり休んだら、彼女も少しは落ち着くはずよ」

「……う……うーん……たしかに……」

「……まあ……ミリーナがそう言うんだったら、俺に異存はねーよ」

「そう。よかった。

　なら──

　食事くらい、少しは静かにさせてね」

　言って彼女は、にっこりほほえんだのだった。




「シェーラちゃんなら、朝早くに出ていったよ」

『…………へ…………!?』

　宿のおやじさんのことばに、あたしたち四人の目は点になった。

　事件があったその翌朝。シェーラを除のぞく四人で、やはりぎすぎすした空気の朝食をとったあと。

　やって来る様子のない彼女を案じて、あたしが部屋をのぞいてみれば、そこはもはやもぬけのから。

　もしや昨晩のうちに、例の黒ずくめたちにさらわれたのではと、宿の主人に、心当たりがないか問い合わせてみれば──

　今の答えが返ってきた、というわけである。

　朝の散歩──というには長すぎる。

「……あ……あの……で、彼女、どこへ行く、とか言ってませんでした？」

　あたしの問いに、おやじさんはしばし考えて、

「うーん……どこへ行く、とは言ってなかったけど……」

「他に何か、言ってたことでも!?」

「一つだけ……」

「何です!?」

「宿代は栗くり色いろの髪の女魔道士──あんたからもらっといてくれ、って」

「……………………」

　聞かなくてもいーことを聞かされて、思わずことばを失うあたし。

　それを横目で眺めつつ、ルークはいやみったらしい口調で、

「……ってえことは、シェーラちゃん、もう戻もどって来ねーつもりだな。

　……あーあ。かわいそーに……

　どっかの誰かが家壊しちまったせいで……」

「……うくっ!?

　……な……何よっ！　きのう、ひと晩時間を置いたら落ち着く、なんて言ったの、そっちでしょーがっ！」

「ミリーナのせいにするなっ！」

「ンじゃああたしのせいだとでも……

　……って、やめたっ。

　とにかく、今はシェーラ見つけるのが先よ。

　ひょっとしたら、まだそのあたりにいるかもしんないんだし、あたし、探してくるわっ！

　ガウリイ、手つだって！」

「おうっ！」

　言ってあたしとガウリイは、いきおい込んで席を立ち──

　……………………

　手ぶらで宿に戻ってきたのは、昼すこし前のことだった。

「……うーん……家の跡あとにはいないし、村のひとたちも彼女見てないみたいだし……

　ひょっとしたら、もうこの村にはいないかも……」

　食堂のテーブルに座って、フルーツ・ジュースで喉のどをうるおしつつ、あたしは沈しずんだ声で言った。

　くぅっ！　これでもうけ話のタネ逃にがしたかっ!?

「……けどよ、そーすると、どーするんだ!?　これから」

　問うガウリイに、あたしはため息ついてから、

「どーするったって……彼女がいないんじゃあ、どーしよーもないじゃない。

　村から消えたとしても、どこに行ったのかわかんないし……」

「いない、っていえば、あの二人もいねーなー」

「どっかそのあたり散歩でもしてるんじゃないの。かりにあの二人が、本当にいなくなったからって──」

　──事態が変わるわけじゃなし──

　言いかけたことばを、あたしはふと飲み込んだ。

　あたしたちがシェーラを探しに行った時、あの二人は、なぜかすぐに動こうとはしなかった。

　と、いうことは。

　ひょっとしたら、シェーラの行き先に、心あたりでもあったのではないだろーか？

　それゆえに、あの時には動かず、あたしたちが出て行ったあと、その『心あたり』に向かったとしたら？

　んぐんぐっ！　がたむっ！

　あたしは一気にジュースを飲み干し、席を立つと、宿のおやじさんの姿を探した。

「──すいませんっ！　今け朝さ、あたしたちといっしょにいた二人連れなんですけど、どーしたかご存知ですかっ!?」

「……どう……って、あんたらが出ていったあと、宿代払って出ていったよ」

　キッチンの奥で洗いものをしていたおっちゃんは、しごとの手を止め、そう言った。

「どこへ行くか、とかって言ってなかった!?」

「それは言ってないけど……そうそう。男の方が、あんたらに、『シェーラちゃんがいないと話にならないから、あきらめて帰る』と伝えてくれ、って言ってたが」

「……んー……？」

　おっちゃんのことばに、あたしは思わず眉まゆをひそめた。

　怪あやしい。絶対怪しい。

　大体、あれだけいがみ合いまくったあいつが、なんでわざわざ『あきらめる』なんて伝言をあたしたちに残したのか。

　考えられる可能性は一つ。

　彼らは、あきらめていないのだ。

　そしておそらく、シェーラの行き先も、ある程度見当がついているのだろう。

　だからこそ、あたしたちがあきらめるような伝言を残し、あたしたちがいない間に宿を発たったのではないだろうか。

　ならばあたしたちの取るべき行動は一つ！　すなわちルークたちの追つい跡せき！

　となればさっそく手がかり集め！

「……ところで、あたしたちの方は、あの二人のこと、あんまし知らないんだけど……何か知ってます？

　たぶんそのことと、シェーラの行き先とは関係してるんじゃあないか、って思うんだけど」

　あたしの問いに、おやじさんは、ぽりぽり頭を搔かきながら、

「……ん？　いやぁ……流れの傭よう兵へいか何かだろう、って思って、あんまり気にもしなかったからねぇ……

　三、四日前から泊まってて、ちょくちょくシェーラちゃんのところに行ってたみたいだけどね」

「まえからの知り合い──とか？」

「さー。なにしろシェーラちゃんも、昔っからここに住んでた、ってわけじゃあないからねー」

「……ンじゃあどっかから引っ越して来たの？」

「引っ越して来た……っていうか、気がつくと住んでた、ってところだな」

「……ンな無責任な……」

「いやいや。

　実はあの家にはもともと、グレンって奴が住んでてね。

　そっちはこの村の生まれで、もともとはおふくろさんと二人で暮らしてたんだが、どーにも落ち着かない奴でね。おふくろさんも泣いてたよ」

　おっちゃんは、あたしが聞いてもいないことを、やたらとべらべらしゃべりはじめる。

　をうっ!?　これはひょっとして、噂に聞く、世せけ間んば話なししたがり病っ！

　いなかのおっちゃんやおばちゃんがよくかかる病気で、普段狭せまい世界の中で暮くらしているぶん、よそものに、あれやこれやと聞かれると、ついついべらべらしゃべりまくってしまう、とゆー、恐ろしいシロモノである。

　この病気を持ってる相手につかまると、どーでもいーよーなくそ面おも白しろくもない話を、えんえんと聞かされ続ける、という運命が待っている。

　しかし逃のがれる手段はある。急いでいる、とかなんとかきっぱり言い切って、迷まよわずその場を後にするのだ。

　……まあ……時々、この手も通じない恐ろしい相手がいたりもするが、このおっちゃん程度なら、それで十分通用するはず。

　とはいえ、こういった世間話から、重要な話がひょっこり飛び出したりすることもまた事実。あたしはとりあえず、おっちゃんの世間話に、しばしつき合ってみることにして、おとなしく耳をかたむけた。

「好きなことばは『濡ぬれ手に粟あわ』。三度のメシより飲む打つ買うが大好きで、近くの町においしい話があれば、行ってひと山当てようと、えんえんと家をあける──

　そんな奴でさ。

　それで結局、お袋ふくろさんの死に目にもあえず終じまいさ。

　村のみんなにも、はっきり言って、あんまり好かれちゃあいなかったね。

　それが──二、三年前かな？

　ひょっこり、あの娘こ連れて村に帰って来てよ。

　グレンもシェーラちゃんも、どっちもなんにも言わなかったけどよ、村じゃあ、きっとありゃあ、グレンのかくし子だろう、って噂になってよ。

　しばらくして、グレンの奴が、酔っぱらって、川に落っこちておっ死んじまってよ。

　それからあの娘はひとりっきりで、あそこに暮らしてた、ってわけよ。

　……と……こんな話、やっぱり面白くないかい？」

「いえいえ。あたしもそーゆー話、結けつ構こう好きですから」

　いきなり正気に返ったおっちゃんに、あたしはあわてて左右に首を振る。

「けど……お前さんの連れの方は、居い眠ねむりこいちまってるぜ」

「……え……？」

　言われてふと横を見れば、宿の壁かべに身をもたせかけ、すぴょすぴょ居眠りこいてるガウリィ。

　……こ……こいつはぁぁぁっ……

　よっぽど蹴けり起こしてやろうかとも思ったが、それでおっちゃんの話の腰を折ることになってもなんである。
















「……ま、眠りたいひとは眠らせといて。それで？」

　とりあえず、ガウリイに蹴りを入れるのはこらえて、あたしは話の先を促す。

「……そうだな。

　ま、そういうことでよ、あの娘こもこの村で暮らしはじめたわけだ。

　自分はよそ者だ、って引け目もあったんだろうな。ちっと人づきあいの悪いところもあったけど、村のみんなにゃあ受けはよかったよ。

　……ま、受けのよさの半分くらいは同情だったかもしれねえけどな。

　なにしろ親おや父じが親父だ。きっと、いろいろと苦労もしてるんだろう、ってな」

「苦労……って言えば、彼女、そのおとうさんが死んでから、なんかしごとしてたの？」

「……仕事……か……？……いやぁ……あんまり知らねーなぁ……」

　あたしがさりげなく話の方向を誘ゆう導どうしたことにさえ気づかず、おっちゃんは言った。

　なるほど。極ごく道どう親父のいなくなったそのあと、しかしなぜかシェーラは、仕事にもつかずに生活を続けてゆけた、と。

　つまりそれは──あたしの想像していた通り、隠されたおたからがある、という可能性が強くなったことになる。

「しごとしてなかった、って……でも、そのなんとかってお父さん、聞いたかぎりじゃあ財産残してるようなタイプじゃあないみたいだし……」

　あたしのことばに、おっちゃんは、ぱたぱた左右に手を振りながら、

「財産残すなんてとーんでもない。明あし日たの生活費あったら、今夜酒でも飲もうか、って奴だったからなー。

　家財道具も売っ払って、それでいっつもぴぃぴぃ言ってて。

　で、いつも一いつ攫かく千せん金きん狙い、ってわけさ。

　笑ったのが、ベゼルドにオリハルコン掘ほりに行った、って話でね」

　……うーん……話がだいぶ外れて……

　………………

「……って、オリハルコン!?」

　おっちゃんのことばに、あたしは思わず声を上げていた。

　ふつーのひとにはなじみの薄うすい金属だが、魔力をある程度遮しや断だんする、という面白い性質を持っているせいで、魔道士うちでは研究・実験用に、結構需じゆ要ようが高い。

　ところが──これらの産出量は、金などと比べても、かなり少なかったりするのだ。

　とーぜんそのぶん値段は上がり、末まつ端たんでは、白プラ金チナの数倍の値段で取引されていたりする。

　つまり。

　一攫千金を狙うなら、これほどおいしいものはない、というわけである。

「ンなもの出たの!?　そのベゼルドってところで!?　……ベゼルド？」

　言ってから、あたしは思わず眉をひそめた。

　ベゼルドっていうと……たしかインチキ伝説剣の村長が、剣がある、とかほざいていたのもそこだったが……

「見つかった、っていっても、今から……そうだな、二十年近く前の話だ。それに、実際に見つかったのも、ほんのひとかけらだけだって話だ。

　その話を聞いて、グレンの奴も、のこのこベゼルドまで出向いて行った、ってわけさ。

　もちろん、オリハルコンなんて見つかるわけはねえ。

　手ぶらで帰ってきたグレンの奴を、それみたことか、ってからかったら、奴やつこさん、なんて言いい訳わけしたと思う？」

　……あ……また話がズレてきた。

「聞いたら笑うぜ。オリハルコンは見つかんなかったが、穴あな掘ってる時に、変な洞どう窟くつに抜けちまって、奥に行ったら、岩に突っ立った妙な剣があって、なんか不ぶ気き味みだから帰って来た……」

「ぬぁにぃぃぃぃぃっ!?」

　いきなりなそのことばに、あたしはまたまた思わず声を上げていた。

「……剣……って言った!?　今、ひょっとして!?」

「……あ……ああ……まあ、もちろんヨタ話だろーけどな。なにしろその話した時にゃあ、奴さん、かなり酒も入ってたからな」

「……なるほどー……」

　おっちゃんのことばに、あたしはあいまいにあいづちを打った。

　その話が出た時に、そのグレンとやらに酒が入っていたとなれば──この話は、がぜん信しん憑ぴよう性せいを帯びてくる。

　なぜなら。酔ったいきおいのヨタ話で、『こわくて逃げてきた』なんぞと言う奴はふつーいないからである。

　オリハルコンを見つけられなかった言い訳のヨタ話なら、もーちょっと自じ慢まんたらたら武ぶ勇ゆう伝でんふうの──たとえば、モンスターが出てきて倒たおした、とか逃げのびた、とかいう話をするだろう。

　……まあ、この話だけで、ベゼルドに本当に何かの剣がある、なんぞと決めつけるのは早そう計けいだが。

「……で、こいつは俺の女によう房ぼうの説なんだがよ。ひょっとしてシェーラちゃんって、グレンの奴がその時に、ベゼルドでこしらえた子供なんじゃあないか、って話があるんだ。

　シェーラちゃんのとしから見ても、大体時間は合うしな。

　グレンの奴の女おんな癖ぐせの悪さって言やあ……」

　だんだんと無責任なうわさ話へと変わってゆく、おっちゃんの話を、あたしはうわの空で聞き流した。

　──どこまで本当で、何が噓うそか。

　いずれにしても──

　たしかに言えることが一つ。

　謎なぞを解とく鍵かぎは、ベゼルドにある。








　　　二、ベゼルドに　デーモンたちの影かげ見えて……









「……えーっと……

　つまり、そのベゼルドに、正体のわからん剣けんがある、ってことか？」

　昼食をとり、村を発たち。ベゼルドに続く街道をゆく道すがら。

　あたしの事情説明に、ガウリイは、しばし考えてからそう言った。

「その可能性も出てきた、ってこと。

　そうじゃない可能性ももちろんあるわ」

「……と、言うと？」

「つまり、シェーラのお父さんが、実はベゼルドでオリハルコンを見つけてた、って可能性よ。

　思いがけず大量のオリハルコンを見つけたけど、何かの理由で、その時は、それを持ち出すこともお金に換かえることもできなかった。

　横取りをおそれて、村の人たちには、適当な噓うそをついてごまかして、その話が、どーいうルートでか、ニセ剣の村の村長の耳に入っていた。

　で、シェーラはそのことも、オリハルコンのありかも知っていて……お父さんの亡なくなったあと、それをお金に換かえる手段を手に入れた。

　だから、特に働かなくても食べていけた」

「なるほどー」

「……ただしこの場合、なんで『剣があった』なんて噓ついたのか、ってことが問題になるわ。

　ひとを遠ざけたいのなら、『モンスターに襲おそわれた』とか言えばいいんだし。

　そう考えたらむしろ、剣があった、って話のほうが信しん憑ぴよう性せいは高いわね」

「ふぅ……ん……」

「けど逆に、そう考えたら今度は、ならシェーラは、どこから生活費ひねり出してたのか、って疑ぎ問もんが出てくるわ。

　……ひとさまには言えない商売──って可能性も考えたんだけど、宿のおっちゃんの口ぶりからは、そーゆーふーには思えなかったし……」

「ひとさまには言えない商売？」

「あ。そこんとこ、深く考えなくっていーから。

　あるいは案外、お父さんが、実はけっこー子こ煩ぼん悩のうなひとで、こっそり財産残してた、とかね。

　ま、可能性としては、そのどっちかね。

　わかった？」

「……んー……」

　ガウリイは、しばし空を眺ながめて沈ちん黙もくし、

「……むずかしいことはよくわからんが、ま、早い話が、ベゼルドに行けばはっきりする、ってことだな」

「……いや……まー、そーなんだけど……」

　ンなひとことで言われると、ここまでわざわざすじみち立てて説明したあたしの立場って一体……？

「……けどひょっとしたら、もっと早くわかるかもしれねーぜ」

　言ってガウリイが、ひたりっ、と足を止めたのは、街道が、うっそうとした森のそばにさしかかった時のことだった。

　彼がこーいう場所でこーいう行動に出た場合、何が起こったのかを想像するのはかんたんである。

　──すなわち──何者かの待ち伏ぶせ。

　別に、『待ち伏せは人通りのない森のそばでしなければならない』とかいう法律があるわけでもないのだろうが、説明するまでもなく、こーいった場所が、待ち伏せに適していることは確かである。

　沈しずんだ色の服に身を包み、木々の間の暗がりに、じっと身をひそめる刺し客かくを、目で見つけだす、というのはほとんど不可能に近い。

　となれば頼たよりになるのは、相手の気け配はいを読むことだけである。

　……まあ、相手が野や盗とうやごろつきのたぐいだったり、殺さつ気きをむき出しにしてたりすれば、あたしにも、それくらいのことはできるのだが、相手が気配を隠かくせる程度の使い手になると、さすがにいささか心もとない。

　こーゆー時にありがたいのが、ガウリイの野性のカン、という奴やつである。

　そう。たとえば今回のように。

　根こん拠きよはないが、相手はあの黒ずくめたちではないだろうか。

「……なるほど……あたしたちを待っててくれてる誰だれかさんが、ひょっとしたらいろいろしゃべってくれるかも、ってわけね……」

　言ってあたしは立ち止まり、森の方へと視線を移うつした。

『──あの娘むすめには関わるな──』

　それを待っていたかのように、風の中に声が流れた。

　晴れ渡った青空の下には似つかわしくない、低く圧おし殺した、聞きおぼえのない男の声が。

　考えるまでもない。森にひそんだ相手のものである。

　声はすれども、いまだに気配と姿は隠したまま。

　つまり、こちらの出方しだいではむこうも態たい度どを変える、ということか。

　しかしもちろんあたしとしては、この一件から手を引くつもりはさらさらない。

「あの娘って？　一体誰のこと？」

『知らぬふりをするならそれでもかまわん』

　とぼけてみせるあたしに、声は、冷静に続けた。

「……へぇ……

　どうやらあなたは、あのザインとかってのと違って、すこしは頭あるみたいね」

『私が聞きたいのはイエスかノーかのどちらかだ』

　……うーむ……

　こちらが何を言おうとも、どれだけかまをかけようと、無視して自分の言いたいこと、言わなければならないことだけを言う。

　ザインと違って、かけひきとゆーものを少しはわかっているようである。

　それでは、こーゆーのはどうだっ!?

「そんなに『剣』にご執しゆう心しんなわけ？　あんたたちのご主人様は？」

『……イエスか、ノーか』

　むー……強ごう情じような奴。

　ならばっ！

「……手を引け、なんて言ってるけど、あんたたち、シェーラが今どこにいるのか知らないでしょ？

　なら、いくらンなえらそーに言ったところで、それを知ってるぶん、こっちの方がだんぜん有利よ」

　あたしのことばに、声はしばし沈黙した。

　──となると次は──

　ひゅっ！

　全くなんの前ぶれもなく、森の中のから、何かがあたしたち目がけて飛び出した！

　予想通りっ！

　とっさに飛び退いたあたしとガウリイの足もとに、小さなナイフがいくつもつき刺ささり──

　くんっ！

　いきなり体が動かなくなる！

　影シヤド縛ウ・スりナツプかっ!?

　相手の影かげにナイフなどをつき立てて、相手の動きを精アスト神ラル・面サイドから封ふうじる術である。小技とはいえ、けっこう技術の要いる術で、それを同時に複数の相手にかけるとは、なかなかやるっ！

　しかし、この術には決定的な弱点がひとつ！

「火フア炎イアー・球ボール！」

　間かん髪はつ入れず、あたしは、こう来るだろうと読んで唱となえていた術を、影のある方の地面に向かって放つ！




　っごぅおぉぉぉぉぉぉん！




　大地にはじけて散った炎ほのおが、影を一いつ瞬しゆんかき消した。

　同時に束そく縛ばくが消え、ふたたび体が自由になる。

『──なにっ!?』

　あたしの対応の早さに、驚おどろきの声を上げる襲しゆ撃うげ者きしや。

「そこかっ!?」

　自由をとり戻もどしたガウリイは、背中の剣を抜ぬき放ち、ナイフの飛んできたあたりのしげみにつき進む！

　しかしガウリイがそこにたどり着くより早く、しげみの奥から一すじの銀光が、虚こ空くうを裂さいて彼へと向かった！

　っぎぃんっ！

　飛び来たナイフをガウリイが、手にした剣ではじいた、まさにその瞬間。

　緑を割さいて、黒い影が、陽光の下へとおどり出る！

　黒ずくめのその姿を見れば、問うまでもなく素すじ性ようは瞭りよう然ぜん。

「──やっぱしザインたちの仲間ねっ！」

　あたしのことばに、男は無言で地を蹴けり、こちらの方へと向かう！

「させるかっ！」

　割って入ったガウリイをかわして大きく横に跳とび、あたしに向かって、ナイフを投げ放つ！

　なんのっ！

　あたしはかるく身をひねり、その攻撃をあっさりかわした。

「はっ！」

　なおもまわり込もうとする黒ずくめに、ガウリイが剣をくり出す！

　しかしっ！

　ぎぅんっ！

　一体いつの間に抜いたか、黒ずくめは、左の手にした短剣で、ガウリイの一撃を受け流した。

　同時に、右手に持ったナイフを、至し近きん距きよ離りからガウリイに向かって投げ放つ！

　よけられる間合いではないっ！

「──なんとぉっ!?」

　しかし、ふつーならよけられるはずもないその攻撃を、ガウリイは、なんとか身をひねってかわす！

　黒ずくめは、やはり回り込むように動きつつ、ふたたびナイフをあたしに向かって投げつけた。

　さらにこれまたあっさりかわすあたし。

　──どう考えてもおかしな話である。

　ガウリイの一撃を受け止めるほどの技量の持ち主にしては、攻撃のパターンがあまりにも単調すぎる。

　となるとこれは、ひょっとして──

　あたしはあたりに視線を巡めぐらせ、その想像を確信に変え、口の中で呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　黒ずくめがナイフを放ち、あたしかガウリイが身をかわす。そんなことが、どれくらいくり返されただろうか──

　やがて黒ずくめは、いきなりあたしとガウリイから大きく間を開け、胸の前で印いんを組む！

　──来るっ！

「魔ガイ骸アグ降ライ来ズ！」

『力あることば』に応こたえ、大地につき立ったナイフが黒紫色の輝かがやきを放つ！

　そう。黒ずくめは、あたしやガウリイを狙ねらっていたのではない。そう見せかけて、放ったナイフで、魔ま法ほう陣じんの頂点を大地に刻きざんでいたのだ。

　やがて、大地からわき出るように、魔法陣の中心に現れたのは、一匹の巨大なブラス・デーモン！

　しかしっ！　こちらはすでに、そう来ることは読んでいるっ！

　黒ずくめは気づいていない。あたしが、魔法陣の中心をはさんで、黒ずくめの反対がわに位置したことを。そしてすでに、呪文を唱え終えていることを。

　現れ出るデーモンの巨体が、あたしの視界から、黒ずくめの姿を遮さえぎり隠したその瞬間。

「魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆ア！」

　あたしの生んだ魔力の火線は、デーモンを貫つらぬき、黒い塵ちりと化し、反対がわにいる黒ずくめに迫せまる！

　──はずだった。

　だがしかし。

「…………あれ…………？」

　あたしのかざした手の先からは、魔力の火線どころか、小さな火の玉ひとつ生まれない。

　……………………

　つだぁぁぁぁっ！　そーだっ！　忘わすれてたっ！

　その時よーやくあることに気づき、あたしは内心絶ぜつ叫きようしていた。

　今唱えたこの術は、この世界を統すべる魔王の、腹心の部下の一人、魔カオ竜スドラ王ゴンガーヴの力を借りて発動させる術である。

　──しかし──

　その魔竜王当人が、しばらく前に滅ほろびていたりするのだ。実は。

　ついついそのこと忘れてて、それまでと同じ調子で呪文を唱えたのだが……魔竜王当人が滅びてるのに、その力を借りる術が発動するわけはないっ！

　しまったぁぁぁぁぁっ！　あたしとしたことがぁぁぁぁぁっ！

　などといろいろ後こう悔かいしたり、動どう揺ようしているそのうちに。

　うぐぉぉぉぉぉぉんっ！

　昏くらい雄お叫たけびとともに、ブラス・デーモンは具ぐ現げん化かした！

　えーいっ！　とりあえず今は、過去のささいな失敗を、悩なやんでなどいるひまはないっ！

　あたしはなんとか気を取り直し、次の呪文を唱えはじめる。

「倒せ！」

　黒ずくめは、ガウリイを指さし命令を下した。

　応こたえて大きく吠ほえるデーモン。その正面に出現した、五、六個の火球がガウリイ目がけてつき進む！

　同時にガウリイが動いた。よけるのではなく、まっすぐデーモンに向かって突っ込んでゆく！

　をいをいっ!?　

　しかし心配するまでもなく、ガウリイは、飛び来る火球のことごとくから、いともあっさり身をかわした！

　だが、黒ずくめもそれを読んでいたか、ガウリイに向かってナイフを放つ！

　よければデーモンの目前で、不安定な姿勢をさらすことになる！　さすがに今度は本気で倒すつもりか!?

　しかしっ！　そうは問とん屋やがおろさないっ！

「覇ダイ王ナス氷ト・河ブ烈レス！」

　っぎぢぃんっ！

　あたしの放った一撃は、ブラス・デーモンを一瞬にして、氷結・破は砕さい、霧む散さんさせた！

　ぎきぃんっ！

　同時にガウリイのふるった剣が、投げ放たれたナイフのことごとくをはじき散らす！

「なんだとっ!?」

　せっかく呼び出したデーモンが、こうもあっさり倒されるとは思ってもいなかったのだろう。黒ずくめの動きが一瞬止まった。

　その一瞬。

　ガウリイは、はじいたナイフの一本を、倒れ込むように拾い上げ、黒ずくめ目がけて投げ放つ。

　黒ずくめが、我われにかえった時にはもう遅い。

　ガウリイの投げ返したナイフは、黒ずくめの右みぎ腿ももに、深々とつき立っていた。

「──ぐっ!?」

　くずおれる黒ずくめに、剣をかまえたそのままで、ガウリイはゆっくりと歩み寄る。

「ここまでだな。その足じゃあ、もうロクには戦えないだろ」

　言いながらも、その構かまえにはわずかなスキさえ見せてはいない。

「……ちっ……ここまでか……」

　かすかな歯ぎしりとともに、黒ずくめは、小さなつぶやきを漏もらした。

　ガウリイが油断を見せていれば、そこにつけ入るスキもあるかもしれないが、そうでない以上、足に傷を負った黒ずくめに勝ち目はほとんどない。

「……観かん念ねんしたなら話してもらいましょーか。あんたたちが……」

　あたしのことばが終わるより早く。




　ごぅんっ！




　黒ずくめの体が、いきなり爆発、四散した！

『──っなっ!?』

　驚きよう愕がくの声を上げるあたしとガウリイ。

　誰だれかからの攻撃を受けた、というわけではなかった。となると──

「……自爆ね……秘密を守るための……

　……ったく……ナンセンスな真ま似ねしてくれちゃって……」

　苦にがい口くち調ようであたしはつぶやく。

「……けど、結局何もわからなかったな」

「何言ってんのよ。何もかも──とは言わないまでも、いろいろわかったじゃない」

「……へ……？　何が……？」

　あたしのことばに、彼はきょとんっ、とした表情を浮かべた。

　……ったく……こいつは……

「いい？　まず、あの黒ずくめの仲間がここで待ってて、襲ってきた、ってことは、やっぱりベゼルドの方に何かがある、ってことなのよ」

「……なんで……？」

「あの連中も、シェーラの持っている何かの情報を欲しがっている。当然、同じことを狙う人間の行動は阻そ止ししようとする。

　──もしあたしたちが見けん当とう違ちがいの方向に進んでるなら、わざわざつまんない警けい告こくしたり、襲ったりする必要なんてないわけよ」

「あ。なるほど」

　ガウリイは気軽にうなずいてから、

「待てよ。そーすると、ここに刺客がいた、ってことは、オレたちより先に出たあの二人は、やられちまった、ってことか？」

「──かもね。

　あるいは、全然見当ちがいの方角へ進んでるか、街かい道どうを避さけて行ったか。

　そしてもう一つわかったのは、シェーラが、少なくとも、あの黒ずくめたちに捕まったわけじゃあない、ってこと。

　あたしがどんなにかまをかけても無む反はん応のうだった今の奴やつが、『こっちはシェーラのいどころ知ってるんだぞ』みたいなことを言ったとたんに襲ってきた。

　つまり、彼らはシェーラの居場所を知らない。

　だからこそこっちが『知っている』と言えば、たとえハッタリじゃあないかと思っていても、ほうっておくわけにはいかなかった。

　実際途中までは、あたしたちを殺そう、という攻撃のしかたじゃあなかったし」

「……ああ。それは確かに……」

　──しかし──

　いろいろ考えてみると、逆に、わからなくなってくることもある。

　黒ずくめの連中は、シェーラの家を吹っ飛ばした時点で、彼女がベゼルドに向かって動くことは、ある程度予想がついたはず。

　となれば、見張り兼刺客がこの場所に配備されたのは、きのうのうちと考えていいだろう。

　ならば──

　シェーラはどうやって、この監かん視しの目をくぐったのか？

　それとも彼女が向かった先は、ベゼルドではないとでも──？

　しかしいずれにしたところで、あたしたちの取れる手段は、ベゼルドへと向かうことのみである。

「とにかく──急ぐわよ。ベゼルドに」

　かくて、あたしとガウリイは、ふたたびベゼルドへ向かう旅たび路じに着いたのだった。




「けどよ、リナ、あの黒ずくめ連中といい、なんとかってあの二人──」

「ルークとミリーナ」

「そうそう。その二人。あの連中、一体何者なんだと思う？」

　ガウリイがそう言ってきたのは、その日の夕方。

　かわりばえしない景色の、森の中ゆく街道を進みながらのことである。

「……何者……って……

　きのう、あたしたち二人が黒ずくめ二人と戦った時、あたし、言ってたでしょーが。

　どこかの王国か領りよう主しゆのおかかえの秘密部隊じゃないか、ってなふうに」

「……言ったっけ？」

「あたしがあのザインとかって奴に言ったの、聞いてなかったの？」

「……なんだ……オレに向かって言ったわけじゃないのか。

　じゃ、覚おぼえてるわけねーや」

　……わけねーや……ってあんた……

　ひらきなおってどーする……

「……とにかく……

　あの黒ずくめたちはそーだと思うの。

　ンでたぶん、ルークとミリーナの二人は、あたしたちと同じくおたから目当ての、傭よう兵へいか何かじゃないか、と思うのよ」

「……ふーん……じゃあ、シェーラが鍵かぎをにぎってる宝、ってのは、剣じゃあない、ってことか？」

「……どーしてそーゆーことになんのよ……？」

　ガウリイのことばに、あたしは小さく眉まゆをひそめる。

「だってそーじゃねーか。

　あの黒ずくめ連中が、どっかの国か領主のおかかえだとしたら、だぜ。たかが剣一本に、ンなもんが動くわけねーだろ？」

　……はぅ……

　あたしはため息ついてから、小さくこくこくうなずいて、

「うんうん。ガウリイにしちゃあ珍めずらしく、すこしは考えたわねー。エラいエラい」

「……オレにしちゃあ……って……」

「けどガウリイ、あんた、伝説級の武器、ってのが、どれほどスゴいかわかってないでしょ？」

「……え……？

　けどよ、いくら伝説の武器っていったって、たとえば、いざ戦争、ってなことになったら、遠くから攻撃呪文のハデな奴一発食らったらそれでおしまい、だろ？」

「まーね。けどそれって、伝説の武器を『戦争に使えば』たいしたことはない、ってことでしょ？

　伝説の武器のほんとうの値打ちっていうのは、武器そのものよりもむしろ、その製造ノウハウのほうにあるのよ」

「……？……」

「つまり、伝説の武器、っていうのは、今現在の魔道技術じゃあ製造できない性能持った武器、ってことなのよ。

　もしそーいうのを見つけだして、その製造ノウハウや特性なんかを解明、活用できたら、ちゃちな財宝手に入れるより、よっぽどメリットは大きいわ。

　アメリアやゼルガディスが、魔アスト皇ラル霊・ヴ斬アインっていう、剣に一時的に魔力込める術使ってたでしょ？」

「……アメリアとゼルガディスって誰？」




　ずしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！




　あまりといえばあまりの発言に、あたしは思わずその場にずりこけた。

「……あ……あ……あんたねぇぇぇっ！　ガウリイっ！」

　額ひたいに青スジ立てながら、なんとか身を起こすあたしに、ガウリイは苦にが笑わらいなど浮かべつつ、

「冗じよう談だんだって。冗談。

　いくらオレだって、いっしょに旅してた連中のこと忘れるわけねーって」

「あんたが言うと、ちっとも冗談に聞こえないのよっ！……ったく……
















　……と……とにかく。

　二人の使ってたあの術なんかも、昔、どこかで見つかった剣を魔道士が研究して、その技術応用してつくった術なのよ」

「……へーえ……」

「……ま、伝説級の武器が見つかっても、結局構造解明も何もできなくて終わる、なんてケースもけっこーあるみたいだけどね。

　早い話が、一種のバクチみたいなもんよ。

　──けど、少々のことをやっても、手に入れるだけの価値はあるわ。

　研究で何もわかんなかったとしても、剣そのものは残るわけだから、実際に使わなくても、持ってる、ってだけで自じ慢まんのタネにはなるんだから」

「……けどよ……ふつー人殺してまで……」

「わかってないわねー。ガウリイ。そーいう武器って、売れば、家族で一生遊んで暮くらせるくらいのお金が、ぽーんっ、と入って来るんだから。中には、誰か殺してでも──なんて考える奴がいても、なーんの不ふ思し議ぎもないわ」

「一生遊んで──って、そんなにするのか!?」

「あたりまえでしょーが。まさか、伝説の武器、なんてもんが、二に束そく三さん文もんで売り買いされる、なんて思ってたわけじゃあないでしょーね？」

　ジト目で問うあたしに、ガウリイは、すずしい顔で、

「いやぁ。前に、オレの持ってた光の剣、五百五十で売ってくれ、って言ってた奴がいたからなー」

　……[image: ]っ……

　……ちっ……つまんないことだけ覚えてやんの……

「……ま……まあ、とにかくそーゆーことで。黒ずくめたちが剣狙ってても、なーんも不思議はない、ってわけよ」

「なるほどー」

　あたしのことばにガウリイは、ふみふみうなずき──

　ひたりっ、と、その動作が途中で止まった。

「……ち……ちょっと待て……」

　半なかば硬こう直ちよくしたままで、ガウリイは、ぎぎぃっ、と顔をこちらに向けて、

「──てぇことは何か!?　オレたち、このあとえんえんと、あの黒ずくめたちみたいなのと戦い続けなけりゃならん、ってことか!?」

「……ま……、専門用語で言うとそーゆーことになるわね」

「なるわね……って、どーすんだよ!?　相手が何人いるかもわかんねーんだろ!?」

「いやまあ、そうだけど……ま、ここはひとつ、ガウリイが死ぬ気でがんばる、とゆーことで……」

「ひとごとみたいに言うなぁぁぁっ！　そこまでして、あるかないかもわからん剣探してどうするっ!?」

「ンじゃあガウリイは、あるかないかわかんない剣のことなんかあきらめて、どこに行ったかも、どうなったかもわかんないシェーラのことはほったらかして、平和に日々を生きていきたい、と？」

「……うっ……!?」

　あたしのツッコミに、ガウリイは小さく呻うめいて、

「……そーだ……シェーラのこと忘れてた……」

　忘れるなって。だから。

「ともかく。本当に剣かおたからがあるのかどうかはさておいて、このまんま知らん顔を決め込むってのは、いくらなんでも寝ざめ悪いわ。

　だから──」

「まあ……そーいうことなら確かに……」

　やや不満げな顔のまま、それでもガウリイは一応うなずいた。

　──しかし。

　ガウリイには言っていないが、疑問に思っていることが一つ。

　なぜ、黒ずくめたちとルークたちが、今になって行動を起こしたか、である。

　剣の話は、二十年近く前からあったはずだし、シェーラが村に住みつき、お父さんがなくなったのは数年前。

　どうやらそれから今までは、シェーラにちょっかいをかけて来る者はいなかったようなのだが、それが今になっていきなり──である。

　当然そこには、黒ずくめたちやルークたちが動き出す、きっかけになるような事件が存在しているはずなのだが……

　どーやらこの一件、まだまだなにかありそうである。

　やっかいなことにならなければいーんだけど……

　などと思いつつ、あたしは行く手に視線を向けて──

「……何……？　あれ……？」

　つぶやいて、あたしはひたりっ、と足を止めた。

　まっすぐに伸びる街道。

　その街道の両側に、暗緑色に佇たたずむ森。

　かすかに闇やみ色いろの混ざりはじめた空。

　ゆく手にあるその空が──ほのかに赤く染そまっている。

　もちろんのこと、夕焼けではない。陽ひの沈しずむ方向は逆──あたしたちが、背にしている方である。

「……たしかになんか赤いなー。火事か何かなんじゃねーか？」

　同じ空を眺ながめて、のん気な口調で言うガウリイ。

　なるほど。火事……

「──って、落ち着いててどーすんのよっ！

　もし燃えてんのが、この先の村だったり、宿屋が焼けてたりしよーもんなら、今晩野宿よ野宿っ！」

「いや、そりゃあそうだけど……だからって、どうしようも……」

「あるわよっ！　行ってきりきり消火活動お手伝いっ！　行くわよっ！」

　あたしは彼の答えも待たず、増ぞう幅ふくの呪文を唱えはじめる。

　両手とおなかと胸もとと、四つの増ブース幅ト・呪タリ符スマンが、淡あわい輝きを放つ。

　続いて呪文の本ほん文もん詠唱。そして呪文が完成した！

　ガウリイの片手を、わしっ！　とにぎりしめ、『力あることば』を解き放つ！

「翔レイ封・ウ界イング！」

　ぶわりっ。

　風が生まれて渦うずを巻き、二人のまわりに風の結けつ界かいを形作った。

　あたしたちはそのまま宙に浮うき──

　赤く染まった空の下へとつき進む！

　呪符で増幅した高速飛行の術である。あたしとガウリイ、二人を運んでいるとはいえ、そのスピードはかなりのもの。

　流れるように景け色しきが過ぎて、やがてほどなく──

「──村が!?」

　ガウリイが、驚きの声を上げた。

　街道の延のびるその先──あたしたちが泊とまるつもりにしていたその村が、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれている。

　燃えているのは一いつ軒けんや二軒ではない。村のすべての家々が、同時に火でもかけられたかのように、天に炎をふき上げているのだ。

　──一体何が──

　とりあえず今の状態では、距離が遠いのと、風の結界が多少視界を妨さまたげるのとで、状況はよく摑つかめないが──

　あたしは気力をふりしぼり、スピードを上げる。

　村にある程度近づいた時点で術を解とき、二人はふたたび大地に降り立った。

　そして、はじめて。

「──！──」

　あたしたちは状況を理解した。

　赤い炎に照らされて、躍おどる大小の黒い影。

　逃げまどう村の人々と──

　無差別な殺さつ戮りくをくり返す、数十にも及ぶデーモンたち！

　こいつらが村に火をつけたのか!?

　むろんのこと、こんなふうに、レッサー・デーモンやらブラス・デーモンやらが、数十の単位で群れて行動することなどない。

　となれば何かの原因があるはずである。

　たとえば──どこかの誰かが喚よび出し、コントロールしているとか。

　しかしとりあえず今は、原因の詮せん索さくよりも、この事態をなんとかすることの方が先であるっ！

「ガウリイ！」

「おうっ！」

　顔を見合わせ、うなずきあうと、あたしたちは、燃えさかる村を目ざしてかけ出した。




「塵アツシ化ヤー・滅デイスト！」

　ざぁっ！

　あたしの呪文の直撃を受け、ブラス・デーモンの一体が、黒い塵ちりと化し、無に帰きした。

　それを目にしたか、あたりにいたデーモンたちの視線が、一いつ斉せいに、あたしたちへと集中する。

　そこに突っ込んでゆくガウリイ！

　全く何のリアクションも起こせぬまま、レッサー・デーモンの一匹が、ガウリイの一撃にあっさり倒れた。

　ガウリイの剣には、ここにたどり着く前に、魔アスト皇ラル霊・ヴ斬アイン──魔族にも効きく、切れ味強化の術をあらかじめかけておいた。これでかなり、使い勝手はよくなるはずである。

　──とはいえ……

　しゃぁぁぁぁぁぁぁぁっ！

　レッサー・デーモンの一匹が、怒りの雄お叫たけびとともに、出現させた数十本の炎の矢を、こちらに向かって撒まき散らす！

　呪文を唱えつつ身をかわし──

「覇ダイ王ナス氷ト・河ブ烈レス！」

　あたしの呪文の一撃で、そのデーモンは四散した。

　──しかし──敵の数が多いっ！

　レッサー・デーモンにブラス・デーモン。こいつらは、いわゆる亜あ魔ま族ぞくという奴で、体もがんじょうな上に、ある程度の魔力攻撃は無効化してしまう、とゆー、なんぎな能ち力からを持っている。

　それでも相手が一匹や二匹なら、あたしとガウリイの敵ではないのだが──さすがにこれだけ数が多いと、さすがにつらいものがある。

　ここが無人の野原か何かなら、竜ドラグ破・ス斬レイブあたりの大技で一いつ掃そうする、というテがあるのだが、あたりに村人がいる以上、ンなことをするわけにはいかない。

「冥ゴズ壊・ヴ・屍ロー！」

　あたしの放った一撃が、さらに一匹のブラス・デーモンを倒す。

　その瞬間。

　背後に殺気が走った！

　とっさにその場を飛びのき、後ろをふり向けば、そこには一匹のレッサー・デーモン！

　ごぅっ！

　吠ほえると同時に、その目前に、十数本の炎の矢が現れる！

　だがっ！

「螺フ光エル衝ザ霊レー弾ド！」

　ぎゅがっ！

　いきなり横手から飛び来た光が、レッサー・デーモンの頭を吹ふき飛ばした！

　むろんガウリイがやったわけはない。となると──？

　あたりに視線を這はわせれば、そこに佇たたずむ人影ひとつ。

　風になびいた銀ぎん髪ぱつが、炎の赤に照てり映はえる。

「ミリーナ!?」

　そう。そこにいたのは例の二人組の片割れ、ミリーナだった。

　……そーかー……このひと、呪文も使えるのかー……

　彼女は抜き身のロング・ソードを片手に携たずさえ、あたしに静かな視線を向けて、

「話はあと。まずはこいつらを」

　落ち着いた口調で言うと、次の呪文を唱えはじめる。

　つっかかってきたレッサー・デーモンの、腕の大振りを楽々かわし、浅い斬ざん撃げきをくり出す。痛みに怒り、突進してくるデーモンから、これまたあっさり身をかわし──

「烈デイ閃スラ牙ツ条シユ！」

　呪文の一撃で葬ほうむり去る。

　うーん。やるなー。なかなか。

　……などとひとごとみたいに感心してる場合じゃないっ！

　こっちもびしばし気合い入れて、さくさくデーモン倒すべしっ！

「覇王雷撃陣ダイナスト・ブラス！」

　びじゃぁぁぁっ！

　あたしの放った雷らい撃げきは、近くにいた、ブラス・デーモンの一体を直撃した。




　夜風には、焦こげたにおいが混じっていた。

　皓こう々こうたる満月の下、森から流れる虫たちの声。

　──戦いがようやく終わったのは、陽ひが落ちたあとのことだった。

　デーモンたちを倒したそのあと、あたしとミリーナとの術で、燃える家々を消火してまわり──

　ようやく今、なんとかひと息ついた、というわけである。

　……とはいえ……決してなごんでいられる雰ふん囲い気きではない。

　村人たちは、村のはずれの広場に避ひ難なんしてはいるが、さすがに全員無事、というわけではない。

　家を、家族を失くしたのか、いくつもの嗚お咽えつが、夜風に乗って流れて来る。

「よー。おめーら、案外戦やるじゃねーか」

　ンな空気などどこ吹く風の気楽さで、陽気に声をかけてきたのは、言うまでもなく、ミリーナの連れの性格悪、ルークである。

「『あんがいやるじゃねーか』じゃないわよっ！　一体何があったのよっ!?」

　かみつくあたしに、彼は、ひょいっ、と肩をすくめて、

「わかんねー」

「わかんねー、じゃないわよっ！」

「ミリーナと二人、この村でいろいろやってたら、デーモンがいきなり群れて襲って来やがってよ。

　いきがかりで戦ってたんだけどよ、数が数だろ。手がまわらなくってよ。

　そのうち村の家、みんな燃えはじめるし……そこにあんたらが来た、ってわけだ。

　……あんたらがもっと早く来てりゃあ、村も燃えずにすんだかもな」

「なぁぁに勝手なこと言ってんのよっ！　抜けがけのつもりか何か知らないけど、あたしたちに噓の伝言残してまで、勝手にシェーラ追っかけてったくせにっ！」

「んー？　なんの話だ？」

「とぼけたってムダよ。あんたたちも剣を狙ってんでしょ？」

「おい！　『あんたたちもヽ』って……それじゃあお前らもやっぱり……!?」

　あたしのことばに、驚きの声を上げるルーク。

　──ふっ。ひっかかった。

　あたしはにまりっ、と笑えみを浮かべ、

「ふーん。やっぱり剣だったわけね」

「…………………………って……

　──あぁっ!?　てめぇっ!?　かまかけただけかっ!?」

　今ごろ気づいてももう遅い。

　こちらが口をすべらせたと見せかけて、相手にツッコミを入れさせ、それを利用して答えを導みちびき出す。

　ちなみに、もしもああ言って、なおかつルークがへーきな顔でとぼけてきたら、逆に剣ではない、という可能性が高くなる。

「……ま、宿のおやじさんからも、シェーラのお父さんと剣の話は聞いたから、そーじゃないかなー、とは思ってたけど。

　──で、まだシェーラは見つかってないわけね」

「……さーな」

「とぼけなくていーわよ。今のはかまかけじゃあないから。

　あんたさっき、『この村でいろいろやってたら』って言ったでしょ。つまり──聞き込みしてたんじゃない？　この村にシェーラが来なかったかどうか、って」

「………………」

「──読まれてるわね」

　涼すずしい笑え顔がおであっさりと、そう答えたのは、ルークではなくミリーナだった。

「──おい──ミリーナ！」

「とぼけても無意味なら、とぼける必要はないわ」

「……いや……そりゃあそーかもしれねーけど……」

　困こまった顔のルークにはかまわず、彼女は淡たん々たんとした口調で言う。

　……うーん……尻しりに敷しかれてるなー。ルーク。

「……ところであんたたち、どーやってここまでたどり着いたわけ？　途中には、あの黒ずくめたちの仲間がいたはずなのに」

「──戦やったのか!?」

「まーね。もちろん勝ったけど、話は聞けなかったわ」

　すなおにうなずくあたしに、ルークはあきれかえった表情で、

「──馬ば鹿かかおめーら!?　待ち伏せがあるかもしれない、くらいのこと、ちょっと考えりゃあわかるだろーが!?　それを堂々と表街道行くか!?　ふつー、森の中行くとかなんとかするぞっ！」

「……ってことは、あんたたちは森の中来たわけ？」

「当たり前だっ！」

「ほほぉぉう。あたしなら、あるかもしれない、ってだけの待ち伏せを怖こわがって、おいしーごはんもふかふかベッドもないよーなところを行く気にはなれないわね」

「だぁぁれが怖がった誰がっ!?」

「あんたよあんたっ！」

「誰も怖いなんて──」

「ルーク」

　ミリーナの静かな呼びかけに、ルークはひたりっ、と口を閉ざす。

　おー。しつけが行き届いとるなー。

「……まあ……たしかに、口げんかしてる場合じゃないわね……」

　ルークが沈黙したことで、あたしもよーやく我に返って言う。

「……けど問題は、なんでこんな、デーモンの異常発生が起きたか、よ。

　単なる自然現象、なんてわけないし……

　──で、思ったんだけど。

　あたしたちが街道で戦った、黒ずくめの仲間が、デーモンの召しよう喚かん術じゆつ使ったのよ。

　そう考えると──

　この襲撃も、ひょっとしたら、奴らが何かの形でからんでるんじゃあ、なんて考えてるんだけど──」

　あたしの予想に、ルークとミリーナは、一瞬ちらりっ、と顔を見合わせ、

「──知らないの？」

　そう言ったのは、ミリーナだった。

「今──ベゼルドで、デーモンが、原因不明の大量発生している話を──」




　はじまりは、山へ遊びに行った子供たちの一人が、一匹のデーモンに殺される、という事件からだった。

　ふつう、レッサー・デーモンやブラス・デーモンなどの亜魔族は、何者かに召喚されて存在する、というパターンが多い。

　……ま、もっとも、魔族の本ほん拠きよ地ちと言われているカタート山脈あたりでは、ごろごろしている、とゆー噂もあるが、基本的にそれは例外。

　しかしカタート以外の場所で、主あるじを持たない──いわば野の良らデーモンというようなものが全くいないか、というとそうでもない。

　魔道士が、実験的に召喚して、そのままうっちゃっておいたり、デーモンを喚よび出したあとで、召喚主の魔道士が、何かの理由で死んだりした場合、その呼び出されたまんまのデーモンは、魔族本来の破壊衝動の赴おもむくままに、野山をうろつき、悪さを重ねる、野良デーモンと化す。

　今回の事件も、そんな野良デーモンが引き起こしたものだろうと、討とう伐ばつ隊たいが組織され、山へと派は遣けんされたのだが──

　ブラス・デーモンの一、二匹なら十分に倒せるだけの戦力を整えたはずの討伐隊は、結局、問題の山へ行ったきり、二度と帰っては来なかった。

　そのあとも、山でデーモンの群れを見た、という、いろんな人からの報告があいつぐに至いたり、魔道士協会と、この国──カルマート公国の軍とが調査に乗り出しているのだが、いまだ原因は判明していない──

　ざっとそういったところが、ミリーナが、あたしたちに語った話の内容だった。

　──ちなみに今、あたしたち四人がいるのは、焼けた村のそばにある、ちょっとした野原。

　隣の村か町まで行って、宿を取る、という案もあったのだが、今から街道てくてく歩いてゆくのは、いくらなんでもしんどい、というのと、またデーモンの襲撃があるかも、とおびえる村人たちに泣きつかれたのとで、今夜ひと晩だけ、警けい護ごを兼かねて、ここで野宿することになったのだった。

「……なるほど。ンで、そーいったデーモンの一群が、こっちへ来て暴れたんじゃないか、ってことね」

　あたしの問いに、ミリーナは、無言でこっくりとうなずいた。

「けどそーすると、おおもとの、ベゼルドの町そのものは、デーモンからの襲撃は受けてないの？」

「少なくとも、俺たちが耳したかぎりじゃあ、そーいう話は聞かねーな」

　囲んだたき火に、手もとの小枝をほうり込みながらルークは言う。

「けど、実際こーやって、こんな離れたとこにある村が襲撃された、ってことは……

　いざベゼルドに行ってみたら、とっくに壊滅しちまってる、って可能性もあるわな」

「それでもベゼルドに行く──ってことは、それだけ、剣の噂の信しん憑ぴよう性せいが高い、ってわけね？」

「……んー……」

　あたしの問いに、ルークは言いにくそうに、ぽりぽり頰ほおを搔かきながら、ちらりっ、と視線をミリーナに送る。

「──言えば？」

　あっさりとそう言い放たれて、ルークは一瞬、ものさびしそうな表情を浮かべてから、

「……いや……まあ……

　俺たちが動き出した頃はよ、ここまでデーモンたちもムチャやってなくて。

　デーモン倒しに向かった討伐隊が消えた、ベゼルドで何か起こってるぞ、くらいの噂だったんだよな。

　──で、どこで何がどーいうふーにつながったのかは知らねーけど、昔、ベゼルドの鉱こう山ざんで、変な剣を見た奴がいる、って噂と、今度のデーモン騒さわぎが結びついたんだろーな。

　その剣と、今回のデーモン騒ぎとが関係あるかもしれない、なんて、わけわかんねー噂が出回っちまってるんだよな。これがまた。

　冷静に考えりゃあ、なんでそこで二十年近いタイム・ラグのある話がつながるんだ、ってことになるんだけどよ。ま、噂なんてそんなもんさ。

　……ともかく、俺たちが興きよ味うみを持ったのは、その剣の噂の方でよ。

　デーモン事件との関係うんぬんはまゆつばとしても、剣の話が本当だとすりゃあ大もうけ、だからな。

　ちょうどヒマだし、ひとつ、ダメでもともと、っつーことで、ちょいと調べてみようか、ってことになったんだ。

　──で、噂のもとを辿たどって、シェーラちゃんのところに着いて──

　話を聞こう、とすると、みょーにかたくななんだよな。これが。

　なんつーか……こう……何か隠してる、って態度ありありで。

　そーゆー態度取られると、『本当に剣はあるんじゃないか』なんて思えてくるわけよ。こっちとしては。

 で、もーちょっとつついてみようか、ってことになって、あの村に泊まって、シェーラちゃんのところに日参してるそのうちに──」

「あの黒ずくめたちや、あたしたちが出てきた、と」

「ま、そーゆーことだ」

　ぱちんっ、とたき火の炎がはぜる。

「……ま、あの黒ずくめ連中が、何の根こん拠きよで動いてやがるのかはこっちの知ったこっちゃあねーけどな。

　けど、組織ぐるみで動いてる連中がいる、ってことで、よけい剣の話に信憑性が出てきた、ってわけよ」

「ふーん。なるほどねー」

「あとはもう、なりゆきだな。

　こりゃあ絶対何かある、なんて思いはじめたところで、シェーラちゃんが消えちまって、たぶんベゼルドに向かったんじゃあないか、じゃあ俺たちも行ってみよう、って話になって……

　で──これだ」

　言ってルークは、焼け落ちた村にちらりっ、と視線を走らせた。

「──あ。言っとくけどな。

　こっちの知ってること話すには話したけどよ、これで仲間だ、なんて思わねーでくれよ。

　黙ってても意味ねーから話しただけで、あんたらとなれ合うつもりはねーからな」

「それは心配しないで。

　こっちにも、ンなつもり、さらさらないから」

　言ってぱたぱた手を振るあたし。

　ひょっとしたら近い将来、対立する可能性が十分にある連中と、なれ合う趣しゆ味みはあたしにはない。

　……むろんそれ以前の話として、剣が実際にあるのかどうか、その所有権がシェーラにあるのではないか、などという問題があるのだが。

　しかし、鍵かぎをにぎるはずのシェーラは今、どこに……？




「──!?──」

　安ものベッドのその上に、あたしが、がばっ、と身を起こしたのは、あたりの空気に流れる、おかしな気け配はいのせいだった。

　夜中、何者かの襲撃を受けるその前に、妙みような空気を感じ取って目を覚さます、ということは、今までにも何度かあったのだが、それとはどことなく雰ふん囲い気きが違う。

　どう違うのか、なら何なのか、と聞かれれば、説明のしようもないのだが……

　しかし実際の話、今は、何が起こってもおかしくない状況である。

　あれから二日。

　あたしとガウリイ、そして例の二人組は、なりゆき上、いっしょにベゼルドへと向かっていたのだが──

　その道中の村や町やらが、デーモンの襲撃を受け、大小の被害を受けているのを目のあたりにしてきた。

　そうなれば、たとえば今夜、今からこの町に、デーモンの襲撃があっても何ら不思議ではない。

　とりあえず、あたりの様子でも確かめようと、あたしはベッドから降りると、外に面した窓を開けた。

　つめたく澄すんだ夜の風が、ひそやかに、部屋の中へと入り来る。

　星空と、月の光を背景に、夜の町は静かに佇たたずんでいた。

　遠く、かすかに聞こえるざわめきは、どこかの酒場からでも流れてきているのだろうか。

　ごくごく平和で平凡な、夜の風景がそこにはあった。

　どこといって異常は──

　──？

　何かが。

　ぼんやりと眺ながめていた、視界のその片かた隅すみで、一瞬、何かが動いたような気がした。

　あわててそちらに視線を送り、目を凝こらす。

　しかしそこには、動くものなど何もない。

「……気のせいかなー……」

　つぶやいた、まさにその時。

　月の光の照らす下、ふたたび何かが動いた！

　それも、一つではない。二つ──いや、三つ。建物の屋根から屋根へ跳とび移っている。

　暗さと、距きよ離りがあるせいで、あまりはっきりは見えないが、大きさから見て、少なくとも、野の良ら猫ねことかではないのは確かだが──

　おしっ！　気になったなら即確認っ！　がまんは体によくないぞっ！

　あたしはパジャマの上からマントをはおり、ショート・ソードを手にして呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

「浮レビテ遊ーシヨン！」

　開いた窓まどから、ふぅわりと、あたしは、夜の中へと浮かび出た。




　──たむっ。

　小さな影が一つ、ほとんど音を立てることもなく、屋根の上へと飛び移った。

　ひと呼吸遅れて二つの影が、その屋根の端に降り立ったときには、小さな影は、すでに隣の屋根へと移っている。

　その瞬間。

　ひゅっ。

　二つの影の片方が動くと同時に、何かが風を裂さいて飛ぶ音。

　続いて、先をゆく小さな影が、ぐらりっ、と揺ゆれた。

「──馬ば鹿か者もの、殺すなと言ったはずだ」

　夜風に流れる、圧おし殺した声は、聞きおぼえのあるものだった。

「足に当たったはずです。これでもう動け──」

　ことばが終わるより早く。

　小さな影は、へーきですたすた屋根の上を走りはじめる。

「……………………」

　一瞬立ちつくす影ふたつ。

「……あれ……？」

「『あれ？』ではないっ。外はずしたなっ。追うぞっ」

　──追わせないわよ──

　などとここで言えば、なかなか決まるのかもしれないが、とりあえずあたしは、行動で意志を表すことにした。

「明ラかイテりインよグっ！」

　持続時間ゼロ、光量最大の魔法の光が、二つの影の目の前で炸さく裂れつした！

『あぐぁっ!?』

　いきなりのことに目を灼やかれ、声を上げて立ちつくしたのは、全身黒ずくめの男が二人。

　両方の声に聞きおぼえがある。いつか出会った、ガルなんとかと、ザインの二人組だろう。

　あたしは浮レビテ遊ーシヨンで一同の頭の上まで移動して、いきなり明かりを投げ下ろした、というわけである。

　追われている方の正体は──言うまでもない。

「──リナさんっ!?」

　シェーラは、夜空に浮いたあたしの姿を見上げて驚きの声を上げた。

　あたしは浮レビテ遊ーシヨンの術を解き、彼女の横に、すとんっ、と着地して、

「あいさつはあとよ。まずはこいつらを──」

「倒す、とでも言うつもりか？　面白い」

　ガルなんとかのことばと同時に、黒ずくめ二人が動いた。二人並んで音もなく、屋根の上を、こちらに向かって走り出す！

　もう目くらましの効果が切れたか、その動きには乱れがない。

「とりあえず場所を変えるわ！　こっち！」

　言って、屋根の上を走り出すあたしに、すなおについて来るシェーラ。

　とりあえず、宿の近くまでおびき寄せて、ガウリイたちをたたき起こして──

　──!?──

　瞬間、背後に殺さつ気きを感じ取り、あたしは小さく横に跳んだ。

　ぼすっ！

　同時に、後ろからマントを貫つらぬき、何かが脇わきを通り抜けてゆく。

　おそらくは、ナイフでも投げてきたのだろう。それもたぶん、殺すつもりで。

　たしかに連中にしてみれば、何かを知っている（らしき）シェーラはともかく、あたしに手かげんをする必要はない。

　しかしもちろんこちらとて、おとなしく逃げてだけいるつもりはないっ！

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　呪文を多少アレンジし、あたしは、十数本の冷気の矢を、後ろに出現させ、放つ！

　闇やみの中、炎ほのおの矢ならば、まだ見切りやすいだろうが、これならば──！

　しかし、あたしが術を放つのと、ほとんど同時に──

「魔デイム風・ウイン！」

　ザインの声が背後に響いた！

　なっ……!?

　ごうっ！

　あたしの後ろで風が舞い、マントを、髪をなびかせた。

　おそらく、あたしが放った氷の矢は、今ので吹き散らされただろう。

　こっちの攻撃を見越して、あらかじめ呪文を唱えておいたかっ！

　となれば次は──！

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　やっぱしっ！

　呪文を放ったそのあとのスキを狙って、二人のうちのもう片方が、攻撃呪文を解き放つ！

　なんのっ！

　あたしはシェーラの背中を、どんっ、と突き飛ばす。

「んきゃぁぁぁぁぁぁっ!?」

　バランス崩くずして屋根の端からずり落ちる彼女。

　それに続いてあたしも屋根から飛び降りた。

　間かん一いつ髪ぱつ、髪をかすめてあたしの頭上を、冷気の矢が通り過ぎてゆく。

　ずがしゃあっ！

　路ろ地じに放置された生ゴミの山に、まともに頭から落ちるシェーラ。

　その横に、しゅたっ！　とあたしは着地した。
















「だいじょうぶ!?　シェーラ！」

「だいじょうぶ!?　じゃないっ！」

「細かいことはさておいて、逃げるわよっ！」

「──あなたといっしょの方がよっぽど危ないような気が──」

　しゅきゅきゅきゅんっ！

　シェーラのぼやきをさえぎって、屋根の上から放たれた、いくすじもの冷気の矢が、大地に当たって砕くだけ、散る。

「あうあうあうっ!?」

　その攻撃にビビったか、ダッシュであたしのところへ走り来る彼女。とりあえず、ゆーちょーに口ゲンカ・かけあい漫まん才ざいやっている場合じゃない、ということだけはわかってくれたようである。

「行くわよ！　こっち！」

　言ってあたしは大地を蹴けり、口の中で、次の呪文を唱えはじめる。

　路地の暗闇を疾しつ走そうするあたしとシェーラに、黒ずくめたちは、屋根の上を走って追いながら、一度、二度、セコい呪文攻撃をかけてくる。

　あるいはよけて、あるいはどこかに身をかくし、その攻撃をかわすうち。

　あたしの呪文が完成した！

「火フア炎イアー・球ボール！」

　屋根と屋根との間に見える、月に向かって、あたしは火球をうち上げた。

　むろんこんなものが、黒ずくめたちに当たるわけはない。

　が──！

「ブレイク！」

　言ってあたしが、ぱちんっ！　と指を鳴らしたその瞬間。




　つごぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおん！




　天にほうり投げた火フア炎イアー・球ボールが、轟ごう音おんとともに夜空に炸さく裂れつした！

「──っ何だぁぁっ!?」

「どうした!?」

　音と光に驚いて、あちこちの家から声があがった。

　おしっ！　計算どーりっ！

　いろんなことから考えて、黒ずくめたちは、基本的には隠おん密みつ行動のはず。

　となれば当然、人の目に触ふれることは嫌きらうだろう。町の人たちがわらわら出てくれば、彼らは退却せざるをえないはず。

　……なのだが……

「火フア炎イアー・球ボール」

　──えっ──!?

　誰が何をどうしたのか、頭で理解するより早く、あたしはとっさに前に跳んでいた。




　ぐがぁぁぁぁんっ！




　背後で熱気がはじけ散り、家々の壁かべを、炎の赤が照らし出す。

　黒ずくめのどちらかが、いきなし火フア炎イアー・球ボールを放ったのだ。

　むろんこんなところで火フア炎イアー・球ボールなんぞぶっ放せば、どういうことになるかは言うまでもない。炎は近くの家に移り、またたく間に燃えひろがってゆく。

「正気なのっ!?　あんたたちっ!?」

　シェーラとともに路地を走りつつ、屋根の上にいるはずの二人に向かって声をかける。

　むろん答えが返ってくるとは思っていなかったが──

「我々は困らん。街に火を放ったのはお前──リナ＝インバースなのだからな」

「──っなっ!?」

　予想に反して返ってきたその答えに、あたしは思わず声を上げていた。

　なるほど。あたしを倒したそのあとに、町に火をつけたのはリナ＝インバース、という噂をふりまくつもりか。

　しかぁしっ！　そうは問屋がおろさないっ！

　あたしは次の呪文を口の中で唱えはじめた。

　だが、それが完成するより早く。

　二人の行く手をさえぎって、路地の先に飛び出してくる黒ずくめの姿！

　いつの間に下に降りてきた!?

　正面の黒ずくめの手がかすかに動く！

　──ちぃっ！

　あたしはくるりと半回転し、マントの端を手でつかみ、なぎ払はらうようになびかせる。

　ぼっ！　ぼずっ！

　伝わってくる、にぶく重い手ごたえ。

　おそらくは、小さなナイフか何かを投げつけてきたのだろう。それをあたしがマントでからめ取ったのだ。

　そしてあたしの呪文が完成した！

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　あたしの生んだ冷気の矢は、行く手にふさがる黒ずくめに向かってつき進む！

「ぐあっ!?」

　さすがに十数本もの氷の矢はよけきれなかったか、黒ずくめはうち一本を足に受け、大地につなぎ止められる。

　おしっ！　まずはこいつを倒すっ！

　呪文を唱えるあたしの背後で生まれる殺気。

　もう片方が後ろにまわってたか!?

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　後ろから聞こえた声を合図に、あたしは大きく横に跳び、シェーラを押し倒して地面に転がる。

「ちょっとっ！」

　えぇいっ！　文句はあとで聞くっ！

　実際のところ、シェーラが多少の足手まといになっていることは事実だが、逆に彼女の存在は、黒ずくめたちにとっての足かせにもなっている。

　彼らに、シェーラを捕まえる、という目的がある以上、彼女を巻きこみ、殺す可能性のあるような攻撃はできない。今のナイフにしろ、氷の矢にしろ、かなりのとまどいと遠えん慮りよが見てとれた。

　ともあれ反撃に移ろうと、なんとか立ち上がろうとした瞬間。

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　声は、屋根の上から聞こえた。

　──のえっ!?

　前と後ろ、そして屋根の上。

　黒ずくめたちは三人以上いる!?

　一瞬のとまどいと驚きで、わずかにあたしの動きが遅れる。

　それでもなんとかシェーラをまたまたつき飛ばし、その反動を利用して、降り来る冷気の矢から身をかわした。

「氷アイシのクル・槍ランス！」

　一撃を、いまだ動けずにいた正面の奴に放つ。さすがにこれはよけきれず、正面にいた黒ずくめは、全身氷づけとなった。

　──これで一人っ！

　あたしは次の呪文を唱えつつ、場所を変えるべく地を蹴った。

　だがその瞬間。

　くんっ！

　いきなり後ろから引っぱられ、一瞬あたしはつんのめる。

　──なっ!?

　何も気配はなかったはず！

　あわてて肩ごしにふり向けば、あたしのマントの端が、ぴったり地面にはりついているのが見えた。

　──しまった！　さっきの上からの氷フリーのズ・矢アロー、かわしたつもりだったけど、一発、マントに食らってたか!?

　とまどいと焦あせりが生まれたその刹せつ那な。

　その瞬間を見逃さず、後ろにいた黒ずくめは、ふところから、ナイフか何かを取り出して、あたしに向かってふりかぶり──

　どっ！

　大きく前につんのめり、そのまま倒れて動かなくなった。

　そしてその後ろに立っているのは──

「──ガウリイ！」

「よ。なんかどたばたやってるんで見に来たぜ」

　片手に剣をたずさえたまま、こちらに向かってウインクひとつ。

　──っぎっ！　ぎぃんっ！

　それと同時に、頭の上で、剣と剣とのぶつかりあう音。

　やがてほどなく、あたしたちからやや離れた、路地の先の方に、黒ずくめ二人が上から降りて来る。

「よう、来てやったぜ」

　そして、上から聞こえるカルい声。

　風の鳴る音が耳もとを過ぎて、あたしのそばに降り来たのは、言うまでもない。ルークとミリーナの二人組である。

　ガウリイもこっちへ寄ってきて、これでこっちはフル・メンバー！

　とはいえ黒ずくめたちが、全部で何人いるのかはわからない。まだまだ油断は禁物である。

　とりあえず、あたしは魔法で小さな炎を生んで、冷気で地面にはりついていた、自分のマントをひきはがす。

「──あきらめた方がいーんじゃないの？　ここは？」

「あきらめる必要はない！」

　あたしのことばに、黒ずくめの片方は、しかし、きっぱりそう言い切った。

　声からすると相手は、あのガルなんとか、のようである。

　あの時は、退ひき際ぎわのよかったこいつが、こういう言い方をするということは、まだ何か奥の手を隠しているのか……？

「面おも白しれぇ！　ならここで、きっぱり決け着りつけちまおーぜ！」

　言ってルークが、ちゃきっ！　と剣をかまえなおしたその瞬間。

　ぐがぁぁぁぁぁんっ！

　あたしと黒ずくめたちとの間にある家の壁かべが、爆発的に崩れ落ちた！

　反射的に、後ろに飛び退くあたしたち。

「──何だっ!?」

　……る……るるるるる……

　ルークの声に答えるかのように、ガレキの生んだ土つち煙けむりの中から聞こえる低い唸うなり声。

　──いや。土煙の中だけではない。

　あたしたちの後ろ──伸びた路地の闇の奥にも。

　いくつもの気配と呻うめきがわき起こる。

　──まさかっ!?

　あたしはあわてて呪文を唱え──

「明りよライテイング！」

　高くうち上げた魔法の明かりが、あたりの闇をふき払う。

　土煙がおさまり、闇が薄まり、その中にいたものたちが姿を現した。

　十数匹のデーモンたちが。








　　　三、ほれ急げ　早い者勝ち魔まり力よく剣けん









「──んにょわぁぁぁぁぁっ!?」

　いきなり姿を現した、レッサー・デーモンとブラス・デーモンの混成部隊に、シェーラは驚おどろきの悲ひ鳴めいを上げた。

　……まあ……こんなもんがいきなし目の前に出てきたら、ふつーは誰だれでもびっくりするわな。

　かくいうあたしも、さすがにちょっぴし驚いたけど。

　そのシェーラの悲鳴が気にでもさわったか、まわりにいるデーモンたちが、ぎんっ！　と一いつ斉せいにこちらをにらみつけた。

　シェーラが息を呑のむ音を耳にしながらも、あたしはこっそり呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　しかし、それが完成するよりも早く。

　るぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！

　デーモンたちが一斉に吠ほえた！

　無数の火球が、炎ほのおの矢が、デーモンたちの前に現れた！

　そして！

　ひゅごごごごごごごごごうっ！

　それらは一斉に、あたしたちに向かって降りそそぐ！

　しかしその時。

　ずずいっ、と、ルークが一歩、歩み出た。

　手にした剣の刀身が、淡あわい光を生んでいる。

　まさか魔まり力よく剣けん!?　

　大きく剣をふりかぶり──

「魔ま風ふう撃げき！」

　うぉんっ！

　銀の閃ひらめきが虚こ空くうを薙ないだその瞬間、夜風が唸うなり、烈れつ風ぷうが生まれる！

　──魔デイム風・ウイン!?

　風は、飛び来る火球や炎の矢を、いともあっさり吹ふき散らした。

「──ふん……」

　ルークは得意満面で、こちらの方をふり向いて、

「見てくれたか!?　ミリーナ！　俺おれの……」

「自じ慢まん話ばなしは後で聞くわ」

　ミリーナに、あっさり話の腰を折られ、ちょっぴしさみしそーな顔をするルーク。

　そんな二人を眺ながめつつ、あたしはしばし、ぼーぜんとなっていた。

　さっき、ルークが呪文を唱えている様子はなかった。

　呪文の詠えい唱しようひとつもなしに、剣のひとふりと意志力だけで、魔デイム風・ウインの呪文と同等以上の効果を発はつ揮きする──

　こりは、かなりのレベルの魔力剣と見たっ！

　……ひょっとしたら、魔デイム風・ウインを発動させる芸しかないのかもしれないが、それでも、剣にいったん魔力をこめる以上、純じゆ魔んま族ぞくたちのような、物理攻撃が効きかない相手にもダメージを与えられる可能性はあるっ！

　おしっ！　あとで安く売ってもらおうっ！

　しかし今はもちろん、交こう渉しようなんぞしている場合ではない。

　まずは目の前のデーモンたちを倒すのが先決っ！

　はじめにしかけたのはミリーナだった。

「呪アス霊トラ四ル・王ブレ縛イク！」

　彼女の呪文をまともに受けて、近くにいたレッサー・デーモンの一いつ匹ぴきが霧む散さんした。

　ルークとガウリイが、剣をたずさえ、通路の前後の敵に向かってつき進む！

　そして完成するあたしの呪文！

「獣ゼ王ラス操・ブ牙リ弾ツド！」

　生まれ出た光の帯が、デーモン二匹をまとめて貫つらぬく。

　光はあたしの意志に従い、空中でさらに軌き道どうを変えて、さらに一匹を葬ほうむると、夜の空気に散り、消えた。

　この間に、通路の前後でルークとガウリイが、すでに一匹ずつデーモンを倒している。

　残る数は──

「上っ！」

　ミリーナの声と同時に、頭上に気け配はいを感じ取り、あたしはとっさに後ろに跳とんだ。

　ずんっ！

　ほとんど同時に地じ響ひびき立てて、目の前に降り来る大きな影かげ！

　レッサー・デーモン！

　屋根の上にもいたのかっ!?

　そしてその降り立ったデーモンの目の前には──シェーラ！

　まずいっ！　あたしもミリーナも、いまだ呪文の用意はできていないっ！

　デーモンは、シェーラに向かって大きく右手をふり上げて──

　その瞬しゆん間かん。彼女が動いた。

　退ひくのではなく、レッサー・デーモンに向かって大きく一歩踏ふみ出して、右の手のひらをデーモンのみぞおちにたたきつける！

　びぐんっ！

　さして力を込めたとも思えないその一いち撃げきに、レッサー・デーモンの体がひとつ、大きくふるえ──

　……ず……ん……

　そのまま後ろにひっくりかえり、それきりぴくりとも動かなくなる。

　……をやまあ……

「……なんだ……強いんじゃない……シェーラ……」

　あたしのつぶやきに、彼女はやや撫ぶ然ぜんとした顔で、

「弱い──なんて言ったおぼえないわよ」

　肩口にかかった、三みつ編あみの髪かみを指ではじいて言った。

　そーいえば、黒ずくめたちとの攻防のさなかでも、うやむやのうちに、相手の攻撃かわしてたよーな……

　ま、何はともあれ、彼女がなかなか戦やるとわかった以上、こちらも戦いに集中できる。

　さてさて、残る敵の数は──？

　あたしは後ろのガウリイの方に目を向けて、

「ガウリイ！　相手の数、そっちはあとどれくらいっ!?」

　二、三匹──という答えを予想していたのだが──

「わからんっ！　ここにはあと二、三匹だが──！」

　返ってきたのは、予想とすこし違った答えだった。

　……ここには……ってあんた……

「同じくだ！　別のところでも騒さわぎが起きてるみてーだ！　デーモンども、ひょっとして町じゅうにあふれてんじゃねーのか!?」

　あたしとガウリイのやりとりを耳にしたのか、ルークも声を上げる。

　……ま……町じゅう……って……

　どーいう根こん拠きよで言っているのかは知らないが、状じよう況きようをたしかめておく必要はある。

　あたしは口の中で呪文を唱え──

「翔レイ封・ウ界イング！」

　その場で垂すい直ちよく上昇をかけた。

　夜空に昇り、あたりを見回し──

「──なっ!?」

　あたしは思わず声を上げていた。

　一瞬、術への集中が乱れ、風の結けつ界かいがぐらりっ、とかしぐ。

　町のあちこちに、火の手が上がっていた。

　ここからでは状況は何も見えないが、もしこれらのすべてが、デーモンのしわざだとしたら──出現しているその数は、ほとんど百に近いのではないだろうか？

　あたしたちのまわりにいたデーモンたちは、その出現の唐とう突とつさから考えて、黒ずくめたちが召しよう喚かんしたものだと思っていたのだが──どうやらそうではなさそうである。

　術者の力量にもよるが、ふつう、魔道士がデーモンを呼び出して操あやつる場合、一度に召喚・コントロールできる数は、せいぜい二匹が限度と言われている。

　となれば、これだけの数のデーモンを操るのには、最低でも四、五十人の術者は必要だということなる。

　しかし、もしもそれだけの数の黒ずくめたちがいたならば、わざわざデーモンなど呼び出さず、直接全員であたしたちにかかって来るだろう。

　かといって、いつかの村のように、野の良らデーモンの襲しゆう撃げき、というのにしては、出現があまりにも突とつ然ぜんすぎた。

　これだけの数のデーモンが、どこかから押し寄せて来たなら、ふつー誰かが接近に気づくだろうし、騒ぎは町の端から起こったはずである。

　しかし実際、こうして上から見てみると、火の手は町のあちこちから、散発的にわき起こっている。

　──これは一体──

　思ったその時。

　ぽつんっ、と、小さな光が、視界の片かた隅すみに生まれた。

　近い。

　半なかば反射的にそちらをふり向いたその一瞬、小さな光に照らされて、見える黒いシルエット。

　黒ずくめの一人!?　とすればあの光は──

　火フア炎イアー・球ボール!?

　あたしに向かって光球を放つ黒ずくめ。同時にあたしは、術を制せい御ぎよし、下降をはじめる。

　だが！




　ずぐぉんっ！




「!?」

　風の結界に触ふれたのか、はたまたほかの原因か、頭上で火球がはじけ散り、赫あかい炎を撒まき散らした！

　爆発に圧おされて、あたしは風の結界ごと、近くの家の壁かべに、そして地面にたたきつけられる！

　……風の結界なかったら死んでるぞ……これ……

　さすがに多少くらくらしながらも、あたしは地上で術を解とき、なんとか体勢を整ととのえた。

「気をつけて！　みんな！　そこらにまだ黒ずくめたちがひそんでるわっ！　どさくさまぎれにあたしたち始し末まつする気よっ！」

　声を上げ、あたしはみんなに警けい告こくする。

　この状況でなら、黒ずくめたちが、少々おおっぴらなことをやっても、ほうっておいても、みんなデーモンたちのせい、ということになるだろう。

「屋根の上にも？」

「ええ。一人いたわ」

　問うミリーナに答えるあたし。

「なら、そいつが先ね。私が翔とんであなたが撃うつ。それでどう？」

「オーケイ」

　彼女の提案にあたしはうなずき、二人は呪文を唱えはじめる。

　呪文を完成させた彼女が、あたしの肩に手を置いて、『力あることば』を解き放つ。

「浮レビテ遊ーシヨン！」

　おそらく呪文に、何かのアレンジが加えられているのだろう。あたしたち二人は、翔レイ封・ウ界イングなみ──とまでは言わないが、普通の浮レビテ遊ーシヨンよりははるかに速いスピードで、ふわりっ、とま上に浮き上がった。

　ほどなく二人は屋根を越える。あたしはあたりをきょろきょろ見回し──

　──いたっ！

　月の光と炎の赤が、屋根の上にうずくまり、身をひそめた黒い塊かたまりを、闇やみの中に一瞬浮うかび上がらせた。

　同時にあたしはそちらに向かって、唱えた術を解き放っ！

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ごがぁっ！

　あたしの放った一撃が、屋根板を砕くだくその直前、黒ずくめは横に跳んでいた。

　しかぁしっ！

　ぼぐっ！

　黒ずくめの着地した屋根の部分が、いともあっさり陥かん没ぼつした！

　あたしが放った今の一発は、呪タリ符スマンの力を借りた、強化版の振ダム動・ブ弾ラス。むろん増幅されているぶん、破壊力もかなりのもの。並の振ダム動・ブ弾ラスのつもりでよけようとすれば、とーぜんこーいうことになる。

「!?」

　体勢をたてなおそうと、黒ずくめは数歩、たたらを踏むが、こらえきれずに屋根の下へと落下した。

　──とっ。

　それでもちゃんと足から着地する──と、そこまではよかったのだが──

　きゅぼぼぼぼぼっ！

　すぐそばにいた一匹のレッサー・デーモンが、黒ずくめに向かって、炎の矢を浴あびせかけた！

「!?」

　着地直後の、至し近きん距きよ離りからの攻撃は、さすがにかわし切れなかったか、黒ずくめの全身が炎に包まれる！

　そして。




　ごぅんっ！




　隠かくし持った火薬にでも引火したか、黒ずくめの体が爆ばく発はつ、四し散さん。目の前にいたデーモンも、まともにそれに巻き込まれた。

　……しかし……デーモンが黒ずくめに攻撃をしかけたということは、やはりこいつらは、黒ずくめたちに召喚されたんじゃあなかったか……

　ほかにもどこかに黒ずくめたちはいるのだろうが、とりあえず、近くにいる気配はない。

　あたしとミリーナの二人は、ゆっくりとしたスピードで、ふたたび大地に降り立った。

「こっちはざっと片づいたぜ！」

　それを待っていたかのようなタイミングで、ルークが声をかけてきた。

「こっちもだ！」

　どーやらガウリイの方も、かたはついたようである。

　……とはいえ、デーモンたちが暴あばれまわっていたのはここだけではない。

「おーしっ！　このままさくさくこの調子で、ほかのデーモンもぶち倒すわよっ！」

『おうっ！』

「えぇぇえっ!?」

　あたしのことばに、シェーラをのぞく全員は、力強くうなずいたのだった。




「……うぶー……おはよー……」

「そろそろ昼よ」

　まだ眠い目を、こすりこすり降りてきたあたしに、ミリーナは、いつもと同じ口くち調ようで言った。

　ガウリイとシェーラ、ルークにミリーナ。食事のテーブルには、すでに全員が集まっていた。

「……しかたないでしょーが……寝たの明け方だったんだし……あ。おっちゃーん。こっち、チキンステーキセットと煮に魚ざかなセット、ヌードルスープ一つずつおねがいー[image: ]」

　店のおっちゃんに軽い食事を注文してから、あたしはテーブルの、ガウリイの隣となりの席についた。

　──きのうの夜──

　いや、正確に言えば今日のことなのだが、デーモンたちをなんとか一いつ掃そうできたのは、東の空が白みはじめた頃だった。

　むろん、町じゅうのデーモン全部をあたしたちが片づけたわけではない。

　ベゼルドで起こった事件と、近きん隣りんの村や町やらが襲おそわれていることのせいで、こういった大きな町などには、国の兵士やら魔道士協会からの魔道士やらが、警けい護ごのために詰めていたのだ。

　町にはかなりの被ひ害がいがあったものの、彼らの活かつ躍やくもあって、なんとかデーモンたちを撃破することだけはできた。

　あたしたちの泊とまっていた宿も幸い無事である。

　──しかし──

「……けど結局、黒ずくめ連中、逃がしちまったな」

　皿さらにのっかったヒラメのクリームソテーを、フォークの先でつつきながら、ルークは面おも白しろくもなさそうにつぶやいた。

「……まーねー……

　結局、収しゆう穫かくらしい収穫っていったら、シェーラを保ほ護ごできた、ってことくらいね……」

「保ヽ護ヽ？」

　あたしのことばに、シェーラはジト目をこちらに向けて、

「……屋根からつき落としたり、デーモンと戦わせたりするのが……？」

　ああああっ！　まだちょっぴり根に持ってるっ！

「……いやまあ……あれはその……そうっ！　あなたの隠れた実力を見越した上での行動だったのよっ！」

「ほほぉぉぉぉぉう……」

　なおも何やら言いたげなジト目で彼女はあたしを見つめる。

「──ま、それはさておいて、だ」

　横からさらりと口をはさんできたのはガウリイだった。

　彼は、シェーラの瞳ひとみを、まっ正面から、ひたっ、と見つめて、

「……そろそろ事情を説明してくれてもいいんじゃないか？」

「……う……」

　言われてシェーラは小さく呻うめくと、かすかにガウリイから視線をそらした。

　しかしガウリイは、じっと彼女を見つめたまま、

「──たしかに前、リナに事情説明してもらったことはあったが──あの時は全然聞いてなかったし……」




　どがしっ！




　あまりといえばあまりの発言に、思わずテーブルに突つっ伏ぷすあたし。

「……き……聞いてなかったのっ!?　あんたはっ!?」

「いやぁ。はっはっは」

　ガウリイは、ぽりぽりとうしろあたまを搔かきながら、

「ひょっとしたら聞いてたかもしれねーけど……ま、今はンなこと覚えてないから、結果的には同じかなー、なんて思って……」

「にこやかに言うなぁぁぁぁっ！

　するってぇと何？　ひょっとしてあんた、単にあたしが動いてるから、なーんも考えずにいっしょにくっついて、なりゆきまかせに動いてた、ってこと!?」

「まあなー」

「にこやかに言うなと言っとろうがぁぁぁっ！」

　ごすっ！

「をぐっ!?」

　あたしの怒いかりのエルボーが、ガウリイのこめかみにめり込んだ。

「だからぁっ！　ひらたく言うと、あんたの使う魔力剣手に入れたいから、剣持ってそうなシェーラに恩売って、あわよくば剣タダで手に入れよう、って動いてるのよっ！」

「……すっごくひらたいです……それ……」

　横で聞いていたシェーラの、あたしを見る目が、ますます険けん悪あくになったよーな感じがするのは気のせいだろうか？

　細かいことはさておいて。

　あたしはシェーラの方に向きなおり、

「……ま……冗じよう談だんはとにかくとして……」

「ほんとーですか？　ほんとーに冗談だったんですか？　今の発言？」

　彼女のツッコミを、あたしはあえて無視してことばを続ける。

「あなたにも、いろいろと事情があるだろう、ってことは想像つくわ。

　言いたくないこともあるでしょう。

　──けどね。

　言いたくないから、事情があるから言わない、ってことですまされるような事態じゃあなくなってきてる、って思うんだけど」

「………………」

　あたしのことばに、シェーラは無言のままで、ぷいっ、とそっぽを向く。

　そこをあたしがもうひとつつき。

「……ねえ……シェーラ……

　ひょっとして、関係してるんじゃないの？

　あなたが話したがらないこと──

　あえて言い切っちゃえば、ベゼルドの剣と、今回のデーモン発生事件とは……」

「……なっ……!?」

　ルークが思わず声を上げ、ミリーナの片方の眉まゆが、ぴくんっ、とはね上がる。

　むろん事態をぜんぜん理解してないガウリイは無む反はん応のう。

　そして、シェーラは──

　……はぅ……

　重いため息をひとつついた。

　一瞬の沈ちん黙もくが落ちる。

　それを待っていたかのように、店のおっちゃんが、あたしの前に、注文した料理を持ってくるが、あたしはあえてそれには手をつけず、じっと静かにシェーラを見つめる。

「……あれは……」

　ぽつり、と彼女が口を開いたのは、ややあってからのことだった。

「……あの剣は……世にあってはならないものだ……

　……父が、酔よった時には必ず、口ぐせのようにそう言ってました……」

　──やはり──剣！

　シェーラの胸ぐらひっつかみ、かっくんかっくんゆさぶりながら、どこにあるか、と問いつめたくなる衝しよう動どうを、必死の思いでおさえつけ、あたしは黙だまって耳をかたむけた。

「……あれは魔を生む剣だ……この世に出てきてはいけない、と……」

「魔を生む……剣……？」

　シェーラのことばに、思わず顔を見合わせるあたしたち。

「ええ……

　くわしいことは、あたしにも語ってくれませんでした。

　けれども……

　もし、父さんの言ってたそのことばが、剣と、今回のデーモン発生事件とが関係ある、という意味ならば……

　何かの拍ひよ子うしに、剣の力が発動し、今回の事件が起きたのだとすれば……

　あたしが──なんとかしなくちゃあいけないのよ……」

　ことばの後半は、自分自身に言いきかせるかのようなつぶやきになった。

「……なるほど……で、一人でどーにかしようと、ベゼルドに向かってた、と……」

　あたしのことばに、彼女はこっくりとうなずいた。

「けれど、『なんとかする』方法は知っているの？」

「……そ……それは……」

　ミリーナに、静かな口調で問いかけられて、シェーラはくちびるを嚙かんで下を向く。

　普通なら、ここで、しばしの気まずい沈黙が落ちたりするのだが……

「よーしっ！　シェーラちゃん！　なら俺たちに任まかせとけ！　絶対なんとかしてやるよっ！」

　ルークは自信まんまんおーいばりで、どむっ、と自分の胸を叩たたいた。

「断言できる根こん拠きよはあるの？」

「ないっ！」

　冷静なツッコミを入れるミリーナに、やはりルークは、自信まんまん、即座にきっぱり言い切った。

「ないけど、やると言ったらやるっ！　それが男ってもんだっ！」

「ナンセンスね」

　言ってから、彼女は静かにほほえんで、

「ナンセンスだけど──嫌きらいじゃないわ。そういうの」

「嫌いじゃない!?」

　彼女のことばに、ルークは瞳ひとみをうるうるさせながら、

「……ってことは！　そーかっ！　とうとう俺の愛を受け入れる気になってくれたかっ!?」

「冗談言ってる暇ひまがあったら、話を先に進めましょう」

「……じ……冗談って……俺は……」

　とことん冷たく受け流されて、ルークはしばしめそめそしていたが、やがてほどなく、

「……えぇいっ！　この愛が、たとえ今は受け入れられずとも、いつかはきっと実る日も来るっ！　その日までっ！　俺がくじけることはないっ！」

　店じゅうに、響ひびきわたるかのような大声で、力いっぱい言い放つ。

　……やめろって……恥ずかしいから……

　ほかの客、こっち見てるし……

「……け……けど、よ。

　もしもその『魔を生む剣』ってことばの通り、その剣が、今回のデーモン事件の原因になってるんだとしたら……」

　これ以上、ルークに恥ずかしいセリフを吐かれてはたまらない。あたしはあわてて話題を変える。

「どこぞの王室か領りよう主しゆのおかかえ秘ひ密みつ部ぶ隊たいふうの、あの黒ずくめたちが手に入れたがるのも無理ないわ」

「……なんで……？」

　あたしのことばに、首をかしげて問うガウリイ。

「……な……なんで……って……

　軍事利用できるでしょーが。思いっきし」

「軍事利用って……けど、剣持ってると、あたりにデーモン出てくるんだろ？　

　ならそんな剣、自分の国や領地に、あぶなくて持って帰れねーんじゃないのか？」

「……だからぁ……

　逆の使い方すればいーのよ。

　たとえばその剣を、敵対する相手の国だか領地だかにかくして置いておき、デーモンぽこぽこ自動発生状態にしておく。

　これであとは、ほうっておいても、敵の領土内でデーモンが発生しまくって、戦力・国力ともにボロボロ。

　あとはころあいを見み計はからって──軍を送って侵しん略りやくするなり、援えん助じよの名目で吸収をもくろむなり、やりたい放題し放題。

　まともに戦争するよりも、圧あつ倒とう的てきに安くて効果的よ」

「……な……なるほど！……さすがリナ、悪どいこと考えさせたら……いやその……なんでもない」

　あたしの怒りの視線に気づいたか、ガウリイはことばの最後をのみこんだ。

「──ま、そんなもんがリナ＝インバースみてーな極ごく悪あく人にんに渡りゃあ、世の中おーさわぎ、ってことはまちがいねーな」

「誰が極悪人よっ!?　　誰がっ!?」

「誰が……って……たった今言っただろーが」

　すかさず横から突っ込むルーク。

「……こっ……！」

「冗談はこのくらいにして──」

　あたしが文句を言うよりほんの一瞬早く、彼はさらりと話題を変えた。

「実際の話、そんな剣がもし本当にあるなら、だ。少なくとも、あの黒ずくめ連中に渡す気にはなれねーな」

「……っ……！　……ま……まーね……それは同感……」

　言われっぱなしというのはかなりしゃくではあるが、こーいうマジメな話を持ち出されれば、それを無視してさっきの口ゲンカをぶり返すというわけにもいかない。

　しかたなく、あたしはこっくりうなずいた。

「そこで、だ。

　ひとつ提案があるんだが……」

「提案？」

「ああ。

　──まず、シェーラちゃんにたしかめておきたいんだが、もし俺たちが、剣をどうにかして、デーモン騒ぎを止めることができたら──

　そのあと、問題の剣がどうなってもかまわねーよな？　悪用さえされなけりゃあ。

　──たとえば、俺たちの誰かが、その剣をもらっちまう、なんてことになっても」

「……え……ええ……まあ……

　手伝うから金をくれ──なんて言われたら困りますけど、それくらいなら……」

　ルークのことばに、いともあっさりうなずくシェーラ。

　……って彼女、魔力剣の値段が一体どれくらいするか知ってるんだろーか？

　それとも、デーモンを勝手に召しよう喚かんするような剣など、どうせ金にならないだろう、とでも踏ふんでいるのか……

「よーし。オッケー」

　ルークは、ぱちんっ、と指を鳴らしてこちらに向きなおり、

「で、次はあんたらに質問だ。

　もしも魔力剣があって、それが手に入るとしても、だ。

　俺たちと仲良く山分け、なんてなふうになれあう気なんてねーんだろ？」

「まーね」

　言ってあたしはこっくりうなずく。

　こっちはあくまでも、『使う』ために剣を手に入れたいのである。それをルークたちと山分けする、なんぞというのは不可能な話。

　……まあ……ルークたちに、剣の値段の半額を払はらって『買い取る』形で解決する、という方法も、あるにはあるのだが……

　なんか損そんしたよーな気分になるからヤだ。

「そこで。

　俺の提案、ってのはこうだ。

　黒ずくめたちに対抗するのには、俺たち五人は手を結ぶ」

「……あんた……なれあいをする気はない、とかって言ってなかった……？」

「──まあ最後まで聞けって。リナさんよ。

　黒ずくめに対抗するのには手を結ぶ。

　剣に関しては──まあ、このデーモンぞろぞろ現象をなんとかするのには、手を結んでもいーんじゃねーかと思うんだ。

　で。デーモンの方がなんとかなったとして、だ。

　そのあとも、剣が無事に残ってるなら、俺たち二人とあんたら二人、早い方勝ち、恨うらみっこなしで、手に入れた方のもの──ってところでどーだ？」

　……ふぅむ……なるほどそう来たか……

　あたしはしばし考えて、

「──そうね……

　けど、答える前にひとつ確認。

　もしも、デーモン発生を止めるには、剣をへし折るしかない──ってことになった時、あんたはどーするつもり？」

　ぴぴくっ！

　あたしに問われ、ルークの顔が、一瞬──だが、たしかに引きつったことを、むろんあたしは見逃さなかった。

　ま、引きつるのも無理はないけど。

　ルークの目的は、あくまで剣をお金に換かえることである。

　レッサー・デーモンやブラス・デーモンを勝手にほこほこ発生させる剣、となれば、むろん、表立って堂々取引きする、というわけにはいかないが、それなりのスジに売りさばけば、かなりの金が手に入る。

　一方、剣を使うのが目的のあたしたちにしてみれば、まわりにデーモンやたら呼び出す剣なんぞ、使うどころか持ち歩く気にもなれない。

　つまりこの条件は、あたしたちには有利だが、ルークたちには不利なはず。

「……そ……それは……」

　あたしの予想した通り、ルークはしばし言いよどむ。

　が。

　何かを訴うつたえるかのような目で、横からじっと彼を見つめるシェーラの視線に、はた、と気づいて、

「……と……とーぜんだろーが！

　何よりもっ！　事件をおさめることの方が先決だからなっ！

　は……はははっ！」

　未み練れんたらたらの表情のまま、ヤケクソ気味にバカ笑い。

「おーし。そーいうことならこっちにも異存はないわ。

　シェーラも。そういうことでいい？」

「もちろんです。デーモンたちの発生を止められるなら。

　ベゼルドの北の山にある、廃はい鉱こうの奥──

　それが、剣のありかです。

　くわしい場所については──ベゼルドに着いてから説明します」

「おーしっ！　そうと決まればベゼルドまでは一時休戦、ぬけがけなしよっ！

　──ってところでルーク、話は変わるけど、魔力剣っていえば、あんたの持ってる剣、それってやっぱし何かの魔力剣でしょ？」

「ん？　ああ。無む銘めいだけどな」

　んむっ！　やはりあたしのにらんだ通りっ！

　ならばさっそく売ばい買ばい交こう渉しよう！　安く買えればすーぱーラッキー！

「ねえねえっ！　その剣、あたしたちに売る気ないっ!?　どうっ!?　思い切って五百三十でっ！」




　ずがしゃあっ。




　あたしのぱーへくとな提案に、なぜかひっくりこけるルークとミリーナ。

「なんだぁぁぁっ!?　その値段はっ!?」

「ふっ。我われながらびっくりするくらいの適正価格[image: ]」

「どこがっ!?」

　ルークは力いっぱい不満の声を上げた。

　しかし、ルークはそう言うが、あたしはかつて、ガウリイに、光の剣を五百五十で売って[image: ]なんぞと交渉したことがあるのだ。

　まあ……結局売ってくんなかったけど……

　光の剣が五百五十だというのなら、魔デイム風・ウインのおまけつき、程度の無銘の魔力剣に、それ以上の値段をつけるわけにはいかないっ！　それこそが適正価格、商人としてのポリシーというもんであるっ！

　……地方によっては、搾さく取しゆとか詐さ欺ぎとか言うかもしんないけど……

「言っとくけど。

　今はなくなっちゃったけど、この前まであたしが持ってた魔力剣なんて、このガウリイがおまけについててタダだったのよっ！」

「……おい……」

　さすがにガウリイも、今のあたしのことばは聞きずてならなかったのか、ジト目であたしをにらみつけた。

「……まあ……その値段じゃあ売れねーけど……」

　ルークはなんとかイスを立て直し、

「五百三十億なら……」




　どごしっ！




　彼のことばに、こんどはあたしの方がひっくりこけた。

「……お……お……億……って……」

　つぶやきながら、あたしはよろふら体勢をたてなおす。

　……今までにも、こっちの言い値の一万倍、ふっかけてきた奴やつはいたけど……

　さすがに億ってえのはスゴいぞ。

「……つ……つまり……売る気はない……ってわけね……」

「ムチャな商談持ちかけてくるような奴には、な」

　すずしい顔で言い放つ。

　……う……うーむ……そーゆーことならしかたない……

　やっぱしここはひとつ、ベゼルドにあるとゆー魔力剣に賭かけるかっ！

　ルークたちから剣を買えば、もちろん金払わなくっちゃあなんないが、自分たちで手に入れればタダである。魔力剣の値段の相場を考えれば、はっきし言ってこの差は大きい。

　さてさて、いつ、どちらが先に抜けがけするか。

　剣のゆくえはどーなるか。

　いや、それ以前に、ほんとーに剣はあるんだろーか……？

　れーせーに考えてみるならば、そもそもの大前提になっている、剣がある、という話は、シェーラのお父さんが酔よっぱらった上で言った、というだけの根拠である。

　フタを開ければ剣などなくて、デーモン事件は全く別件、などという展開もじゅーぶんありうる。

　しかし、ンなこといちいち考えてたら、それこそ何もはじまらない。

　とりあえず、そーゆーことで。

　さまざまな問題を抱かかえまくったそのままで、分ぶん裂れつ前提のにわか同どう盟めいが、ここに結成されたのだった。




　──ベゼルドの町──

　今回のデーモン大量発生事件、その発ほつ端たんの地だけあって、町は、重苦しい空気に包まれている。

　デーモンの襲しゆう撃げきを警けい戒かいしてか、道には露ろ店てんのひとつもなく、どこかへ疎そ開かいでもしたのか、扉とびらを閉ざしている民家や商店も多い。

　町の要所要所には、厳きびしい顔で佇たたずむ兵士たちの姿が見うけられ、昼間といえど、通りをゆくものは少なく、町は異様な静けさに包まれている。

　──さながら、町そのものが、恐きよ怖うふに身をすくめてでもいるかのように──

　………………

　などという情景を、あたしは想像していたのだが──

　実際のべゼルドの町は、けっこー平和だったりするのだ。これがまた。

　通りには露店が並び、馬車が行き交う。

　にぎわう商店。通りを走り回る子供たち。

　……まあ、兵士や魔道士の姿が、ほかの町などに比くらべるとたしかに多く見られるが──違いといえばその程度だったりする。

　宿のおやじさんの話によると、なんでも、しばらく前までは、たしかに、デーモンが襲ってくるんじゃあないか、と噂うわさが流れて、露店が出なかったりしたことはあったそうなのだが──

　ここより先に別の村やら町やらが襲われたせいで、こうなればどこに逃げても同じ──いや、むしろ、兵士が多く駐ちゆう留りゆうしているぶん、かえってここの方が安全なのでは、という話になり、結局、町から出てゆく者はほとんどいなかったらしい。

　たとえこの町から逃げ出したところで、ゆくあてはない──という人間も多いだろう。

　……と、そのあたりのりくつは、わからんでもないのだが……

　ちょっと緊きん張ちよう感かんがないよーな気がするぞ……

　部へ屋やの窓から、夜の町を眺ながめつつ、あたしはそんなことを考えていた。

　街がい灯とうに灯ともされた魔法の明かりが夜を照らし出す。

　あちこちにある酒さか場ばからは、ざわめきがここまで届いてくる。

　真夜中──とまではいわないが、今はすでに、夕食どきをずいぶん過ぎている。町のひとたちがすこしは危機感持ってるならば、不安におびえて、家の中にでも引きこもっているような時間だが、ここから見るかぎりでは、けっこうまだ人通りもあったりする。

　あたしたちの泊とまっているこの宿にしても、いまだちょくちょく人の出入りが──

「──？」

　あたしは無言で眉まゆをひそめて身を乗り出した。

　今、この宿から外に出ていった小こ柄がらな人ひと影かげ──

　その後ろ姿は、間違いなくシェーラのものだった。

　黒ずくめの一団が、この町にもいる可能性はかなり高い。そんなことは、彼女も百も承しよ知うちのはず。

　にもかかわらず、なんで、あたしたちに声もかけず、こんな時間にひっそりと……？

　思ったあたしの脳のう裏りに、シェーラと出会ったその村で、宿のおっちゃんが言っていたことばがよみがえった。

　──彼女は、このベゼルドで生まれたのではないか──

　……ふぅ……む……

　とたんにむらむら頭をもたげる好こう奇き心しん。

　過去にいろいろあったようなので、彼女の生おい立ちについては、あえて何も聞かなかったが、考えてみれば、彼女の母親は誰なのか、本当に出身地はこのベゼルドなのか。不明な部分はいくらでもある。

　………………

　一瞬だけ迷まよったそのあと、あたしはマントをひるがえした。

　部屋を出て、階段を下り、宿の玄げん関かんへと向かう。

　何をするかは説明するまでもない。シェーラのあとをつけるのだ。

　とはいえ誤解してもらっては困こまる。あたしは別に、単なる興味本位で彼女をつけるわけではない。これはあくまで、黒ずくめたちからの彼女の護ご衛えい、なのである。

　……ならば、こそこそあとをつける必要はない、という説もあるにはあるが……そこはそれ、シェーラがどこに何をしに行くのか、ちょっぴり興味はあるし……

　ま、そのあたりのことは、複雑な乙おと女めご心ころ、とゆーことで……

　宿の玄関を出て、あたりをきょろきょろ見渡せば──

　──いたっ！

　ぼんやり灯った街灯の明かりの下を、しずかに過ぎゆくシェーラの背中が、玄関先からも見て取れる。

　あたしはそのあとを追って、そっと、夜の中にすべり出した。

　彼女はしばらく大通りを行ってから、やがて横の通りへと入り込む。

　ここからでは彼女の表情は見えないが、その足取りは、何か、焦あせっているかのようにも見えた。

　ほどなくシェーラは通路の角を曲がり、うらびれた路地へと入って行った。

　急いでいるのか、考えごとでもしているのか、後ろをふり向こうともしない。

　やがて彼女はだんだんと、町の中心からはずれ、下町のほうへと進んでゆく。

　あたりからは酒場の灯ひも消えて、闇やみの色が、すこしずつ濃こさを増してくる。

　……なんか……あんまし雰ふん囲い気きよくないよーな……

　などと思いつつも、なおもしばらくこそこそと、彼女のあとをつけるそのうち。

　ひたりっ、と、先をゆくシェーラの足が止まった。

　あたしの尾び行こうに気づいた──というわけではない。

「よー。おじょうちゃん。こんな時間にこんなところをお散歩かい？」

　立ち止まった原因は、彼女のゆく手に姿を見せた、ごろつきふう四人組だった。

「ぶっそうだぞー。女の子のひとり歩きは。

　なんならオレたちがおうちまでエスコートしてやろうか？」

　中の一人のひげづらが、言って、にまりっ、と下品な笑えみを浮かべた。

　酒でも入っているのだろう。あんましろれつが回っていない。

「──急いでるんです。どいてください」

「『いそいでるんです。どいてください』だってよ。かーわいーねー」

　一体何が面白いのか、言って、どっ！　と笑い声を上げる。

「なあ、何の用かは知らねーけど、そんなのほっぽっといて、今から、ちょっとオレたちとつきあわねーか？」

「……急いでます。通してください」

　くりかえしたシェーラの声には、今度はわずかに怒りの色がこもっていた。

　……ふっ……シェーラの実力知んないで、よけーなちょっかいかけるとは……不幸なごろつき連中である。
















「……まーまー。そうつれないこと言うなよー」

　ひげづらが、シェーラに向かって手を伸のばし──

　瞬間、彼女の右手が動いた。

　男の右手をあっさりはじき、裏うら拳けんを、ごろつきの顔面にたたき込む──

　その光景を、あたしが脳裏に描えがいたその時。

　ふいっ、と、ごろつきの姿がかき消えた！

　──えっ!?

　どむっ！

「っぐっ!?」

　呻うめいて大きくよろめいたのは、ごろつきたちの一人ではなく、シェーラの方だった。

　そのままぐらりっ、と前に倒れ込んだのを、ひげづらが抱だき止める。

　シェーラが拳こぶしをくり出したその瞬間──

　狙ねらわれた男が身を沈しずめ、彼女のみぞおちに拳をたたき込んだのだ。

　むろん、ただの酔っぱらったごろつきふぜいに、そんなまねができるわけはない。

　さては──！

　あたしはあわてて呪じゆ文もんを唱となえつつ、連中の前へと飛び出した。

　しかしその瞬間。

『炎フレのア・ア矢ロー！』

　しゃべらなかった男二人が、同時に、あたしに向かって攻撃呪文をぶっ放す！

「うどわわわわっ!?」

　あわてて近くの路ろ地じに身を隠かくし、なんとか一撃をかわすあたし。

　あたしがシェーラをつけていることに、連中は気づいていたらしい。

「──リナ＝インバース。

　お前の相手は、そこの二人がしてくれる。

　それじゃあこの娘むすめは、こちらで預あずからせてもらうぞ」

　ひげづらの声が変わっていた。

　あたしの聞き覚えのある声に。

「ザイン！」

　そう。一見どこからどう見ても、ごろつきろくでなし酔っぱらいふうのこの男こそ、例の黒ずくめの一人、ザインだったのだ。

　──うかつだった！　まさかいつもこそこそやってる連中が、いきなり素顔で、ごろつきを装よそおい、ちょっかいをかけてくるとは……！

　ザインは肩に、かるがるとシェーラをかつぎ上げ、くるりと背を向け、ほかの一人とともに、路地の奥へと走り去る。

　残った二人であたしの足止めをするつもりか！

　あたしは急ぎ、呪文を唱え、そばの壁かべに手をついて、唱えた呪文を解き放つ！

「氷ヴア結ン・蔦レイル！」

　手を起点にし冷気の蔦つたが、らせんを描いて壁を、大地を這はい進む。

　これに接触したものは、一瞬にして氷にからめ取られ、よくてその場に足止め、運が悪ければ一瞬にして氷づけ、である。

　だがしかし。

「炎フレのア・ア矢ロー！」

　男の片方が放った術が、伸びゆく氷の蔦をあっさり蒸じよう発はつさせた。

　──なるほどっ！　炎フレのア・ア矢ローを唱えておいて、あたしがここから飛び出すか、術をしかければそれをぶっ放す。あくまで時間かせぎの足止めに徹てつするつもりかっ！

　ならばっ！

　あたしは次の呪文を唱え──

「魔デイム風・ウイン！」

　強風を生み出す呪文を解き放っ！

　普通なら、相手の動きを止める程度の風を生み出すのがせいぜいだが、あたしの今の一撃は、呪タリ符スマンの力を引き出して、増幅したものである。

　しかも使ったこの場所、さして幅もない路地でのこと。




　っごうおぉぉぉぉぉっ！




「──!?」

　連中の予想をはるかに越えた烈れつ風ぷうは、彼らの叫さけびさえかき消して、二人を文字どおり吹ふき飛ばした。

　おしっ！

　身を隠していた通路を飛び出し、あたしはザインの去っていった方へと向かった。

　ほどなく路地は、三叉路へと行き当たる。

　右か!?　左か!?

　あたしが一瞬、迷い、立ち止まったその時。

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　声と殺さつ気きは、ま上から降ってきた。

「──!?」

　とっさに大きく後ろに跳とぶ。

　ほとんど同時に、つい今しがたまで、あたしの立っていたあたりの地面に、十本ほどの冷気の矢がつき刺ささる。

　あわてて上をふりあおげば、古びた民家の屋根の上に、こちらを見下ろし、佇たたずむ男が一人。

　さっきザインといっしょに逃げて行った奴である。

　ここでもしつこく足止めするかっ!?

　もはやザインとは、かなり引き離されているはず。となればあんまし、こいつにかまっているヒマはない。

　とはいえ、無視して路地を駆かけ抜けるのは危険すぎる。

　ならばっ！

　あたしは翔レイ封・ウ界イングの呪文を唱えはじめた。

　まわりに風の結けつ界かいを纏まとう高速飛行の術。これで通路をかっ飛ばせば、かりに上から少々の攻撃呪文を降らされても、風の結界がはじいてくれる。

　──しかし、あたしの呪文が完成するより早く。

　屋根の上の男がいきなり、くるりっ、と、こちらに背を向け、姿を消した。

　──しまった!?

　それは、とりもなおさず、ザインがもはや、あたしの手のとどかない場所まで逃げ延びたことを意味していた……




「どーすんだっ!?　一体っ!?」

　だむっ！　とテーブルを殴りつけ、ルークは怒りの声を上げた。

　シェーラをザインたちにさらわれた、あのあと──

　あたしは浮レビテ遊ーシヨンの術で、しばらく上空から、あたりを探してもみたのだが、結局見つけることはできずじまい。

　魔デイム風・ウインで吹っ飛ばした二人も、いつの間にやら姿を消しており、結局何の手がかりもなし。

　むやみに一人で探さがしていても、ただただ無む駄だに時がゆくだけと判断し、宿に戻もどってみんなに事情を説明したのだが──

　あたしのことばに、やっぱしルークは激げき怒どした。

「言っとくけどな！　ごめん、ですむ問題じゃねーぜっ！　連中の目的は、シェーラちゃんのにぎってる情報だ！　聞き出すためにはどんなことするか……！

　これでシェーラちゃんの身に何かあったら、一体どーするつもりだっ!?　てめえっ!?」

「……うっ……」

　むろんあたしに、言い返せようはずもない。

　たとえば、シェーラがこっそり宿を出た時点で声をかけていれば。あるいは彼女が、ごろつきを装よそおったザインたちにからまれた時、油断せずに何らかの手を打っておけば。こうなることは防ふせげたはずなのである。

「大体だなっ！　面おも白しろそうだからあとをつけてみよう、なんてな野や次じ馬うま根こん性じようが……」

「文もん句くはあとででも言えるわ」

　ルークのことばを遮さえぎったのは、ミリーナの静かな声だった。

「今、やらなければならないのは、全員でシェーラを探すことよ」

「……う……そうか……そうだよな……

　よーしっ！　リナさんよ！　あんたへの文句はあとまわしだっ！　ともかくその現場に案内しろっ！」

「わかったわ！」

　むろんあたしに異論のあろうはずはない。もともとそう頼たのむつもりで、ここに戻ってきたのだから。

　かくて、あたしたち四人は、さらわれたシェーラを救きゆう出しゆつするべく、夜の町へと飛び出したのだった。




「ここよ」

　言ってあたしが足を止めたのは、屋根の上から氷フリーのズ・矢アローを降らされた、あの三叉路でのとこだった。

「シェーラをさらった黒ずくめがここを通ったことは、ほぼ間違いないわ。

　それにあいつは、シェーラを抱かかえてた。いくら鍛きたえてたとしても、そうそう早く走れるもんじゃあないわ。

　となるとたぶん、連中のアジトかかくれがは、この近くにあるはずよ！」

「わかった！　なら手分けだな！　俺たちは右！　あんたたちは左だ！　なんかあったら、魔法の明かりでも打ち上げて合図だ！」

　言うとルークは、こちらの答えも待たず、ミリーナとともに路地をかけてゆく。

「さてとっ！　ガウリイ、あたしたちも探すわよっ！」

「おうっ！」

　あたしとガウリイの二人も、反対がわの路地へと向かう。

「……けどよリナ、ここからそう遠くない、って言っても、けっこう探すのたいへんだぞ……これ……」

「……ま……まーね……」

　ガウリイのことばにうなずくあたし。

　あたりには、誰かが住んでいるのか、はたまた廃はい屋おくなのか、けっこう古びた建物が建ち並んでいたりする。

　その中にはむろん、地下室だの屋根裏部屋などがある家もあるだろう。

　そういったあたりにザインたちが、身をひそめている可能性も大きい。

　たしかに探しにくいことはこの上ないが、見落としは許ゆるされないのだ。

「──とにかくっ！　たいへんだろーとなんだろーと、片かたっ端ぱしから探すっきゃないわっ！

　とりあえずこの家あたりから行ってみるわよっ！」

　あたしはすぐ手前にあった、一いつ軒けんの廃屋を、びしぃっ！　と指さす。

　ショート・ソードを引き抜いて、剣のきっ先に明かりを灯ともし──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ごばぁっ！

　入り口の扉を攻撃呪文で吹っ飛ばし、中へと入り、探たん索さく開始！

　………………

　とはいえさすがに、一発目で大当たりが出るほど、世の中甘くはないようである。

「つぎっ！　あの家行ってみよーっ！」

　二軒目を指さしあたしは言った。

「……けどよリナ、なんだってシェーラは、一人で町になんて出てったんだ？」

「さーね。こればっかしは、当人に聞かなくちゃわかんないわね。

　……危険を承しよ知うちで一人こそこそ出ていったくらいだから、かなりの事情はあったんでしょーね。

　あるいは、自分の力を過か信しんしてたか……

　ひょっとしたらこの一件、まだまだ何か裏があるかもしんないけど……

　ともあれまずは、彼女を見つけるのが第一よ」

　二軒目もスカ。三軒目もはずれ。

　術で扉をぶち破り、地下室ないか走って探し、屋根裏探すのはめんどくさいから、最上階の天てん井じよう板いたを、呪文でぶち割ってたしかめる。

　そんなことを、何回くり返した頃だっただろうか。

「……えーっとね、ンじゃあ次はあの家を……」

　言ってあたしが、近くにある一軒の廃屋を、指さそうとしたその時。

　ぱぁっ、と、横手の空が明るく輝かがやいた。

「──え!?」

　そちらに目を移してみれば、夜空に輝く魔法の明ライかテイりング！

　ルークたちからの合図である。

　なるほどっ！　あっちの方が当たりだったかっ！

「行くわよっ！　ガウリイ！」

「おうっ！」

　ひとつ大きくうなずきあって、二人は同時にかけ出した。

　明ライかテイりングの輝く下へと。




　暗く沈しずんだ窓まどの奥に、一瞬光が閃ひらめいた。

　あたしたちが、合図の明ライかテイりングの下へとたどり着いた時、すでにそこでは、戦いははじまっているようだった。

　もとは集合住宅だったのだろう。三階建て、レンガ造りの建物の、三階の窓から、攻撃呪文のものらしき光が時々、思い出したかのように漏もれている。

　浮レビテ遊ーシヨンか翔レイ封・ウ界イングの飛行術で、一気に窓から突とつ入にゆう──といきたいところだが、翔レイ封・ウ界イングで突っ込むには窓は小さすぎ、かといって、浮レビテ遊ーシヨンでのたのた上がって行って、もし変な場所に出ようもんなら、それこそ敵から狙ねらい撃うちである。

　やはりここは正直に、玄関から突入するしかないか。

　二人は建物の玄関へと向かって走る。ルークたちがぶち破ったのか、扉は壊れ、転がっていた。

　とりあえず、あたりに敵の気け配はいはない。

　二人はそのまま奥へと進んだ。上からは、なおも戦いの続く気配が伝わってくる。

　階段を見つけて一気に三階までかけ上がり──

　ひゅんっ！

「にょわっ!?」

　階段から、三階廊ろう下かへ顔を出したそのとたん、目の前を、一いち条じようの光が行き、過ぎた。

　ごがぁっ！

　光はあたしの目の前を通り過ぎ、その先の壁をぶち砕くだく。

　……振ダム動・ブ弾ラス……あ……あびゅねーっ！

「遅おそかったなっ！」

　さほど離はなれてもいないところに、ルークとミリーナ、二人の顔。

「二人ほどぶち倒してやったが……連中もねばりやがるっ！」

　階段を上がった場所からは、向かって左のほうにまっすぐ廊下が伸びており、廊下の左右には、各部屋のドアが並んでいる。

　ルークとミリーナがいるのは、ここからななめ向かいの部屋の扉の陰かげだった。

　どうやら伸びた廊下の先に、黒ずくめたちが、まだ何人かいるようである。

「ほかの階には敵は!?」

「一し階たとの二ほ階うにはいなかった！　ここだけだ！」

　なるほど。ならばここの戦力を叩たたけばよし、か。

「ならとっとと連中倒すわよっ！」

「簡単に言うなっ！　それができりゃあ苦労しねーよっ！」

　あたしのことばに、根こん性じようのないセリフを吐はくルーク。

　……ま、たしかに敵は、廊下の長さを利用して、間断的に攻撃呪文を撃うってきている。

　この状況で、廊下をまっすぐ突っ走る、というのはたしかに自じ殺さつ行こう為いだろう。

　この奥に、シェーラが捕まっている可能性が高い以上、派手な呪文で建物ごと吹っ飛ばすというわけにもいかない。

　──しかし──

　頭と呪文は使いようっ！　やりかたしだいでなんとでもなるっ！

　あたしは、ひょいっ、と廊下に顔をのぞかせた。

　とたんに飛んでくる氷フリーのズ・矢アロー！

「わたたたたっ！」

　あわてて顔を引っこめて、その一撃をやりすごす。

　しかしこれで、ざっと敵の布ふ陣じんはわかった。

　廊下のいちばんつきあたり、左右の部屋のドアの陰、そこに黒ずくめが一人ずつ。

　おしっ！　ならばさっそく作戦実行！

　あたしはくるりときびすを返し、ふたたび階段をかけ降りる。

「──あっ！　おいっ！　逃げる気かっ!?」

　後ろに聞こえるルークの声は無視。

　ここで説明するわけにはいかないのだ。

「おい、リナ、どうするつもりだ？」

「剣構かまえて！　目の前に敵が来たら倒して！」

　ついて来ながら問うガウリイに、あたしはごく簡単に答えた。

「……え……？　けど、下には敵いねーんだろ？」

「いーからっ！」

　言ってあたしは呪文を唱える。

　集合住宅の例に漏もれず、やはりここも、二階は三階と同じ構造。廊下がまっすぐに伸びて、その左右には部屋のドア。

　あたしは廊下を駆け抜けて、つき当たりの部屋のドアを開け、同時に呪文を解き放つ！

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　狙いは、開けたドアの上の天井──

　すなわち、三階の、黒ずくめたちの足の下。




　ぐがぁっ！




「うぐわぁっ!?」

　爆音に悲鳴を乗せて、ガレキとともに、下へと落ちてくる黒ずくめひとり。

「なるほどっ　そういうことかっ！」

　そこにガウリイの剣が閃ひらめいた。

　おーし。いっちょうあがりっ！

　あたしは続いてもう一度、同じ術を唱え──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ごばぁっ！

　反対がわの扉の上も、同じ要よう領りようでぶち砕いた。
















　しかし今度は、落ちてきたのはガレキのみ。

　そして、天井に開いた穴の端には、こちらを見下ろし、立つ黒ずくめ。

「馬ば鹿かめ！　同じ手が通用するかっ！」

　甘い。馬鹿はそっちである。

　ざんっ！

　剣の一撃をまともに受けて、その黒ずくめは、いともあっさり倒れ伏した。

　仲間の黒ずくめが、足場を崩されたのを見て、立つ場所を変えて、同じ攻撃をかわしたつもりになっていたのだろうが──

　その状況は、三階のルークたちも見ていたのだ。

　反対がわの黒ずくめは、当然場所を変えるだろう。

　となると移動する先は、部屋の中。そこからはルークたちの動きは見えない。

　それを見越してルークがダッシュで廊下を駆かけ抜ぬけ、あたしを見下ろし、じまんしまくっていた黒ずくめをばっさり──というわけである。

「どう!?　上は!?」

　尋たずねるあたしに、ルークはあたりを見回して、

「もう敵はいねーみてーだな。

　ただしシェーラちゃんもいねーみてーだけど」

「……を……!?」

　あたしはまたまたきびすを返し、ダッシュで階段をかけ上がり、ルークたちのいるところへとたどり着く。

　部屋の中には、携けい帯たい食料や手荷物などが散乱していた。

　どうやらやはり彼らは、ここを活動拠点にしていたようである。

　しかしルークの言う通り、あたりにシェーラの姿はない。

「……ひょっとして、ここのほかにもアジトがあるんじゃねーのか？」

　失望の色をことばににじませ、言うルーク。

　……ふぅ……む……

　あたしは、部屋の奥にある、黒ずくめたちの荷物をざっと見て、

「──そうじゃないわ。たぶん、シェーラはちょっと前までここにいたはずよ」

「なにっ!?　本当か!?」

「彼女の持ち物でもあった？」

　ミリーナの問いに、あたしは左右に首を振り、

「いーえ。ここにあるのは黒ずくめたちの荷物だけよ。

　ただし──

　ここにある荷物から見て、黒ずくめたちの数は、ざっと十人程度。

　けど、あたしたちがここで倒したのは四人。

　──さてそこで問題です。

　黒ずくめの残り半分とシェーラは、アジトを離れ、一体どこに行ったのでしょうっ!?

　いちばん高い可能性は──」

「……あ……！」

「なるほど」

　あたしの言わんとしていることに気づいたか、声を上げるルークとミリーナ。

　一人理解してないガウリイ。

「そう──」

　言ってあたしはこっくりうなずいた。

「彼らが行ったのは、北の山──

　ベゼルドに眠る剣のもと、よ……」








　　　四、そして今　眠れる剣が　目を覚さます──









　名も知らぬ鳥がどこかで鳴いている。

　夜に佇たたずむ闇やみ色いろの木々。

　剣先に灯ともした魔ま法ほうの明かりと、月の光がなくなれば、夜の山は、文字通り真の闇と化す。

　──デーモンが出るかもしれない山道を、夜中に歩きまわる──

　はっきし言って、正気の沙さ汰たではないのだが、黒ずくめたちがシェーラを連れて、ここに向かった、という可能性が高い以上、『夜の山道コワいから、ひと晩ゆっくり休んでから[image: ]』なんぞと、ゆーちょーなことを言ってはいられない。

　かつてシェーラはあたしたちに言った。

　ベゼルドの北にある廃はい鉱こう──その奥に剣は眠っている、と。

　つまり──あたしたちが今いる、この山に。

「……けどよ……本当に黒ずくめたち、この山に来てるんだろーな？」

　緊きん張ちようをまぎらわせるためか、はたまた単に、それが地じなのか、ルークはぶちぶちぐちをこぼす。

「……これで、実はアジトがもう一か所あって、黒ずくめたちは動いてねえ、とか、実は別の山だった、とかってオチだったりしよーもんなら、グレるぜ。オレは」

「それでまだぐれてなかったつもりなの？」

「……ぐっ……!?」

　ミリーナにつっこまれると弱いらしく、ルークはやや気弱な口くち調ようで、

「……そりゃねーぜ、ミリーナ。これでもだいぶ、真ま面じ目めに生きてるつもりなんだぜ。

　それもこれも、お前と幸せに暮くらすために[image: ]」

「私は頼たのんだ覚えないわよ」

「……しくしくしくしく……」

　いともあっさりあしらわれ、どとーの涙を流しつつ、すこし静かになるルーク。

「らぶらぶ漫まん才ざいはあとにして。そろそろ鉱山あとのはずよ」

「ラブラブじゃあありません」

　あたしのことばに、ミリーナは、いささかムッとして突つっ込みを入れた。

　……うーん……脈みやくないなぁ……ルーク……

　やがてほどなく一行は、森の中をゆく道を抜け──

　──!?

　視界が唐とう突とつにひらけた。

　森のとぎれたその先には、ほとんど岩いわ肌はだむき出しの岩がん壁ぺきがそそり立っている。

『…………………………………………』

　目の前にあるその光景に、あたしたち四人は、ことばを失くして立ちつくしたのだった。

　シェーラの言っていたその通り、そこに、廃鉱はあった。

　それも──

　いっぱい。

　岩壁の一面に、廃鉱の入り口なのだろう。大小の穴がぼこぼこ開いていたりするのだ。

　その数、ざっと十以上。

　なおかつそれは、あくまでも、あたしたちが今いるところから見える範はん囲いでのことである。ほかにも山のあちこちに、廃鉱が点在していることや、坑こう道どうが中で枝分かれしていたりすることを考えれば、探さなければならない場所の数は、一体どれほどになるやら……？

「……た……確かに廃鉱はあるわな……」

　ぼーぜんとつぶやくルークに、やはりぼーぜんと、無言のままにうなずくミリーナ。

「──で、どこに入るんだ？」

　……しぃぃぃぃぃん……

　ガウリイの、言ってはいけないひとことに、一同は完全に沈ちん黙もくした。

　……まあ……たしかにシェーラは、『廃鉱はひとつ』とは言ってなかったし……れーせーに考えてみれば、オリハルコンの採さい掘くつラッシュがあったということは、掘ほられた穴もひとつやふたつではないと、予想してしかるべきだったのかもしれないが……

　……うーむ……

　どーしろとゆーのだ……これは……

「……うーん……」

「まいったな。こりゃ……」

「…………」

　あたしとルークとミリーナは、眉み間けんにしわ寄せ、腕を組む。

「──なあリナ、あそこなんてけっこー怪あやしくないか？」

　そんな中、ガウリイは、のほほーんとした口調で、壁かべにうがたれた穴のひとつを指さした。

　暗いのと、距きよ離りがあるのとでよく見えないが、どこといって変わったところはなさそうだが……

「怪しい、って……どこがどーゆーふーに？」

「入り口のところに、なんか、布きれみたいなのが引っかかってるよーな気がするんだが」

「は？」

　言われて目をこらしてみるが──この状態では、やっぱしよく見えない。

「……どこに？」

「だからぁ。ほら。あそこだよ。なんか引っかかってるだろ？」

　ルークとミリーナの二人も、そちらに目をこらしているものの、あたしと同じく、何も見えていないようである。

「おしっ！

　ここで見える、見えない、なんて言ってても、何もはじまらないわ。

　ともかくガウリイの言うところまで行ってみましょ。ダメでもともとなんだから」

　あたしのことばに三人はうなずいた。

　ガウリイの指した廃鉱の入り口は、崖がけをすこし上がったところの壁にある。上り道を探さがしている時間は惜おしい。

　あたしは呪じゆ文もんを唱となえ、ガウリイの肩に手を置き、

「浮レビテ遊ーシヨン！」

　ふわり、と浮いたあたしたちに続き、ルークとミリーナの二人も、それぞれ浮レビテ遊ーシヨンの術を唱えて、夜の空へと浮き上がる。

「──あ。もーちょっと右。そのまままっすぐ」

　ガウリイの指示にしたがって、あたしは術を制せい御ぎよする。やがてほどなく一行は、とある廃鉱の入り口へとたどり着いた。

　そして、その入り口には──

「……たしかに……」

　岩壁の出っぱりにひっかかった、一枚のハンカチを手にしてあたしはつぶやいた。

「しかしあんた、よくあんなところから、こんなもんが見えたな」

「いやぁ。はっはっはっ」

　感心するルークに、ガウリイは、頭をぽりぽり搔かきながらてれ笑い。

　このハンカチは、まだ新しいものである。雨風にさらされた様よう子すはない。

　──となると──

「あたしたちへの目印に、シェーラが残していったのか、それとも、あたしたちを混乱させるために、黒ずくめたちが残していったのか……

　むずかしいところね……」

　つぶやくあたしのその横で、ミリーナは、口の中で呪文を唱え、指先に、小さな魔法の明かりを生み出す。

　それをかざしてしゃがみ込み、しばし坑道の床を調べていたが、やがて彼女は身を起こし、

「何かが通ったあとがあるわ。それも複数」

「本当に!?」

「間ま違ちがいないわ」

　自信たっぷりにうなずくミリーナ。

「おしっ！　なら行ってみましょーっ！」

　四人は坑道の奥に向かってかけ出した。

　先頭は、抜ぬき身みの剣のきっ先に、魔法の明かりを灯したルーク。それにミリーナ、あたしと続き、いちばん後ろはガウリイである。

　やがていくらも行かないうちに、道は左右ふたまたに分かれる。

「──どっちだ!?」

　ルークに問われてミリーナは、しばし地面を調べたそのあと、無言で右を指さした。

　そしてふたたび走り出す一行。

　オリハルコンに目のくらんだ連中が、あちらこちらでたらめに、掘りかえしまくった結果だろう。坑道は、さながら迷めい路ろのような様相を呈ていしていた。

　ミリーナのことばを信じるならば、確実に、何者かの通ったあとは、奥へ奥へと続いているようだった。

　……はたして黒ずくめたちとは、一体どれくらい距離を開けられたのだろうか……

　もしもシェーラが、ある程度の時間かせぎをしてくれているのならともかく、そうでないなら、剣はすでに黒ずくめたちの手に渡っている、という可能性もある。

　まあその場合、途中でばったり出くわせば、ぶち倒して剣を奪うばえばいいのだが。

　そうやって、どれくらい進んだ頃のことだったろうか──

　……ず……ずずずずずずずずずずずずずずんっ！

　遠い地じ鳴なりと振しん動どうが、坑道をゆるがした！

　──ひょっとして──この先!?

　あたしたち四人は顔を見合わせ、大きくひとつうなずくと、坑道のさらに奥へと向かってかけ出したのだった。




「見つけたっ！」

　あたしが声を上げたのは、それからしばらく走り回ったあとのことだった。

　曲がった坑道のその先から、かすかに漏もれる魔法の光。

　──と、いうことは、相手の方からもこちらは見えているはずである。

　あたしは呪文を唱えつつ、ぺースをゆるめずつっ走る。

　そしてほどなく。

　見えたのは、佇たたずむ三人の黒ずくめ！

　シェーラの姿はそこにはない。坑道の先は落らく盤ばんで塞ふさがっており、その手前に、黒ずくめ三人がいるだけである。

　落盤でシェーラと離ればなれになったか？

　呪文攻撃を警戒してか、一いつ瞬しゆん足を止めるルークとミリーナ。しかしかまわず突っ込むあたし！

『炎フレのア・ア矢ロー！』

　やはりあらかじめ、呪文を唱えていたのだろう。あたしが足を止めないのを見て、黒ずくめの三人がこちらに向かって術を放つ！

　しかしこうなることはお見通し！　あたしはすでに唱え終わっていた呪文を発動させた！

　ごうっ！

　強風が、あたしのまわりで渦うずを巻く。

　増幅版の、風の結けつ界かい。

　ふつうなら、飛び道具を吹ふき散らすのがせいぜいのこの術も、増幅すれば、かなり強固な障しよう壁へきとなる。

　むろん炎フレのア・ア矢ローなど、問題ではない。黒ずくめたちの攻撃は、いともあっさりはじき散らされた。

　あたしは風の結界を解とき──

「火フア炎イアー・球ボール！」

　後ろから、ルークの声が響ひびいた！

　あたしの横をすり抜けて、黒ずくめたちへと向かう光球ひとつ！

　にょええええっ!?

　たしかにこの状況で、火フア炎イアー・球ボールをぶっ放せば、黒ずくめたちは倒せるだろうが──こっちにも爆ばく炎えんはやってくる！

　むろんこの坑道で、その爆炎から身を隠かくす場所などあろうはずもないっ！

　そしてっ！




　ぐぐわぁぁぁぁぁっ！




　火球が炸さく裂れつする！

　逆さか巻まく炎ほのおが三つの黒い影かげを飲み込み、こちらに向かって舌したを伸のばす！

　だが、それが届とどくより一瞬早く！

「炎フレ呪ア・封シ殺ール！」

　ミリーナの力あることばに応こたえ、炎はあたしの鼻先で、見えない壁に阻はばまれたかのように、ひたりっ、と止まった。

　かるく手を伸ばせば届く距離なのだが、熱気も全く伝わってはこない。

　ミリーナが今使ったのは、かなり高位の耐たい火か呪じゆ文もんで、効果のほどはごらんの通り。ただし、呪文の詠えい唱しようにかなりの時間がかかるせいもあって、実戦の中で使う機会はほとんどないのだが……

　なるほど。誰かと連れん携けいして、こーゆーふーに使う、ってテがあったか。

　渦巻く炎はすぐにおさまり、そのあとには──

「──!?」

　あたしたち四人は思わず息を飲んだ。

　今の一いち撃げきで倒れた三人の黒ずくめ──そういう光景を、誰だれもが想像していたのだが──

　爆ばく煙えんの奥から姿を現したのは、すっくと立った黒ずくめ一人。

　そうかっ！　あたしが突っ込んで行った時、二人が炎フレのア・ア矢ローを放ったが──残る一人は用心に、耐たい火かか何かの防ぼう御ぎよ術じゆつを唱えていたのか！

　とはいえさすがに他の二人は、今のでやられたのか、もはやあたりに姿はない。

　さらに言うなら、今の爆ばく圧あつで吹っ飛んだのだろう。坑道を塞いでいた土くれが崩れ、奥へと続く通路ができている。

「……やってくれたな……まさかこう早く来るとはな……」

　怒りをにじませ、呻うめく黒ずくめ。

　──この声は──ザイン！

「もっと早くに決着をつけておくべきだったか……

　しかしっ！

　もはやこれ以上は許ゆるさんっ！

　今度こそ本気で──」

　うぐぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　ザインの勝手なたわごとを中断したのは、坑道の奥から聞こえた、誰かの絶ぜつ叫きようだった。

「──ガルヴァ様!?」

　その悲ひ鳴めいに、ザインはふり向くと、あたしたちには目もくれず、坑道の奥に向かって走り出す。

　……ガルヴァ……って、黒ずくめの、あの、ガルなんとかのことだろうか？

　一瞬あたしたちは、たがいに顔を見合わせるが、ここでただとまどっていてもしかたない。

「──行くわよっ！　あたしたちもっ！」

　言ってあたしは、ザインのあとを追い、かけ出した。




「うがああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　永遠に続くかのような、ガルヴァの悲鳴が、坑道の中にこだまする。

　──!?──

　目の前に展てん開かいする光景に、あたしたちは、我われを忘わすれて立ち尽つくしていた。

　坑道のつき当たり──

　そこは、かなり広大な空間になっていた。

　ちょっとした家ならば、二、三軒は建てられそうなほどの高さと広さはある。

　その中央には──

　大地に深々とつき立った、一本の、片かた刃はの黒い剣──

　ゆるやかな曲線を描えがく刀身から。かざり気のないまっすぐ伸びた柄つかから。

　剣は、圧あつ倒とう的てきなまでの障しよ気うきをふき出していた。

　その剣の柄を、両手でがっしりとにぎりしめ、ガルヴァは大きく身をのけぞらし、苦く悶もんの絶ぜつ叫きようを上げていた。

　剣の生み出す黒いプラズマが、ガルヴァの全身をはい回る。

　そしてその横には──

　口もとに、うすい笑えみさえ浮かべつつ、じっと佇たたずむシェーラの姿！

　あたしたちのすぐそばで、ザインもまた、その光景に硬こう直ちよくしていた。
















「……い……一体……？」

　ガウリイの漏もらした声に、シェーラはようやく、はじかれたようにこちらをふり向いた。

「……あ……！」

　今の今まで、あたしたちが来たことに気づかなかったのだろう。一瞬、驚おどろきに目を開き、続いて、困こまったような表情で、

「……っちゃー……もう来ちゃったわ……しかもみんないっしょ」

　言って、のんきにぽりぽり頰ほおを搔かく。

「……あ……あんた……!?　一体……!?」

　あたしの問いに、シェーラは苦笑を浮うかべ、

「……うーん……本当はひとりずつ来てほしかったんだけど……

　──ま、こうなったらしかたないわね」

「──お……おいっ！　シェーラちゃん、何言ってんだ!?　何が一体どうなってんだ!?」

　ルークが声をはり上げる。

　──たしかに、何が一体どうなっているのか、あたしにもよくわからない。

　しかし──あたしは直感した。

　あたしたちのほんとうの敵は、ほかでもない──シェーラなのだ、ということを。

　彼女はいとおしげなまなざしを、ガルヴァ──いや、黒い剣へと向けて、

「……ま、もうちょっといろいろ試してみたかったけど……

　こーなったらいいわ。

　ドゥールゴーファ。変へん化げを」

　ばぢっ！

　シェーラの呼びかけに応こたえて、剣のまき散らすプラズマが、いっそうその激はげしさを増す！

　そして！

「ガルヴァ様っ」

　ザインの悲痛な悲鳴が響いた。

　黒のプラズマを全身に浴あび──ガルヴァの肉体が、異いぎ形ようへと変化してゆく！

　全身の肉がはじけ、盛り上がり、あらぬ場所から得え体たいの知れない、脚あしのようなものが生はえてくる。

　もはや、ガルヴァは悲鳴を上げてはいなかった。

　あたりを支配しているのは、黒いプラズマの荒れ狂う音と、獣けものの呻うめきにも似た音。

　そして、シェーラの哄こう笑しよう──

　どぐんっ！

　ガルヴァの肉体が大きく波打ち、ひとまわり大きくふくれ上がる。

　──やばいっ！

「みんなっ！　外へっ！」

　本能的に危険を察さつ知ちして、あたしは声を上げた。

　ようやく全員が我に返り、きびすを返して、やって来た坑道に走り込む。

　呻きと哄笑は、やがて後ろに遠ざかり──

　……ご……ごご……ごごご……

　静せい寂じやくのかわりに訪おとずれたのは、不ぶ気き味みな振しん動どうだった。

　それも、だんだんと大きくなってくる。

　──間に合うかっ!?

　ごごごごごごごごごごごごごごごごご！

　山そのものがふるえている。

　かなり大きくなってきた、その揺ゆれの中を、あたしたち五人は、出口を目ざしてひた走る。

　あたしとガウリイ、ルークとミリーナ。

　そして五人目は、あたしの隣となりを駆かける黒ずくめのザインである。

　さきほどまでは敵だったにしろ、こうなってはもはや、あたしたちに、戦う理由は何もない。




　ごごごごごごごごっ！




　空気をもふるわせ大地がゆれる中、あたしたちは、なんとか入り口から外に飛び出した！

「離れて！　早く！」

　一行が、岩壁を離れ、森へと飛び込んだ、まさにその時！




　ごがぁっ！




　山の中腹をぶち破り、月の下へと姿を現す、巨大な一つの黒い影！

　うぉぉぉぉぉぉぉぉぐ！

　──月に向かってひと声吠ほえた、それこそが、かつて、ガルヴァと呼ばれていた人間のなれの果てだった。




「……何……？　一体……？」

　ミリーナが、恐怖にかすれたつぶやきを漏もらす。

　──あたしには、なんとなくわかった。

　一体何が起こったのか。

　……むろん、断片的にではあるが。

　あたしはかつて、こう聞いたことがあった。

　レッサー・デーモン、ブラス・デーモンなどの亜あ魔ま族ぞくは、自意識の弱い動物などに、精神世界からの下級魔族が憑ひよ依ういして、その肉体と能力を変へん貌ぼうさせたものなのだ、と。

　それはつまり、自意識の強い人間に、下級魔族を憑依させて、デーモン化させることはできない、ということである。

　しかし──

　下級魔族などではなく、より強力な魔族を憑依させたならどうなるか？

　今、あたしたちの目の前で起こったことこそが、その答えだったのではないだろうか。

　大型のドラゴンほどもあろうかという、黒く巨大な肉の塊かたまりに、それを支える、十本ほどの、蜘く蛛ものものに似たいびつな黒い脚あしが生えている。

　ゆおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん！

　怒いかりとも恨うらみともつかぬ叫さけびを月夜に響かせ、ハイパー・デーモンとも呼ぶべきそれは動き出した。

　向かう先には──

　ベゼルドの町。




「──まずいぞっ！　あいつ、町に向かう気だっ！」

「見ればわかるよっ！　止めるわよっ！」

　ルークのことばにツッコミを入れるあたし。

　それが一体どれほどの力を持っているのかは知らないが、レッサー・デーモンやブラス・デーモンをはるかにしのぐ能力を持っていることは、想像に難かたくない。

　そんなものが町で暴あばれたりしようものなら──

　ドラゴン並の大きさがある、という時点ですでに、町に駐ちゆう留りゆうしている兵士たちの、剣や槍やりなんぞの普通の武器が通用しない、というのはわかりきっている。

　となれば方法はひとつっ！

　あいつが町に着く前に、一撃でぶち倒すっ！

　そうと決まればさっそく実行！

　あたしは呪文を唱えはじめる。




　──黄昏たそがれよりも昏くらきもの

　　　血の流れより紅あかきもの

　　　時の流れに埋うずもれし

　　　偉大な汝なんじの名において

　　　我ここに　闇やみに誓ちかわん。

　　　我われ等らが前に立ち塞ふさがりし

　　　すべての愚おろかなるものに

　　　我と汝の力もて

　　　等しく滅ほろびを与えんことを──




「──それは──!?」

　あたしの呪文を耳にして、驚きよう愕がくの声を上げるミリーナ。

　──そう。

　これこそは、この世界、すべての魔を統すべる、赤ル眼ビのー魔・ア王イシャブラニグドゥの力を借りた攻撃呪文──

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」




　ぐがぉぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！




　力あることばに応こたえ、赤い光がハイパー・デーモンに向かって収しゆう束そくし、大爆発を引き起こした！

　やがて、爆煙が消えたそのあとには──

「──まだ立ってやがる!?」

　ルークの叫んだその通り、あたしの放った竜ドラグ破・ス斬レイブを、まともに食らったはずのハイパー・デーモンは、術を受けたその場に立ちつくしていた。

　──だが。

「ダメージはあったみたいね」

　ルークとは対たい照しよう的てきに、ミリーナが、落ち着いた口くち調ようで言った。

　そう。

　こなごなに吹ふっ飛びこそしなかったものの、ハイパー・デーモン本体の、肉の塊のような部分が、今の一撃で、ごっそりと、大きくえぐり取られていた。

　魔族としての部分が、竜ドラグ破・ス斬レイブの威いり力よくを多少は抑おさえたものの、無効にするには至いたらなかった──といったところか。

　今はまだ、ハイパー・デーモンはなんとか生きているようだが、それなら二発目、三発目と、動かなくなるまで竜ドラグ破・ス斬レイブをたたき込めばいいだけの話。

　ならばさっそく竜ドラグ破・ス斬レイブ二発目──

　と、あたしが呪文を唱えようとした、まさにその時。

　ゆらりっ、とハイパー・デーモンが動いた。

　を？　ひょっとして力つきたか？

　一瞬あたしは思ったのだが──

　それが、とことん甘い考えだったことは、すぐにわかった。

　ハイパー・デーモンが、小さく体を揺ゆらすように、みじろぎをしたその瞬間。

　あたしの竜ドラグ破・ス斬レイブでえぐられた肉が、みるみるうちに盛り上がる！

「──え──!?」

　あたしは思わず自分の目をこすり──

　ふたたび目を向けたその時には、ハイパー・デーモンの傷は、もはや完全にふさがっていた。

「……噓うそだろ……おい……」

　ルークのつぶやきが風に流れた。

　ほかのみんなも、ただただ呆ぼう然ぜんと、その光景を眺ながめていた。

　爆発でえぐり取られ、クレーター化した肉の部分が、それこそまたたく間に、いともあっさり回復したのだ。

　回復能力の代名詞みたいに言われているトロルでも、はっきし言って、ここまで無む茶ちやな能ち力からは持っていない。

　ハイパー・デーモンは、しばしその場に佇たたずんだのち、まるであたしの攻撃なんぞなかったかのように、ふたたびベゼルドの町に向かって進みはじめる。

「……ど……どーする……？」

　ぽりぽりと頰ほおを搔かきつつ問うガウリイに、あたしは困った顔を向け、

「……ど……どーする、って……

　……どーしよー……？」

　──今までにも、竜ドラグ破・ス斬レイブ一発では倒せない相手、というのに出会ったことはある。

　術を防いだ相手もいた。

　しかし──

　効きくけど、すぐに治なおっちゃう。

　こーゆー相手ははじめてである。

　……はっきし言って反則だぞ……こりは……

　そもそも、どーゆーりくつでこーゆー真ま似ねができるとゆーのだ？

　かなり強力な高位魔族でさえ、竜こ破い斬つをまともに食らおうもんなら、多少なりともダメージは受けるもんだし、そのダメージが即回復する、などということもありえない。

　そのありえないことを、目の前のハイパー・デーモンは、いともあっさりやってのけたのだった。

　そんな中、いちばん最初に我にかえったのはミリーナだった。

「悩なやむのはあと。せめて足止めだけでも」

　言ってふたたびかけ出したのに、一瞬遅れてルークが続く。

「ガウリイ！　あたしたちもっ！」

「おうっ！」

　かくて四人は、またまた──

　……………四ヽ人ヽ？

　あああっ!?　ふと気がつくとザインがいないっ！

　……そりゃあまあ、あいつにしてみれば、任にん務むはあくまでも剣を手に入れること。あたしたちを手つだって、ハイパー・デーモンと戦う義ぎ理りなどはない、というところなのだろうが……

　……ま、いーか……こちらとて、いっしょに戦ってくれる、なんて期待してたわけじゃなし……

　とにかく今は、ミリーナの言う通り、すこしでも奴やつの足を止め、その間に、なんとか対抗策を見つけることっ！

　あたしたち一行四人は、巨大な影を目ざしてかけ出したのだった。




「いくぞっ！」

　ガウリイが疾はしる！　デーモンの足もとを目ざして！

「はあっ！」

　ざむっ！

　銀の刃やいばが、月の光をはね散らし、闇やみに光の弧こを描えがいた。

　その一撃は、ひとかかえほどはあろうかという、ハイパー・デーモンの脚の一本を、ばっさりと斜ななめに両断した。

　断面から、脚が一瞬、ずるりっ、と斜めにずれる。

　やったか!?

　しかし一瞬の期待もむなしく、切れた部分の上下から、触しよく手しゆのようなものがうじょうじょわき出し、上下をつなぎ、あっという間にもと通りっ！

　……近くで見ると、けっこー気きし色よく悪いぞ……この回復プロセス……

　さっきの竜ドラグ破・ス斬レイブ受けたあとの回復、近くで見なくてよかったかもしんない。

　ハイパー・デーモンは、自分の脚が一瞬斬きられたことなど気づかなかったかのように、かわらぬぺースで歩いてゆく。

　……あ……足止めにもなんない……

「だめだ！　斬れることは斬れるが……！」

　ハイパー・デーモンから大きく身を退ひき、ガウリイは絶望的な口調で言った。

「俺の剣ならっ!?」

　かわって突っ込んでゆくルーク！　剣が輝かがやき、風を生み、ハイパー・デーモンの脚を薙なぐ！

　………………

「──って、やっぱりダメだわ」

　ぽりぽり頭を搔きながら、ごまかし笑いで言うルーク。

　………………こいつは………………

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　ミリーナの放った氷の矢が、デーモンの脚すべてを直撃したが、これはそもそも効く様子すらない。

　たぶん、脚全部を同時に潰つぶせば、足止めにはなる、と思ってのことだろうが……

　やっぱしこの程度の精せい霊れい魔まじ術ゆつでは効かないか。

　次、あたしっ！

「獣ゼ王ラス操・ブ牙リ弾ツド！」

　あたしの生んだ光の帯は、ハイパー・デーモンの脚の二本を灼やき切り、消しよう滅めつ。

　脚はすぐさま完全復活。うーむ。これも足止めになんない。

　竜ドラグ破・ス斬レイブで脚を全部同時に吹っ飛ばす──とかやれば、多少の時間かせぎにくらいはなるかもしれないが、本気で多少の時間かせぎ、という以上の意味はない。

　大技を連打して、再生のヒマを与えず消滅させる、ということができればいいのだが、いかんせん、呪文を唱えるより、敵の再生する時間の方が早い。

　──実のところあたしは、竜ドラグ破・ス斬レイブより破壊力の大きい呪文、というのをひとつ、持っているにはいるのだが……いくらなんでも、あれだけは使いたくないし──

　──と……待てよ……

「みんなっ！　大きいのいくわよっ！　退さがってて！」

　言ってあたしは呪文を唱えはじめる。

　呪タリ符スマンの力を借りた、増幅竜ドラグ破・ス斬レイブ！

　これが一体どれほどの威いり力よくになるのか、実はあたしも知らないが、うまく行けば、ハイパー・デーモンを一撃で塵ちりと化すことも可能かもしれないっ！

　あたしは長い呪文を唱え──

「竜ドラグ破・ス斬レイブ！」




　ぶごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！




　さきほどにも増してド派は手でな爆発が、夜の空気をゆるがしまくる。

　やがて爆ばく炎えんがおさまり──

「──さっきより効いてるっ！」

　その奥から姿を現したハイパー・デーモンの姿に、あたしは思わず声を上げた。

　ふつうの竜ドラグ破・ス斬レイブでは、巨大な本体に、クレーターをうがつ程度のものだったが、今の一撃は、一発で完全消滅、とまではいかなかったが、残っている部分のほうが少ないほどに、ハイパー・デーモンの本体をえぐり取って……

　あ。再生した。

「うそーっ!?」

　さすがに頭を抱かかえるあたし。

　あの状況から、一瞬で復活するか!?　ふつー!?

　しかし──あの気色の悪い復活・再生パターン、いつかどこかで見たことがあるよーな気がするのだが……

　などと思い悩んでいるうちにも、刻こく一いつ刻こくと、ハイパー・デーモンはベゼルドの町に向かって進んでゆく。

　──その時。

　ぱぁっ、と、一瞬空が明るくなった。

　ベゼルドの町の方角である。

　反射的にそちらに目をやれば、ベゼルドの町の端に、灯ともる無数の小さな赤い灯ひ。

　──一瞬の間を置いて──

　それらは一斉に、ハイパー・デーモンに向かって飛来する！

「炎フレのア・ア矢ロー!?」

　思わずあたしは声を上げた。

　──そう。それはまさに、なん百、なん千にものぼろうかという数の炎フレのア・ア矢ローだった！

　きゅどきゅどきゅどきゅどどどどどぉぉぉぉぉぉっ！

　爆音とともに無数の炎が、ハイパー・デーモンにつき刺ささる！

「そうか！　ベゼルドの警備隊か！」

　ガウリイが、その光景に声を上げた。

　そう。

　ベゼルドの町には今、警備の兵士やら魔道士やらが、かなりの数いるのである。

　山からデカいの出てくるわ、誰かが竜ドラグ破・ス斬レイブ連発するわと、これだけド派手なことをやって、その警備隊が気づかないわけはない。

　魔道士連中呼び集め、町に近づく正体不明のデカブツに、とりあえず、炎フレのア・ア矢ローをぶちかましたのだろう。

　とはいえむろん、こんな術が、通用しようはずもない。ハイパー・デーモンはあいもかわらずの足どりで、町の方へと進んでゆく。

　ベゼルドの町からは、間断的にさまざまな攻撃呪文が飛んでくるが、あるいは全く通用せず、あるいはその体を傷つけても、すぐに再生・復活する。

　──倒す方法あるのか!?　こんな奴!?

　ハイパー・デーモンは、もはやベゼルドの町のま近へと迫せまっていた。




　無数の悲鳴と混乱が、夜の町を支配していた。

　魔道士たちは、ありったけの呪文を浴あびせ続けているが、ハイパー・デーモンには、ほとんど全く効いていない。

　むろん、そんなものを相手に、ただの兵士たちに、手のうちようがあろうはずもない。

　警備の兵や魔道士たちでは太た刀ち打うちできない相手と悟さとり、町の住人たちは、まともにパニックに陥おちいっていた。

　避ひ難なんの指示でもしているのか、あちこちで兵士が何かがなり立ててはいるのだが、その声も、町の人たちの悲鳴の中に埋まい没ぼつしている。

　──あたしたちが、飛行の術で、ハイパー・デーモンの先回りをして、ベゼルドに到着した時──

　町は、そういった状況にあった。

　……しかし……先回りしたはいいのだが……

　実際に、手のうちようがない、というのが実状だった。

　ここから竜ドラグ破・ス斬レイブあたりをぶっ放しても、さきほどと同じ結果になるのは目に見えている。

　──何か──絶対に、何か倒す方法はあるはずなのだが──それがどんな方法なのかがわからない。

　何かが──何かがさっきから、ずっと引っかかっているのだが──

　などとこちらが悩んでいるうちにも、むろんハイパー・デーモンの歩みは止まらない。

　町の端に並ぶ、魔道士たちの隊列が崩くずれた。

　黒い巨体が、すぐそこまで迫っているのだ。

　ハイパー・デーモンは今まで、攻撃を全くしかけてきてはいないものの、だからといって、そのプレッシャーから生まれる恐きよ怖うふがやわらぐわけはない。

「ひるむなっ！　攻撃呪文をたたき込めっ！　効いているはずだっ！」

　逃げ腰になる魔道士たちに、ぜんぜん説得力のない激げき励れいを飛ばす、隊長クラスの警備兵。

　だがその時。

　ひゅんっ。

「ぐあぅっ!?」

　何かが風を裂さく音とともに、その隊長が悲鳴を上げた！

　呪文の声すら一瞬途と絶だえ、あたりの空気が凍こおりつく。

　黒く、長いかぎ爪づめのついた、一本の触しよく手しゆ。

　ハイパー・デーモンの肉の塊かたまりから伸びたそれが、鎧よろいごと、彼の胸を貫つらぬいていた。

　ずくんっ。

　彼の体が大きくふるえた。

　その顔からは血の気が引いて、みるみる頰ほおがこけてゆく。

　ずぐんっ。

　肌はだがひからび、髪かみがぞろりっ、と抜け落ちて──

　あたしたちの目の前で、まだ若かったその隊長は、見る間にミイラのような姿に変わり果てる。

　──そう。まるで触手に生気を吸い取られでもしたかのように。

「…………！　烈エル閃メキア……！」

　近くにいた魔道士の一人が、その触手に向かって術を放とうとしたその瞬間。

　しゅるっ！

　いったいいつの間に伸びてきたのか、かぎ爪のついていない別の触手が、その魔道士の体をからめ取った！

　いや、その魔道士だけではない。

　同時に伸びてきていた何本、何十本もの触手が、近くにいた兵士を、魔道士を、つぎからつぎへとからめ取る。

　触手とはいっても、子供の手首ほどの太さはある。そこから生まれる力は推おして知るべし。

　触手は捕らえた相手を巻き込むように、本体の、肉の塊に押しつけた。

　そのとたん。

　ざわりっ。

　肉がざわめき、まるでグロテスクな蛇へびのような牙持つ触手を何本も生み出して、魔道士に、あるいは兵士にかぶりつく！

　──絶ぜつ叫きようが──悲鳴があたりにこだました。

　あまりの光景に、ついに耐えきれなくなったか、あたりにいた魔道士たちは、我先にと逃げだしはじめる。

　──そして、あたしは──

「……思い……出したっ……！」

　目の前に展開されたその光景に、思わず声を上げていた。

　──そう。

　あたしはかつて、一度だけ、これと同じ印いん象しようを持つものを見たことがあった。

　かつてガウリイとともに立ち寄った、アトラスの名を持つ町で。

　──屍ラウ肉グヌト・呪ルシ法ヤヴナ──

　魔族のみ成しうる呪じゆ法ほうで、おぞましい不死を人に与える術──

　これを受けた人間は、体を肉の塊へと変えられ、死ぬことすらできず、無限の苦痛を味わい続けることになるという。

　もとに戻す方法などはなく、死こそが唯ゆい一いつの解放という、まさに邪じや法ほうの中の邪法。

　しかも、普通の方法では、死を与えることさえ不可能だという。

　方法はただ一つ。すなわち──術をかけた魔族を倒すこと。

　こいつが、その屍ラウ肉グヌト・呪ルシ法ヤヴナによって生み出されたものだと考えれば、あの異常なまでの再生能力も納なつ得とくがいく。

　ならばこいつを倒す方法は、造り主たる魔族を倒すことのみなのだが──

　町に渦うず巻まく悲鳴が一層の大きさを増す。

　人々の抵抗もむなしく、ついにハイパー・デーモンは、ベゼルドの町へと到着した！




　町へと入ったデーモンは、いよいよ、その猛もう威いをふるいはじめた。

　本体から伸びた無数の触手が、人々を無差別にからめ取り、本体へ引き寄せ、取り込み続ける。

　攻撃力そのものは、それほど圧倒的というわけでもないのだが、問題はその防御・再生能力である。

　現にこの間、あたしたちとて、攻撃は続けているのだが──

「黒ブラ妖スト・陣アツシユ！」

　ざふっ！

　あたしの放った一撃が、ハイパー・デーモンの体から伸びる、一本の触手の中ほどを黒い塵ちりと化す。

　しかし、途中でちぎれた触手の双そう方ほうから、より細い触手が生まれ、寄り集まって、もと通り一本の触手として復活する。

　──こんな末まつ端たん部分にも、ここまでの再生能力があるのかっ!?

　いくら攻撃を加えてみても、全くと言っていいほど効果は上がらない。

　くわえて、相手が町へと入ったせいで、竜ドラグ破・ス斬レイブなどの大技はもはや使えない。

　……まあ……使ったところでどーにもならない、というのはすでに実証ずみだが。

「なんとかならないのか!?　リナ!?」

「……な……なんとか……って……」

　問うガウリイに、あたしは困った顔で言う。

　なんとかできる相手なら、とっくになんとかしているのだが……

　単なる屍ラウ肉グヌト・呪ルシ法ヤヴナを受けた人間なら、こーやって巨大化して暴あばれ出す、などということはないだろうし、単なる魔族だというのなら、ここまで目茶な回復力は持っていない。

　問題は、こいつはそれの合成物だということなのである。

　…………………………

　……って……ちょっと待てよ……

「みんなっ！　援えん護ごお願いっ！」

　あたしは呪文を唱えつつ、ハイパー・デーモンに向かって突っ込んでゆく！

「おいっ!?　ちょっと!?　リナ!?……ったく……！」

「援護だと!?　どうする気だ!?」

　あたしの動きに気づいたか、はたまた単なるもののついでか、数本の触手があたしをからめ取るべく、こちらに向かって伸びてくる。

　こちらの呪文はまだ未完成！　しかしっ！

「炎ルー霊ン滅・フ鬼レ衝イア！」

　ミリーナの放った光の槍やりが、触手の一本をぶち切った。

『はあっ！』

　そして、ガウリイとルークの斬ざん撃げき。

　一瞬だけ、触手の動きが止まったそのスキに、あたしはさらに突っ込んでゆく。

「リナ！　前に出すぎだ！」

　ガウリイのことばはとりあえず無視っ！

　──さてっ！　あたしの想像、当たっているか外れているかっ!?

　あたしを追って触手がうねる。しかし、触手の二、三本が、おーざっぱな動きをしているだけでは、あたしを捕とらえることはできない。

　そこに、さらに二本の触手が迫り来る。

　──なんのぉっ！

　すんでのところで体をひねり、あたしはそれから身をかわす。

　しかしその瞬間！

　──!?──

　とんっ！　と足首が払はらわれた！

　しのび寄ったか、はたまた最初からそこにあったか、地を這はっていた触手の一本が、足払いをかけたのだ。

　一瞬バランスを崩くずしてよろめくあたし。

　その瞬間を見み逃のがさず──

　しゅるっ！

　触手の一本が、あたしの左腕を捕らえた！

「リナっ！」

　ざんっ！

　ガウリイの一撃が、腕を捕らえていた触手を切り裂さいた。

　触手はすぐに再生するが、一瞬力がゆるんだその機に、あたしはそれをふりほどいた。

「何やってるんだリナ!?」

　ガウリイの問いかけにも、今は答えるわけにはいかない。そんなことをすれば、せっかく唱え終わった呪文がチャラである。

　唱え終わってはいるが──発動させるには早いっ！

　あたしたちに向かう触手の数は、少しずつではあるがその数を増している。

　ガウリイの援護の斬撃と、後ろからのミリーナの呪文援護はあるものの、そろそろよけ続けるのも限界である。

　しかし──

　ひゅんっ！

　うねる触手の間を縫ぬって、何かがあたしに向かって動いた！

　──来たっ！

　あたしはこの時を待っていたのだ！　すでに唱え終わっていた術を、あたしは今こそ発動した！

「神ラグナ滅・ブ斬レード！」

　ぶぅんっ！

　虚きよ無むの力を借り受けて、あたしが両手の中に生み出した闇やみの刃やいばが、それを捕らえた！

　ぎぅおぉぉぉぉぉぉぉぉおんっ！

　空間のきしみかはたまた怒りの声か。

　すさまじい音が風をふるわせる。

　そして──

　あたしが打ちつけた闇の刃は、ハイパー・デーモンから伸びた触手の一本──

　その先端の黒いかぎ爪とがっきりかみ合っていた！

　──なにぃぃぃぃぃっ!?

　あたしは思わず目をむいた。

　この闇の刃、並の──いや、かなりのレベルの魔族でさえも、すぱすぱ斬きることができるほどの威力があるのだ。

　それを、ハイパー・デーモンの黒いかぎ爪は受け止めたのである。

　──いや、正確に言うならば。

　たしかにあたしの虚無の刃は、黒いかぎ爪をえぐり続けている。

　しかしそのそばから、爪が再生しているのだ。

　──これでは──きりがないっ！

　あせりがあたしの心に生まれる。

　今のままで、術のパワーを上げることは不可能。

　くわえてこの神ラグナ滅・ブ斬レード、破壊力は大きいものの、魔力の消費量もばかにならない。

　となればこの状態がしばし続けばどうなるか──

　──いずれあたしの闇の剣が消え、かぎ爪が──

　不ふ吉きつな結末を、あたしが想像したその時。

「魔ルビー王アイ・剣ブレード！」

　響いたルークの声と同時に、視界の端に、光が生まれた。

　赤い──光の刃が。

　──え──!?

　ぎむっ！

　あたしの闇の刃と、横手からふり下ろされた赤い刃が、ハイパー・デーモンの黒いかぎ爪をはさみ込む！

　──両側からの圧力に、爪が保もちこたえたのは一瞬だった。




　ぎんっっっっ！




　耳ざわりな音を立て、黒いかぎ爪がへし折れる。

　くおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　ハイパー・デーモンの絶叫が響いた。

「……な……!?　デーモンが……！」

「崩れてゆく!?」

　ガウリイとルークが驚きよう愕がくの声を上げた。

　──そう──

　竜ドラグ破・ス斬レイブを受けてさえ、再生していたハイパー・デーモンの巨体は、今、あたしたちの目の前で、徐じよ々じよに崩ほう壊かいしつつあった。



















　力なくのたうつ触手の群むれは、やがて大地に横たわり、かわいた土へと変わり、崩れ去る。

　巨体を支ささえる脚が折れ、地響き立てて大地に落ちた衝しよう撃げきで、本体も、触手や、脚と全く同じ最さい後ごをとげた。

　──あとに残るは、盛せい大だいきわまる土ぼこりと、とまどう町の人々のざわめき──

「……なあリナ、結局、何がどうなったんだ？」

　ガウリイが、あたしにそう問いかけてきたのは、ハイパー・デーモンの体が、原形も残さず崩れ去ったあとのことだった。

　無言でこちらを眺ながめるルークとミリーナ、二人の表情にも、同じ疑ぎ問もんの色が浮うかんでいる。

　……うーむ……どこからどう説明したものか……

「……大体想像はつくと思うけど──今のでかぶつ、あれは、ガルヴァとかいう黒ずくめの変わり果てた姿だったのよ。魔族の呪法で、ね」

　しばし考えてからあたしは言った。

「それも、単に呪法をかけられたんじゃあなくて、その上に魔族に憑ひよ依ういされていた──

　ゆえにこそ、あれだけの再生能力と耐魔能力をあわせ持っていたのよ。

　奴を倒す方法はただひとつ──

　呪法を成した魔族を倒すことのみ。

　で、ならばその魔族はどこにいるのか──と考えて──

　こう考えたのよ。憑依している魔族とイコールなんじゃあないか、って」

「……何の根こん拠きよで……？」

　うさんくさげに問うルーク。

「正確に言うなら、あの黒い剣が、黒ずくめがデーモン化した原因だ、って思ったのよ。

　あの状況からして、ね。

　それで──黒ずくめに呪法をかけたのと、同化した魔族、それにあの黒い剣とが、全部イコールで結ばれるんじゃあないか──って思ったのよ」

「……剣が……魔族……？」

　眉まゆをひそめてつぶやくルークに、あたしはこっくりうなずいて、

「純粋な魔族、っていうのは、そもそも精神体なんだから、ある程度、自分が望んだ姿を取れるはずよ。

　実際今まで、あたしとガウリイは、いろんな姿かっこうの純魔族と戦ってきたし、中には、赤いボールと灰はい色いろのボール、二つまとめて一匹の魔族、なんてわけわかんないのもいたわ。

　となれば、おたから目当ての人間おびき寄せるために、剣のかっこうした魔族がいたって不ふ思し議ぎじゃあないわよ」

　ルークたちには言わなかったが、実際、ガウリイが前に持っていた光の剣も、異世界の高位魔族だったらしいし。

「──で、よ。

　そう思って、今のでかぶつを見てたら、あることに気がついたのよ。

　いっぱいある触手の中で、かぎ爪ついてるのが、一本しかない、ってことに。

　それで、思ったのよ。

　あれが、同化したデーモンの核かくなんじゃあないか、って」

「……で……その通りだった、ってわけだ」

　ルークの問いに、あたしはこっくりうなずいた。

「まーね。予想がハズれてたら、ここはひとつ、とっとと逃げ出すつもりだったけど。

　──そーいうことよ。わかった？　ガウリイ？」

「いや全然」

　……をい……

「けどまあ、倒せたんだからそれでいいじゃないか」

　……そう思うなら最初っから解説求めるなよ……

　あたしはなんとか気をとりなおし、ルークに向かって、

「でもあんた、けっこーやるじゃない。

　赤ル眼ビのー魔ア王イの力を借りて、呪力を赤い剣にする──

　はじめて見たわよ。あんな術」

「──たしかに。あたしも見たのははじめてだったわ」

声は、離れたところから聞こえた。




『──!?──』

　あたしたち四人は、同時にそちらをふり向いていた。

　かつてはハイパー・デーモンの肉体だった土くれの中に、白い手がもぐり込む。

　引き抜いた時、その手には、折れた黒い剣の柄つかの部分だけが握にぎられていた。

「──てめえっ!?」

　ルークが怒りの声を上げる。

「はいはいごくろーさま[image: ]　ま、こいつでリナ＝インバースが倒せるとは思ってなかったけど。

　──ルークさんも結構戦やるんで、ちょっと驚いたわよ」

　剣の柄を片手でもてあそびながら、シェーラはにっこりとほほえんだ。

　今は、いつもの村むら娘むすめふうの服ではなく、神しん官かんの式服を、動きやすく改造したようなコスチュームに身を包つつんでいる。

　ただし──色は漆しつ黒こく。

　かざりなのか、はたまた、あたしの知らない文字なのか、服の要所には銀色の縫ぬい取りがほどこしてある。

「……全部……あんたのしわざね……

　剣のことも、デーモン発生事件も」

「そーいうこと」

　あたしの問いに、シェーラはむしろにこやかに答えた。

「剣の噂うわさを流したのもあたし。

　グレンさん、ってぐーたらおやじ、あのひとがけっこー便利だったわ[image: ]

　あたしを娘だ、って思わせといて、あそこを拠きよ点てんにいろいろ活動できたし。

　剣の噂をふり撒まかせたりもしたし」

「……なるほど……

　どーりで生活費いらないわけね……

　……けど、誰も、ぐーたらおやじのうわさ話になんか乗ってこなかった。

　業ごうをにやしたあんたは、あちこちにデーモンを大量発生させた……」

「大当たり、よ。

　あちこちに、いろんな噂をばらまいて、ね。

　……まさか、リナ＝インバース、あなたが首を突っ込んでくるとは思ってなかったけど」

「……おい……あんた、あのシェーラの正体知ってんのか？」

「……まあ……大体想像はつくわ……」

　問いかけるルークに答えるあたし。

「いいわよリナさん。自じ己こ紹しよう介かいするから」

　シェーラはあたしのことばをさえぎって、イヤミったらしく、ぺこりっ、とひとつ礼をして、

「リナさんの想像している通り──

　本名は──同じくシェーラ。出身はカタート山脈」

　シェーラは、口の端の笑みを深くして、

「──見ただけじゃあわかんないと思うけど──これでもれっきとした魔族よ」

『っなっ!?』

　さすがにこれには驚いたか、同時に声を上げるルークとミリーナ。

「──それで？　結局何だったわけ？　あんたの目的は？

　あんたのことばからすると、あたしたちを分断して、ひとりずつ、剣のところに連れて来たがってたみたいだけど……

　夜中に宿を抜け出して、うろうろしたのも、わざと黒ずくめたちに捕まったのも、みんな、あたしたちや黒ずくめを分断するための小こ細ざい工くね。

　……けっこー計算大おお甘あまだったけど」

「……うっ……！　うるさいわねっ！　あんたたちがあんなに早く、山に来るとは思ってなかったのよっ！」

「あのデーモンをつくることが目的──ってわけじゃあなさそうね。

　あの話の流れからすると──計画がバレちゃったんで、腹いせに、黒ずくめをデーモン化させて暴れさせた、ってところでしょ？」

「うるさいってばっ！」

　……ムキになるところを見ると、どーやら図ず星ぼしのようである。

　無計画とゆーか、短気とゆーか……

「──ま、何をたくらんでたか知んないけど、剣が折れちゃった以上はそれも水の泡あわね」

　肩をすくめて言ったあたしに、しかしシェーラは、小さな笑みを浮かべて、

「──そう思う？

　けどね、この剣──

　あたしが生み出した魔族であり、同時に、あたしのための武器でもあるの。

　だから──」

　へし折れた剣の柄をかるく振ってみせた、そのとたん。

　折れた部分から、黒い刃が伸び生えて、剣は再生を果たした！

『──っなっ!?』

　思わず声を上げるあたしたち。

「──こういうこともできるのよ」

　言って、ひたりっ、と構かまえたその姿にはスキがない。

　……しかし……

　屍ラウ肉グヌト・呪ルシ法ヤヴナの力を借りてのこととはいえ、あたしの神ラグナ滅・ブ斬レードを受け止めるほどの力を持った魔族を生み出し、瞬時に再生させるとなると……

「……シェーラ、あんたも、ただの魔族、ってわけじゃあなさそうね……」

　あたしの問いに、彼女は満面の笑みを浮かべて、

「──そうね──

　あなたには、こう名乗ったほうがわかりやすいでしょうね──

　覇はお王うし将よう軍ぐんシェーラ、と──」

「──っなっ──!?」

　彼女のことばに、さすがにあたしは絶ぜつ句くした。

　──覇ヽ王ヽ将ヽ軍ヽ──って……!?

「何だ？　そりゃ？」

「……この世界の魔族を統すべる、赤ル眼ビのー魔ア王イシャブラニグドゥ──

　その配下、五人の腹心のうち一人、覇ダイ王ナストが擁ようする高位魔族──」

　ルークの問いに、あたしはことばをしぼり出した。
















　──かつてあたしは、やはり覇ダイ王ナストと同格の魔カオス竜・ドラ王ゴン率ひきいる、竜りゆう神しん官かん、竜将軍、そして、

　獣グレーター・王ビースト配下の獣じゆう神しん官かん、といった連中を目のあたりにしたことがあったのだが──

　はっきし言って、シャレになんない強さだったりするのだ。これが。

　シェーラがそれとほぼ同格の覇王将軍、ということは──いくら四対一とはいうものの、勝ち目があるとは思えない。

　しかし、たとえここでこちらが逃げ出したとしても、逃げおおせる相手ではない。

　──ならばっ！　向こうに退ひいてもらうのみっ！

「──許ゆるせないわね──」

　あたしは、びしぃっ！　とシェーラを指さし、まっ向こうからそう言い放った。

「……へぇ……

　許せない……ね……

　あなたを騙だましていたことが？　それともこんなチンケな町を潰つぶしたことが？

　──まさかとは思うけど、あの黒ずくめをデーモン化したのが許せない、なんて甘いこと言うつもり、ないでしょうね？」

　自分の優位を確信しているのだろう。余よ裕ゆうの笑みで言う彼女に、しかしあたしは、全く動じることもなく、

「違うわね。

　あたしが許せない、って言ったのは──

　覇王グラウシヽェヽラヽーヽの部下で名前がシヽェヽーヽラヽ！　その安直なネーミング・センスが許せないって言ったのよっ！」

　ひききききききっ！

　あたしのことばに、シェーラの顔がまともにこわばった。

「……っだっ……!?　……な……！　そ……そんなことないわよっ！

　この名は覇ダイ王ナスト様直じき々じきにご命名くださったもの！　き……きっと何か、由ゆい緒しよ正しいいわれがあるに違いないのよっ！」

　おー。動どう揺ようしとる動揺しとる。

　おしっ！　もうひと押しっ！

「──まさかとは思うけど。

　シェーラ、あんたの同どう僚りよう──っていうか、覇王神官か何かに、『グラウ』だの『グロウ』だのって名前の奴がいたりしないでしょーね？」




　ぴきっ。




　あたしの問いに、完全に凍こおりつく彼女。

　……をい……いるのかほんとーに……？　ひょっとして……？

　……覇ダイ王ナストって一体……？

「……と……とにかくっ！

　に……人間には安直なネーミングに聞こえるかもしれないけどっ！　覇ダイ王ナスト様にはきっと、深いお考えあってのことなのよっ！

　……きっと……」

「さーてどうだか？

　覇ダイ王ナスト当人に聞いてみれば？

　案外、笑いながら、『いやー。何も思いつかないんで、てきとーに名前つけちまったぃ。ははははは』なんて答えが返ってくるかもよ？」

「……そ……そんなことないわよっ！　絶対由緒正しい名前なのよっ！」

「根拠は？」

「…………………………………………っ！」

　シェーラはとことんくやしげに、ぎりっ、と奥歯を嚙かみしめて、剣のきっ先をあたしに向けて、

「いーわよっ！　おぼえてなさいっ！　今日のところはこれで退ひくけど、次に会う時までには必ず、あたしの名前の由ゆ来らいを聞いてくるからっ！」

　ぜんぜん捨てゼリフに聞こえない捨てゼリフを吐はくと、シェーラは、ふぃっ、と闇に溶とけ、消えた。

　……やれやれ……行ってくれたか……

「ふっ……精神体たる純魔族だけあって、心理的動揺には弱かったみたいね……」

「……そーゆーもんなのか……？　魔族って……？」

　あたしのつぶやきに、ルークはジト目でツッコミを入れたのだった。








　　　エピローグ









「じゃ、元気でね」

　あたしとガウリイの二人と、ルークとミリーナの二人が別れのあいさつをかわしたのは、その翌よく日じつのことだった。

「──結局、おたがい無む駄だ足あしだったよなー」

　言って苦笑を浮かべるルーク。

「──けど、言っとくぜ。

　もしもまた、いつかどこかで、何かのおたからを巡めぐってあんたたちとケンカしなくちゃあならねーことになったら、手かげんはしねーからな」

「わかってるわよ」

「……ま……ともかく、あんたらも元気でな」

「──あんたも、ミリーナに嫌きらわれないよーにしなさいよ」

「……うっ……！　うるせーっ！」

　あたしのことばに、ルークはまともに顔を赤らめて、くるりとこちらに背を向けた。

「と……とにかく……

　それじゃーなっ！　行くぞっ、ミリーナっ！」

「──それじゃあ──」

　彼女は小さくほほえむと、ルークに続いて歩き出す。

「……やれやれ……けどまあ、ひと息ついた、ってところだな」

　ガウリイが、死ぬほどのん気なセリフを吐はいたのは、街道の向こうに去りゆく二人の姿が、かなり小さくなった頃のことだった。

　…………はぁぁぁぁぁぁぁ…………

　あたしは深いため息ひとつつき、

「……あのねぇ……ガウリイ……

　そいじゃあ聞くけど、一体何がどうひと息ついたのよ……」

「……え……？」

　ガウリイは、あさっての方に目をやり、しばし何やら考えて、

「……そういえば……あんまり何も解決してないよーな気が……」

「そーゆーこと。

　たしかに、でっかいデーモンは撃げき退たいしたし、シェーラはあたしのツッコミに動揺してどっか行っちゃったわ。

　けど──

　あの黒ずくめたちが何者なのかもわからずじまい。

　あのザインとかって奴は、いつの間にかどっか行っちゃってるし……

　結局、剣も手に入んなかったし、ね。

　──それに、気になるのは。

　シェーラの目的は何だったのか……ってことよ。

　知能程度と性格はさておき、かりにも覇王将軍なんぞとゆー立場の奴が動きだした。

　これまでは、人間の娘のふりして地じ道みちにこそこそやってたのが、よ。

　それはたぶん、冥王ヘルマスターという、魔族にとって大きな力が消えたことがきっかけになってるんじゃあないか、って思うのよ」

「ほほぉう」

　……ほほぉう……じゃないって……

　まだわかっとらんな、この男……

　一体、何が起ころうとしているのか。

　具ぐ体たい的てきに何が起こるか──と聞かれれば、むろんあたしにも答える術すべはない。

　なにしろ手がかりが少なすぎるのだ。

　しかし、確かに言えることがひとつ──

　冥王ヘルマスターを失った魔族が、巻まきかえしを計はかろうとしていることは間違いないだろう。

　へたをすれば──

　──戦争ね──人と、魔族との──

　晴れ渡った空を眺ながめながら、あたしは、胸のうちでそうつぶやいたのだった──
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作：毎まい度ど毎度の新しん装そう版ばんっ！

　　さてこのお話から、ちょっと味付けの違ちがう第二部開始。

　　……けど今にして思えば、この『ベゼルドの妖よう剣けん』を書いている時はいろいろあったものです。しみじみ。

Ｌ：へー。いろいろって？

作：うん。半分近くまで書いてパソのデータが飛とんだ。

Ｌ：ぶッ!?

　　ちょっ……それっ……！

作：そう。あれは今から……めっちゃ前。

　　世せ間けんではちょーどオ○ム事件が起きて、関かん連れん報ほう道どうまっ盛さかり。

　　連れん日じつＴＶ報道にクギづけで筆ふでが進まず、仕し方かたなく担当さんに連絡して、『カンヅメにしてください』と。

Ｌ：自分から言ったの？

作：そう。自分から。

　　コレが人生初はつカンヅメですよ！

Ｌ：カンヅメってことは、そーするとやっぱり担当さんがずっと後ろにはりついて、時々時計見ながら『ちっ。』て舌した打うちしたりとかするの？

作：感じ悪っ！　何その担当さんっ!?　いやがらせっ!?

　　ねえよそんなこと一いつ切さいねえよ！

　　ウィークリーマンションに部屋をとってもらって、『はいここが部屋です。じゃああとはよろしく』って、あとはこっち任まかせ。

Ｌ：えー。ＴＶドラマとかじゃあ、後ろに担当さんがずっと待ってたりするのにー。

　　そーゆーんじゃないのカンヅメって。

　　がっかり。

作：カンヅメに一いつ体たい何なにを期待してるのか知らんが……

　　たぶん作家さんや編集部によってやり方が違ちがうんだろうな。

　　担当さんも作家一人だけを受け持っているわけじゃないし。

　　作家の方も、後ろに人がいてプレッシャーをかけることで、筆が進む人もいるだろーけど、逆ぎやくに気になって筆が止まる人もいるだろーし。

　　で、オ○ム報道で気が散ちるっちゅーとるのに、担当さんが取ってくれたウィークリーマンションの場所がオ○ムの支部やラーメン屋がある東京の○戸ってどぉよ!?　などと思いつつカンヅメをしてたんだが……

　　半分ほど書いたところで……

Ｌ：飛んだんだ……

作：飛びましたとも。ハードディスク。

　　バックアップも取っておらず。

Ｌ：……うわぁ……それで、『もういっそ全部あとがきにしてしまおうか』と？

作：思わん思わん。

　　とりあえず編集部さんに連絡したんだが、幸さいわいパソに詳くわしい人がいて、データをレストアしてもらったとゆー。

　　ちなみにそれが、後の三代目担当さんになる人なんだが。

Ｌ：あ。結局助かったんだ。

　　じゃあコレの原稿はそのまま東京で？

作：いや。

　　途と中ちゆうで切り上げて大阪に帰った。

Ｌ：根こん性じようないっ！　とゆーか、切り上げて帰れるんならカンヅメの意味ないしっ！

作：ふっ。カン違いするな。あくまで『東京での』カンヅメを切り上げたのみっ！

　　一人暮らしをやってると、どうしても週一くらいで、郵ゆう便びん物ぶつのチェックとかをしに家に帰んなくちゃあなんないんだけど、東京──大阪間だと移動にかかる時間と体力のロスも大きく効こう率りつも悪い。

　　そこでっ！

　　大阪に帰ってホテルに部屋をとってカンヅメ開始ですよ！

Ｌ：ってことは自じ腹ばら？

作：うむっ！

　　もちろん経けい費ひだけど、払はらうのは自分。

　　そのホテルにちょっと面おも白しろいシステムがあって。

　　部屋を一週間とったんだけど、最初に前金でまとまった額がくを渡して、チェックアウトの時に精せい算さんする方式で。

　　部屋にあるＴＶをあるチャンネルに切きり替かえると、預あずかり額と今まで使った額、そして残額が表示されるとゆー面白システムがっ！

　　もうね！　ひと晩眠れば残額が減り、ルームサービスを頼めば残額が減り！

Ｌ：それはなんてゆーか……危き機き感かんあおるわねー……

作：数字がどんどんと減っていくあの追いつめられ感は、なんとも言い難がたいものがあったなー。

　　ま、ホテルでこの話を書き上げたあと、ホテルを一週間とる額があればふつーの賃ちん貸たい一ヶ月ぶんの家賃になるじゃん！　と気づいたわけだが。

Ｌ：実際に部屋を借りたら、敷しき金きんや何やも要るから、そんな額では済まなくなるけどね。

　　……けどそれ、この話とか長編第二部をスタートするに当たっての思い出ってゆーより、ただのカンヅメ話よね？

作：言われてみればそんな気もするが……

　　なんかこの話とカンヅメの思い出が切っても切れなくて。

　　それにほら！　読者のみなさんが後々何かでカンヅメになる時、何かの参考になるかもしんないわけだしっ！

Ｌ：ないから。フツーの人はそもそもカンヅメなんてしないし。

　　もし小説家とかになっても、カンヅメなんかしなくてもいいように、締しめ切きり通どおり原稿を上げればいいわけだし。

作：ぐふっ。

Ｌ：あ。喀かつ血けつした。

作：……お……お前……今のセリフは……全国の小説家マンガ家などトータルで二千人は敵に回したぞ……

Ｌ：カンヅメになってる人多いなぁ……

　　まあそんな妄もう言げんはさておいて。

　　この新装版、十巻以降はちょっとだけ時間を開けてから出ますので、その際さいにはまたよろしく～

作：ではそんなこんなで。

Ｌ：またお会いしましょ～♪










あとがき：おしまい
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